
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
三
月
二
十
六
日
発
行

『
大
倉
山
論
集
』　
第
六
十
七
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人

　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

英
訳�

『
古
事
記
』
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
訳
業
に
見
る�

西
洋
人
の
日
本
文
化
観

松
　
井

　
嘉

　
和
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英
訳�

『
古
事
記
』
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
訳
業
に
見
る�

西
洋
人
の
日
本
文
化
観

松　

井　

嘉　

和

　
　

目　

次

　

は
じ
め
に

一　

外
国
語
訳
『
古
事
記
』
概
観

　
（
一
）
最
初
の
外
国
語
訳

　
（
二
）
外
国
語
訳
『
古
事
記
』
の
現
状

二　

完
訳
英
訳
本
の
種
類
と
そ
の
特
徴

三　

Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
『
古
事
記
』

　
（
一
）
そ
の
特
徴

　
（
二
）
ラ
テ
ン
語
に
訳
さ
れ
た
個
所

　
（
三
）
ラ
テ
ン
語
使
用
の
理
由
と
そ
の
意
味

四　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）

五　

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
『
古
事
記
』

六　

�『
古
事
記
』
の
宇
宙
生
成
観cosm

ogony

と
生
殖
行
為

procreation
　
（
一
）『
古
事
記
』
は
閨
房
の
書
か

　
（
二
）
聖
婚hierogam

y

　
（
三
）
造
物
主dem

iurge

た
る
岐
美
二
神

　

お
わ
り
に
―
『
古
事
記
』
を
見
る
視
点
の
転
換
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は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
平
成
一
五
年
刊
行
の
『
大
倉
山
論
集
』
第
四
九
輯
に
寄
稿
し
た
「
翻
訳
本
『
古
事
記
』
に
見
ら
れ
る
翻
訳
法
と
原
語
の
理

解
」
な
る
論
文
で
、「
翻
訳
と
は
、
異
な
る
容
器
に
同
一
の
内
容
を
押
し
込
め
る
作
業
」
で
、
そ
の
容
器
と
は
言
語
体
系
に
留
ま
ら
ず
文

化
の
総
体
を
も
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
翻
訳
と
は
、
あ
る
文
化
の
要
素
を
異
文
化
の
器
に
転
移
さ
せ
る
異
文
化
接
触
の
現
場
で
あ
っ
て
、

あ
る
言
語
の

個
々
の
語
の
意
味
が
当
該
言
語
の
世
界
全
体
の
中
に
置
か
れ
て
そ
の
内
容
が
確
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
要
素
の
部
分
だ
け
を
転

換
し
て
も
、
そ
の
部
分
が
受
容
語
の
世
界
の
総
体
つ
ま
り
文
化
背
景
の
中
で
ど
ん
な
位
置
を
占
め
て
い
る
か
を
確
認
し
な
い
と
、
正

確
な
意
味
が
厳
密
に
は
正
し
く
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
翻
訳
に
不
可
避
の
難
し
さ
は
異
文
化
接
触
と
そ
の
理
解
の
難
し
さ
で
あ
り
、
翻
訳
は
い
わ
ば
そ
の
困
難
の

克
服
作
業
で
あ
っ
て
、
翻
訳
の
努
力
と
結
果
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
特
徴
を
際
立
た
せ
る
効
果
」
が
あ
っ
て
、「
翻
訳
作
業
は
、
原
典

の
言
語
構
造
や
意
味
内
容
に
新
た
な
理
解
を
も
た
ら
す
効
果
」
つ
ま
り

翻
訳
は
、
両
者
の
相
違
を
際
立
た
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
あ
る
言
葉
の
曖
昧
模
糊
と
し
て
霧
に
隠
れ
た
不
明
瞭
な
意
味
を
限
定
し
て

明
確
に
描
き
出
す
効
果
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
隠
身
」
や
「
独
神
」
と
い
う
、
意
味
が
は
っ
き
り
と
掴
み
に
く
い
表

現
も
、
翻
訳
の
際
に
訳
者
が
把
握
し
て
定
め
た
訳
語
か
ら
、
か
え
っ
て
言
語
の
意
味
内
容
が
明
確
に
読
み
と
れ
る
、
と
い
う
効
用

が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
、
そ
の
例
と
し
て
、
神
々
が
「
隠
身
」
を
翻
訳
す
る
前
提
に
は
一
定
の
解
釈
が
あ
り
、
訳
語
は
そ
の
解
釈
が
鮮
明

に
現
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た（

１
）。

　

本
稿
は
、
そ
の
旧
稿
の
続
編
で
、『
古
事
記
』
全
巻
の
英
訳
本
、
と
く
に
今
尚
英
訳
『
古
事
記
』
の
代
表
的
業
績
と
さ
れ
て
い
る
チ
ェ
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『
古
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記
』
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ェ
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バ
レ
ン
の
訳
業
に
見
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西
洋
人
の
日
本
文
化
観
（
松
井
）

ン
バ
レ
ンBasil H

all Cham
berlain

（1850-1935, 

滞
日1873-1911

）
の
翻
訳
法
に
焦
点
を
当
て
、
翻
訳
の
課
題
を
鮮
明
に
さ
せ
る
目

的
で
検
討
を
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
作
業
過
程
で
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
極
め
て
異
例
な
翻
訳
法
の
特
徴
か
ら
、
二
一
世
紀

の
今
既
に
顧
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
一
九
世
紀
の
西
洋
人
の
日
本
文
化
観
と
り
わ
け
宗
教
観
が
見
え
て
き
た
。
そ
こ
で
、
拙
論
の
タ
イ
ト

ル
を
「
英
訳
『
古
事
記
』
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
訳
業
に
見
る
西
洋
人
の
日
本
文
化
観
」
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
深
い
親
交
の
あ
っ
た
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
「
二
人
は
日
本
解
釈
者
と
し
て
対
立
す
る
二
大
傾
向

を
代
表
す
る（

２
）」

存
在
と
し
て
、
そ
の
二
大
傾
向
を
具
に
知
る
好
例
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
、
両
者
の
『
古
事
記
』
観
を
対
照
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
西
洋
人
の
日
本
文
化
観
を
鮮
明
に
描
き
出
せ
る
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
凡
例
〕

一　

�

言
及
し
た
外
国
文
献
で
既
刊
の
邦
訳
が
あ
る
書
籍
に
は
邦
題
を
（『　

』）
で
、
論
文
に
は
（「　

」）
で
示
し
た
。
も
し
邦
題
が

な
い
場
合
は
、
参
考
ま
で
に
（〔　

〕）
で
仮
訳
を
示
し
た
。

二　

外
国
人
の
場
合
、
本
稿
の
論
点
の
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
生
歿
年
を
記
し
た
。

三　

引
用
文
中
の
・
・
・
・
は
、
省
略
個
所
を
示
す
。
／
は
、
改
行
箇
所
を
示
す
。

四　

�

本
稿
の
『
古
事
記
』
の
訓
は
、
と
く
に
指
定
し
て
い
な
い
場
合
は
、
本
居
宣
長
全
集
（
筑
摩
書
房
）
所
収
の
『
古
事
記
伝
』
の

訓
を
漢
字
仮
名
交
り
表
記
で
記
し
て
い
る
。
訓
の
個
所
で
『
神
典
』
と
あ
る
の
は
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
刊
行
の
書
の
こ
と

で
あ
る
。

五　

�

言
及
個
所
の
明
示
等
の
た
め
に
傍
線
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ル
ビ
と
の
重
な
り
を
避
け
る
た
め
に
左
に
付
し
た
例
が
多
い
。

と
く
に
注
記
が
な
け
れ
ば
、
傍
線
の
左
右
に
は
意
味
は
な
い
。

六　

先
学
者
に
言
及
し
た
時
の
敬
称
の
使
用
が
、
筆
者
の
感
覚
に
頼
る
ば
か
り
で
、
恣
意
的
で
あ
る
こ
と
は
御
海
容
願
い
た
い
。



34

『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

一　

外
国
語
訳
『
古
事
記
』
概
観

（
一
）
最
初
の
外
国
語
訳

　
『
古
事
記
』
が
最
初
に
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
の
は
、
何
語
で
い
つ
の
こ
と
な
の
か
。
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
スClaude 

Lévi=Strauss
（1908-2007

）
が
言
及
し
て
い
る
。

古
事
記
や
日
本
書
紀
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
界
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
し
た
の
で
す
。
・
・
・
・
ま
ず
一
八
七
六
年
に
、
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
人
類
学
の
創
始
者
タ
イ
ラ
ー
が
そ
の
大
要
を
報
告
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
八
八
〇
年
と
一
八
九
〇
年
に
、
最

初
の
英
訳
と
ド
イ
ツ
語
訳
が
出
版
さ
れ
ま
し
た（

３
）。

　

右
の
「
ま
ず
一
八
七
六
年
」
と
は
、
同
年
三
月
二
八
日
、
タ
イ
ラ
ーEdw

ard B. T
ylor

（1832-1917

）
のRem

arks on 

Japanese M
ythology

（〔
日
本
神
話
に
関
す
る
所
見
〕）
と
題
す
る
講
演
だ
と
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
自
身
が
注
記
し
て
い
る
。
当
時

英
国
に
滞
在
中
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
馬
場
辰
猪
（1850-88

）
が
タ
イ
ラ
ー
に
講
演
の
た
め
の
情
報
を
提
供
し
た
。『
馬
場
辰
猪
全
集
』
第

一
巻
は
、
タ
イ
ラ
ー
の
講
演
録
をO

n Baba’s T
ranslation of K

O
JIK

I

（〔
古
事
記
の
馬
場
の
翻
訳
に
つ
い
て
〕）
と
い
う
題
で
収
載
し
、

そ
の
解
題
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
日
記
を
通
し
て
見
た
る
馬
場
辰
猪
」
に
よ
る
と
、「
明
治
五
六
年
頃
倫
敦
で
辰
猪
と
一
緒
に
な
つ
た
赤
松
連
城
氏
の
話
で
は
、
赤
松

氏
が
『
古
事
記
』
を
読
解
し
、
辰
猪
が
そ
れ
を
英
文
に
書
い
て
、『
古
事
記
』
の
訳
文
を
作
つ
た
と
い
ふ
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
古
事
記
』
の
英
訳
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が（

４
）・

・
・
・
。

　

確
か
に
、
そ
の
講
演
録
は
、
次
の
言
葉
①
で
始
ま
っ
て
い
る
。
以
下
①
～
④
の
講
演
録
と
馬
場
の
発
言
の
引
用
は
拙
訳
に
よ
る（

５
）。

①　

�

馬
場
辰
猪
と
い
う
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
一
人
の
紳
士
が
、
私
の
要
請
に
応
じ
て
、
古
事
記
と
い
う
日
本
の
重
要
な
古
記
録
の
書
の
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（
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井
）

開
巻
部
分
を
翻
訳
し
て
く
れ
た
。
私
が
今
の
と
こ
ろ
知
る
限
り
で
は
、
そ
れ
は
ま
だ
欧
州
の
ど
ん
な
言
語
に
も
な
っ
て
い
な
い
。

②　
�

こ
の
本
の
後
半
部
分
は
、
主
要
な
内
容
を
構
成
し
て
い
て
、
史
的
な
性
格
が
あ
る
。
一
方
、
そ
の
導
入
部
分
は
、
天
地
創
造
の

伝
説
や
神
々
が
活
躍
す
る
物
語
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
講
演
録
に
は
以
下
の
記
述
も
あ
り
、
タ
イ
ラ
ー
の
講
演
が
『
古
事
記
』
の
記
述
だ
け
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
は
な
く
、『
日
本
書

紀
』
の
記
述
に
も
言
及
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

③　

�

日
本
の
固
有
性
は
形
質
的
に
も
言
語
的
に
も
シ
ナ
と
は
異
種
だ
っ
た
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
言
語
的
に
は
歴
史
時
代
に
大
規
模
に

日
本
に
移
植
さ
れ
、
日
本
の
文
化
の
多
く
が
シ
ナ
起
源
あ
る
い
は
シ
ナ
の
影
響
下
で
発
展
し
て
き
た
。
天
地
創
造
の
伝
説
は
、

根
源
的
な
混
沌
か
ら
始
っ
て
い
る
。
そ
の
混
沌
の
中
で
、
女
性
と
男
性
の
要
素
で
あ
る
メ
女
と
オ
男
（
シ
ナ
語
で
は
陰
と
陽
）

は
ま
だ
分
離
し
て
い
な
か
っ
た
。
水
と
空
気
と
地
上
は
混
交
し
て
い
て
、
卵
の
黄
身
と
白
身
と
が
混
ざ
り
あ
っ
て
い
る
よ
う
で
、

そ
ん
な
状
態
は
、
物
質
自
身
が
、
重
い
部
分
は
沈
ん
で
地
表
を
形
成
す
る
一
方
で
軽
い
部
分
は
上
昇
し
て
天
空
を
形
成
し
た
時

ま
で
続
い
た
。
こ
れ
ら
の
物
語
す
べ
て
は
明
ら
か
に
シ
ナ
起
源
で
あ
る
。

　

赤
松
（1841-1919

）
が
用
意
し
た
講
演
の
材
料
は
、『
古
事
記
』
を
解
読
し
た
話
だ
と
言
う
『
馬
場
辰
猪
全
集
』
の
解
題
の
言
葉
と
は

異
な
り
、
日
本
神
話
と
い
う
枠
で
語
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
赤
松
の
話
を
英
訳
し
た
馬
場
が
自
分
の
記
憶
を
入

れ
て
タ
イ
ラ
ー
に
提
供
し
た
の
か
、
ま
た
は
タ
イ
ラ
ー
自
身
が
自
分
の
知
識
も
加
え
た
の
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
タ
イ
ラ
ー
の
講
演
は
、

厳
密
に
は
古
事
記
神
話
と
言
う
よ
り
日
本
神
話
の
紹
介
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
が
言
う
「
日
本

神
話
が
初
め
て
欧
州
で
知
ら
れ
た
ケ
ー
ス
」
に
日
本
人
が
関
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

タ
イ
ラ
ー
は
講
演
で
、
日
本
神
話
の
岐
美
二
神
の
国
生
み
、
黄
泉
国
訪
問
、
須
佐
之
男
命
の
勝
さ
び
、
天
岩
戸
、
八
俣
大
蛇
退
治
の
物

語
を
要
領
よ
く
簡
潔
に
紹
介
し
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
葉
を
添
え
て
い
る
。
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和
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④　

�

以
上
の
自
然
物
語
の
主
要
な
主
題
に
加
え
て
、
特
異
な
逸
話
が
あ
り
、
興
味
を
引
く
考
え
方
や
習
慣
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
イ
ザ
ナ
ギ
の
神
が
妻
の
イ
ザ
ナ
ミ
を
自
分
の
所
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
説
得
す
る
た
め
に
妻
を
訪
ね
、
地
下
冥
界
に

降
っ
て
行
っ
た
時
、
妻
は
、「
貴
方
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
私
は
も
う
自
分
の
今
い
る
世
界
の
食
物
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
」
と
答
え

て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
分
離
さ
せ
ら
れ
た
一
方
の
聖
霊
の
食
べ
物
を
一
度
で
も
食
べ
て
し
ま
っ
た
者
は
誰
で
あ
れ
戻
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
興
味
深
い
観
念
（
こ
れ
は
ニ
ュ
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
非
常
に
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
）
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
鏡
に
自
分
自
身
を
見
た
と
き
に
岩
屋
戸
か
ら
出
さ
れ
る
太
陽
女
神
の
話
が
あ
り
、
そ
の
話
か
ら
日
本
の
シ
ン
ト
ー
の

社
つ
ま
り
カ
ミ
の
社
（the Shin-to or K

am
i tem

ples of Japan

）
に
鏡
と
切
り
紙
（Go-hei

御
幣
）
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
（
フ
ラ
ン
ク
氏
は
私
に
そ
れ
ら
の
御
幣
は
ア
イ
ヌ
人
が
祭
事
の
際
に
用
い
る
と
い
う
興
味
あ
る
事
実
を
教
え
て
く
れ

た
。
そ
れ
は
日
本
人
の
起
源
で
あ
る
祖
先
と
ア
イ
ヌ
人
と
の
関
係
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
）。

　

さ
ら
に
、
講
演
録
に
は
講
演
後
の
活
発
な
討
議
内
容
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
馬
場
の
質
問
個
所
の
一
部
だ
け
を
紹
介
す
る
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
馬
場
が
資
料
を
提
供
し
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

馬
場
辰
猪
：
私
が
行
っ
た
翻
訳
は
、
非
常
に
不
完
全
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
す
。
私
自
身
の
英
語
力
の
不
足
と
い
う
理
由
だ

け
で
な
く
、『
古
事
記
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
非
常
に
異
な
っ
た
様
々
な
注
釈
者
が
い
る
た
め
に
、
こ
の
書

の
翻
訳
に
は
多
大
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ロ
チ
と
呼
ば
れ
、
ス
サ
ノ
オ
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
八
つ
の
首
を
も
っ
た
大
蛇
は
、
そ

の
名
を
も
っ
た
土
地
か
ら
来
た
人
間
で
あ
っ
て
、
化
け
物
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
本
で
言
及
さ
れ
て
い
る
天

上
の
橋
と
い
う
の
は
船
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
私
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
文
字
通
り
に
翻
訳
し
ま
し
た（

６
）。

　

で
は
、「
一
八
八
〇
年
と
一
八
九
〇
年
に
、
最
初
の
英
訳
と
ド
イ
ツ
語
訳
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

　

一
八
八
〇
年
の
英
訳
は
本
稿
二
（
一
）
で
紹
介
す
る
一
九
七
三
年
版
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
書
の
序
文
（
四
〇
頁
以
下
）
に
「
チ
ェ
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古
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人
の
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本
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化
観
（
松
井
）

ン
バ
レ
ン
は
既
に
一
八
八
〇
年
に
『
古
事
記
』
の
一
部
を
翻
訳
し
て
い
る
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
に
相
違
な
い
だ
ろ
う
。

　

ド
イ
ツ
語
訳
は
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ツK

arl Frorentz

（1865-1939

）
の
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
と
『
古
語
拾
遺
』
を
収
載
し
た

Ａ
四
版
四
五
〇
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
大
著“D

ie historischen quellen des Shinto-Religion”

（〔
神
道
宗
教
の
歴
史
的
源
泉
〕）
を
筆
者

は
知
る
ば
か
り
で
、『
古
事
記
』
は
、K

O
JIK

I oder Geschichte der Begebenheiten im
 A

ltertum

（〔
古
事
記
す
な
わ
ち
古
代
に

お
け
る
出
来
事
の
物
語
〕）
と
い
う
題
で
同
書
の
冒
頭
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
の
部
分
は
一
九
〇
一
年
に
単
行
本
と
し
て
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
一
八
九
〇
年
の
独
訳
が
何
か
は
未
特
定
で
あ
る
。

（
二
）
外
国
語
訳
『
古
事
記
』
の
現
状

　

平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）、
古
事
記
撰
錄
一
三
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、
奈
良
国
立
博
物
館
「
古
事
記
の
歩
ん
で
き
た
道
」、
同
二
六
年

奈
良
県
立
博
物
館
「
大
古
事
記
展
」
を
は
じ
め
、『
古
事
記
』
に
関
係
し
た
多
種
多
彩
な
催
し
や
書
籍
が
数
多
く
現
れ
た
。
筆
者
は
、「
翻

訳
本
『
古
事
記
』
に
見
ら
れ
る
翻
訳
法
と
原
語
の
理
解
」（『
大
倉
山
論
集
』
第
四
九
輯
）
の
末
尾
の
「『
古
事
記
』
の
翻
訳
の
課
題
」
の

節
で
、「
暗
号
解
読
に
も
似
た
作
業
が
必
要
な
『
古
事
記
』
の
言
葉
の
解
釈
に
つ
い
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
定
説
が
な
く
、
な
お
課
題
と

さ
れ
て
い
る
問
題
点
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訳
者
の
翻
訳
法
と
訳
語
選
定
の
差
と
し
て
現
わ
れ
て
い
て
、
と
く
に
注
の
記
述
に
そ
れ
が
反
映
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
。
そ
の
視
点
を
敷
衍
す
る
と
、『
古
事
記
』
に
興
味
を
感
じ
た
世
界
の
人
々
は
、『
古
事
記
』
を
め
ぐ
る
日
本
の
動
勢

の
影
響
を
受
け
る
現
実
が
見
え
る
思
い
が
強
く
な
る
。

　

平
成
の
御
代
の
『
古
事
記
』
全
巻
の
重
訳
も
含
め
た
翻
訳
本
の
刊
行
状
況
は
、
筆
者
が
知
り
得
た
だ
け
で
も
上
記
の
【
表
１
】
の
通
り

で
あ
る（

７
）。

新
装
版
と
さ
ら
に
二
一
世
紀
に
新
た
な
翻
訳
が
公
刊
さ
れ
続
け
た
事
実
に
、
私
は
、『
古
事
記
』
撰
録
一
三
〇
〇
年
を
迎
え
つ

つ
あ
っ
た
日
本
の
『
古
事
記
』
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
海
外
に
も
影
響
し
た
現
実
を
見
る
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

　

本
稿
で
は
考
察
の
対
象
外
の
部
分
訳
も
含
め
、
現
時
点
で
、

『
古
事
記
』
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
言
語
は
、
左
の
通
り
だ
と

概
括
で
き
る
。

　

原
典
か
ら
の
全
巻
訳

英
語
・
独
語
・
仏
語
・
露
語
・
伊
語
・
ポ
ー
ラ
ン
ド

語
・
韓
国
語
・
中
国
語
・
ス
ロ
ベ
ニ
ア
語

　

英
語
か
ら
の
重
訳
と
推
定
さ
れ
る
全
巻
訳

マ
ジ
ャ
ー
ル
語
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）・
シ
ン
ハ
リ
語
（
ス

リ
ラ
ン
カ
）

　

部
分
訳
で
重
訳
と
思
わ
れ
る
も
の

タ
イ
語
・
ル
ー
マ
ニ
ア
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ス
ロ
バ
キ

ア
語
・（
チ
ェ
コ
語
・
詳
細
不
詳
）

　

と
く
に
、
英
語
・
独
語
・
露
語
・
伊
語
・
中
国
語
に
は
複

数
の
種
類
の
翻
訳
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

【表 １】平成元年以降の『古事記』外国語版一覧（発行年度順）

刊行年 訳語 翻訳者

平成元年・1989 シンハリ語 アリヤシンゲ

平成２年・1990 中国語 周作人（新装版）

平成６年・1994 ロシア語 ピヌス

ポーランド語 コタンスキ（新装版）

平成９年・1997 フランス語 シバタ（新装版）

平成12年・2000 ロシア語 ピヌス（新装版）

平成18年・2006 イタリア語 ヴィラニ

平成20年・2008 スペイン語 ルビオ＆モラターラ

平成21年・2009 セルビア語 山崎　洋

平成24年・2012 ドイツ語 アントニ

平成26年・2014 英語 ヘルト

新装版とは内容に変化なく装幀を改めた再刊のこと。スペイン語とドイツ語版の現
物を確認していないが、全巻訳との情報を得た。一方、平成24年（2011）にチェコ
語が刊行されたらしいが、全巻訳かどうか確認できていないため除外した。
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観
（
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井
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二　

完
訳
英
訳
本
と
そ
の
特
徴

　

令
和
二
年
の
時
点
で
、
日
本
語
の
『
古
事
記
』
か
ら
直
接
に
全
巻
が
訳
さ
れ
た
英
語
版
は
四
種
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
の
概
要
を
紹

介
す
る
。

（
一
）�“T

he K
O
JIK
I, R
ecords of A

ncient M
atters,” translated by Basil H

all CH
A
M
BER

LA
IN
, first published by 

the A
siatic Society of Japan in 1883 and reprinted in 1906, 1919, 1932, 1973, T

uttle Edition, T
okyo, 1982, 

now
 in print.

　

初
版
刊
行
後
の
本
書
に
つ
い
て
、
山
口
栄
鉄
氏
は
、
詳
細
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
業
績
を
追
究
し
た
書
で
、

そ
の
後
、
一
九
〇
六
年
に
至
っ
て
復
刻
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
三
二
年
刊
行
の
第
二
版
に
は
ア
ス
ト
ン
の
手
に
な
る
補
注
、
そ
し
て
初

版
以
来
刊
行
さ
れ
た
古
事
記
関
係
研
究
文
献
録
が
加
え
ら
れ
斬
新
な
形
と
な
っ
て
世
に
問
わ
れ
る（

８
）。

と
、
一
九
三
二
年
の
第
二
版
を
紹
介
し
、
ア
ス
ト
ンW

illiam
 George A

ston

（1841-1911, 

滞
日1870-84, 86-89

）
の
補
注
を
加
え

た
た
め
に
、
初
版
と
は
全
く
異
な
る
体
裁
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
こ
の
言
葉
に
続
い
て
、
さ
ら
に
ア
ス
ト
ン
が
手
元
に
し
て
い
た
チ
ェ

ン
バ
レ
ン
の
英
訳
に
つ
い
て
、

第
二
版
の
元
と
な
っ
た
ア
ス
ト
ン
の
所
蔵
本
と
い
う
の
は
、
ア
ス
ト
ン
が
後
年
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
『
古
事
記
』
英
訳
版
に
続
い
て
刊

行
す
る
『
日
本
紀
』
英
訳
出
版
に
備
え
て
メ
モ
を
付
し
て
い
た
も
の
で
、
後
年
原
著
者
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
改
訂
版
に
役
立
て
る
よ
う

に
と
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
両
「
欧
米
日
本
学
者
」
の
提
携
に
な
る
書
と
も
す
べ
き
貴
重
な
一
書
で
あ
る
。

と
そ
の
価
値
を
述
べ
て
い
る
。



40

『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

　

今
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
『
古
事
記
』
を
入
手
し
よ
う
と
す
る
と
、
日
本
のCharles E. T

uttle Co., Inc.

が
一
九
八
一
年
に
出

版
権
を
得
て
翌
年
に
第
一
版
を
刊
行
し
、
そ
の
後
、
版
を
重
ね
た
本
に
出
会
う
。
筆
者
は
、
一
八
八
三
年
の
初
版
を
踏
襲
し
た
一
九
九
〇

年
の
第
四
版
と
ア
ス
ト
ン
の
補
注
が
加
え
ら
れ
た
改
訂
新
版
と
を
所
有
し
て
い
る
。
そ
の
改
訂
新
版
に
は
刊
行
年
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ア
ス
ト
ン
の
注
が
追
補
さ
れ
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
新
版
は
、
一
九
三
二
年
に
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
九
七
三
年
に
香
港
で
一
〇

〇
〇
部
、Cathay Press Lim

ited

か
ら
再
刊
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
本
刊
行
の
経
緯
や
刊
行
後
の
貴
重
な
情

報
を
提
供
す
る
序
文
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
新
し
いT

uttle

本
に
見
ら
れ
な
い
の
で
、
以
下
に
、
全
文
を
邦
訳
し
て
紹
介
す
る
。

　

T
ransactions of the A

siatic Society of Japan

（
日
本
亜
細
亜
協
会
紀
要
）
に
掲
載
さ
れ
た
多
く
の
論
文
の
中
で
、
豊
富
な

注
の
あ
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
翻
訳K

o-ji-ki

ほ
ど
よ
く
読
ま
れ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
そ
の
翻
訳
は
、
刊
行
以
来
、
西

洋
の
日
本
研
究
者
の
古
典
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
彼
は
当
初
はK

o-ji-ki

と
ハ
イ
フ
ン
を
つ
け
て
書
い
て
い
た
が
、“T

hings 

Japanese”

（『
日
本
事
物
誌
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
・
松
井
注
）
な
ど
の
後
の
著
作
で
は
そ
れ
を
落
と
し
てK

ojiki

と
表
記
し
た

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
日
本
の
起
源
と
歴
史
が
書
か
れ
た
八
世
紀
の
史
料
に
興
味
を
抱
き
、
西
洋
の
言
語
で
全
編
が

理
解
で
き
る
翻
訳
本
の
制
作
者
と
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
か
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
自
身
が
読
ん
だ
日
本
の
書
物
、
そ
の
中
に

は
多
分
『
古
事
記
』
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
例
え
ば
、
ア
ス
ト
ン
の“Gram

m
ar of the Japanese W

ritten Language”

（1872

〔
書
き
言
葉
日
本
語
文
法
〕）
や
サ
ト
ウErnest M

ason Satow

（1843-1929

）
が
「
日
本
亜
細
亜
協
会
紀
要
」
に
発
表
し
たT

he 

Revival of Pure Sintau

（1875

〔
純
粋
神
道
の
復
活
〕）
の
よ
う
な
西
洋
人
の
業
績
群
を
読
む
中
か
ら
『
古
事
記
』
の
存
在
を
認

識
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
一
八
七
八
年
一
一
月
一
二
日
、the A

siatic Society of Japan

（
日
本
亜
細
亜
協
会
）
の
東
京
で
の

会
合
で
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
サ
ト
ウ
が“A

ncient Japanese Ritual”
（〔
古
代
日
本
の
儀
礼
〕）
と
題
さ
れ
た
一
連
の
論
文
の
最
初

の
部
分
を
読
み
上
げ
て
『
古
事
記
』K

o-ji-ki

と
『
日
本
紀
』N

ihongi
に
言
及
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
の
を
聞
い
た
。「
こ
れ
ら
の
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古
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書
物
が
原
典
の
日
本
語
の
中
だ
け
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
は
、
そ
の
言
語
の
難
し
さ
が
あ
っ
て
、
日
本
文
学
の
こ
の
部
分

に
特
別
に
注
意
を
向
け
た
ご
く
少
数
の
研
究
者
が
扱
え
る
だ
け
に
な
る
。
そ
の
言
語
が
示
し
て
い
る
困
難
さ
の
た
め
に
、
殆
ど
の

人
々
が
、
そ
れ
を
徹
底
的
に
探
究
す
る
時
間
を
見
つ
け
る
希
望
が
も
て
な
く
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
非
常
に
重
要
な
文
献
を
可
能

な
限
り
厳
密
に
翻
訳
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
代
信
仰
（shintō

）
と
そ
の
儀
礼
の
内
容
を
探
求
者
が
直
接
に
学
ぶ
こ
と
か
ら
遠
ざ

け
て
い
る
主
要
な
障
害
を
取
り
除
く
努
力
は
非
常
に
有
益
な
の
で
あ
る
。
個
々
の
専
門
家
が
ほ
ん
の
僅
か
の
部
分
し
か
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
ば
ら
ば
ら
の
事
実
か
ら
適
切
な
推
論
を
導
き
出
し
、
そ
れ
を
証
明
す
る
に
相
応
し
い
史
料
を
集
積
す
る
と
い
う
必
要
性
の

あ
る
作
業
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
」。

　

も
し
、
こ
の
サ
ト
ウ
の
表
明
が
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
『
古
事
記
』
翻
訳
を
直
接
に
促
さ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
翻
訳

の
成
果
は
望
ま
し
く
有
益
だ
と
い
う
認
識
を
強
化
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
当
時
、
協
会
の
中
で
は
『
古
事
記
』
の
価
値

に
関
し
て
は
人
々
に
一
致
し
た
見
解
は
な
く
、
ブ
ラ
ウ
ンSam

uel Robbins Brow
n

師
な
ど
は
「
精
読
す
る
苦
労
に
釣
り
合
う

報
い
は
な
い
」
と
考
え
て
い
た
。
一
八
七
三
年
の
亜
細
亜
協
会
の
会
合
で
表
明
さ
れ
た
よ
う
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
師
は
そ
の
理
由
を
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
た
。「
森
羅
万
象
の
起
源
を
考
え
る
の
だ
と
公
言
す
る
こ
と
は
無
神
論
者
で
あ
る
と
の
表
明
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

原
初
の
物
質
の
本
質
は
創
造
者
を
必
要
と
す
る
か
ら
だ
。『
古
事
記
』
が
扱
う
宇
宙
生
成
論
は
幼
稚
で
非
哲
学
的
で
あ
る
。
古
事
記

は
道
徳
体
系
は
何
も
含
ん
で
い
な
い
し
、
倫
理
的
問
題
の
議
論
も
儀
式
の
方
法
の
指
示
も
な
い
し
、
人
を
崇
拝
の
対
象
と
し
て
向
か

わ
せ
る
い
か
な
る
神
も
神
々
（any god or gods

）
も
述
べ
て
い
な
い
。
そ
の
上
、
古
事
記
は
、
口
承
で
聞
き
取
っ
た
す
べ
て
の

伝
承
（verbatim

 et literatim

）
を
復
唱
で
き
た
超
人
的
な
記
憶
力
を
も
っ
て
い
た
無
学
な
女
性
の
作
品
だ
と
日
本
の
研
究
者
た

ち
か
ら
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
の
本
の
信
憑
性
は
信
用
で
き
る
基
盤
も
な
く
文
献
批
判
も
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、

そ
の
存
在
資
格
す
ら
危
う
く
な
っ
て
い
る
。」
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
遅
く
と
も
一
八
八
〇
年
に
は
『
古
事
記
』K

o-ji-ki

の
一
部
分
を
翻
訳
し
て
い
た
。
同
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
刊

行
さ
れ
たT

he Classical Poetry of the Japanese

（『
日
本
人
の
古
典
詩
歌（

９
）』）

の
中
の
補
注
で
解
説
を
す
る
た
め
に
必
要
だ
っ

た
の
だ
。
二
ペ
ー
ジ
に
満
た
な
い
英
語
に
ま
と
め
ら
れ
た
中
に
は
、
岩
屋
戸
の
中
に
逃
れ
て
隠
れ
た
太
陽
神
が
ど
の
よ
う
に
し
て
お

び
き
出
さ
れ
て
出
て
き
た
か
が
語
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
をK

ozhiki

と
ロ
ー
マ
字
表
記
し
、
太
陽
神
を“the 

H
eaven-Shining-Great-A

ugust-D
eity”

（
天
の
輝
く
偉
大
で
高
貴
な
精
霊
）
と
翻
訳
し
た
。
だ
が
、
後
の
完
訳
版
で
は“the 

Great and Grand Goddess A
m

aterassu”

（
優
れ
た
偉
大
な
女
神
ア
マ
テ
ラ
ス
）
と
呼
ん
で
い
る
。
す
で
に
完
訳
さ
れ
た
こ
の

変
更
が
ま
だ
完
成
途
中
の
原
稿
で
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
根
拠
の
あ
る
修
正
で
あ
っ
た
。

　

全
巻
翻
訳
の
開
始
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
ま
で
、
短
編
長
編
に
限
ら
ず
彼
の
仕
事
の
初
期
の
刊
行
物
は
一
八
七
八
年
に
三
編
、

七
九
年
に
二
編
そ
し
て
八
〇
年
に
三
編
、
そ
れ
に
続
い
て
八
一
年
に
は
わ
ず
か
一
編
し
か
見
え
な
の
で
、
彼
は
、
少
な
く
と
も
一
九

八
〇
年
の
後
半
か
ら
八
一
年
に
入
る
ま
で
、『
古
事
記
』
の
翻
訳
に
多
く
の
時
間
を
割
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
翻
訳
は
数
ヶ
月
で
で

き
る
仕
事
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
な
の
だ
か
ら
。

　

そ
の
仕
事
は
、
一
八
八
二
年
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
三
二
歳
の
春
に
完
成
し
た
。
日
本
滞
在
と
日
本
語
学
習
が
九
年
に
満
た
な
い
時
で
、

そ
の
間
の
八
年
は
東
京
の
帝
国
海
軍
兵
学
校
で
英
語
と
数
学
を
教
え
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
の
業
績
に
加
わ
っ
た
英
訳
『
古
事
記
』
は
、

彼
を
日
本
研
究
の
先
輩
格
で
あ
る
サ
ト
ウSatow
や
ア
ス
ト
ンA

ston

の
仲
間
入
り
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
亜
細
亜
協
会
に
よ
っ
て
英
訳
『
古
事
記
』
が
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
がT

he Classical Poetry of the Japanese
を
出
版
し
た
ロ
ン
ド
ン
の
会
社T

rübner &
 Com

pany

に
英
訳

古
事
記
の
話
を
も
ち
か
け
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
長
さ
と
販
売
見
込
み
が
理
由
で
断
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
協
会
に
と
っ
て
は
、

創
設
以
来
、
単
著
へ
の
最
大
の
支
出
と
な
っ
た
。
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英
訳
『
古
事
記
』
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
訳
業
に
見
る
西
洋
人
の
日
本
文
化
観
（
松
井
）

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
一
八
八
二
年
四
月
一
二
日
に
東
京
の
商
工
会
議
所
で
開
か
れ
た
パ
ー
ク
ス
卿Sir H

arry Parks

が
列
席
し

た
会
合
で
、
五
章
の
序
文
の
最
初
の
四
章
を
読
み
上
げ
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
序
章
全
体
を
紹
介
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、

Japan W
eekly M

ail

の
四
月
二
二
日
の
記
録
に
よ
れ
ば
、「
ハ
リ
ー
卿
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
一
時
間
半
も
の
間
読
み
続
け
て
い

る
に
も
拘
ら
ず
、
聴
衆
に
満
足
を
与
え
て
い
た
こ
と
に
気
付
き
、
ま
だ
読
ま
れ
て
い
な
い
残
り
の
部
分
は
、
次
の
会
合
で
発
表
す
べ

き
だ
と
述
べ
た
。
ハ
リ
ー
卿
は
、
控
え
め
な
態
度
で
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
発
表
に
ど
ん
な
賞
賛
の
言
葉
を
言
っ
て
も
言
い
尽
せ
な
い

と
考
え
た
。
彼
は
、
発
展
の
初
期
段
階
に
あ
っ
た
日
本
の
古
代
史
や
思
想
や
社
会
の
条
件
に
関
す
る
深
い
洞
察
を
聴
衆
に
も
た
ら
す

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
労
を
惜
し
ま
な
い
研
究
、
何
よ
り
も
分
析
能
力
に
大
き
な
感
激
を
得
た
の
で
あ
る
」。
五
月
一
〇
日
の
亜
細
亜
協

会
の
定
例
会
で
最
後
の
部
分
を
読
み
上
げ
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
七
月
二
一
日
の
協
会
の
年
次
総
会
で
翻
訳
の
概
要
を
提
出
し
た
。

　

そ
の
翻
訳
は
、
一
八
八
三
年
の
春
に
亜
細
亜
協
会
紀
要
の
第
一
〇
号
の
付
録
と
し
て
、
本
文
三
六
九
ペ
ー
ジ
に
補
記
七
十
五
ペ
ー

ジ
の
ペ
ー
パ
ー
カ
バ
ー
版
で
刊
行
さ
れ
た
。
横
浜
の
印
刷
所R. M

eiklejohn &
 Com

pany

に
一
二
月
ま
で
経
費
の
弁
済
が
で
き

な
か
っ
た
。
刊
行
費
用
は
、
七
八
八
円
六
三
銭
で
、
一
八
八
三
年
七
月
二
〇
日
の
年
次
総
会
に
出
さ
れ
た
会
計
報
告
で
は
、
収
支
残

高
は
六
七
〇
円
六
六
銭
だ
け
で
あ
っ
た
。
印
刷
部
数
は
不
明
だ
が
五
百
部
以
上
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
数
は
、
協
会
の
中
で
配

布
す
る
に
は
充
分
で
、
そ
の
後
二
〇
年
間
の
需
要
を
満
た
す
数
だ
っ
た
。
付
録
が
一
九
〇
六
年
に
再
版
さ
れ
た
と
き
に
は
、
新
し
い

形
式
と
な
り
、
ペ
ー
ジ
も
組
み
替
え
ら
れ
た
。
初
版
の
表
題
と
見
開
き
で
印
刷
さ
れ
て
い
た
「
神
話
時
代
の
日
本
と
し
て
知
ら
れ
た

世
界
」
と
い
う
地
図
が
削
除
さ
れ
た
が
、
大
阪
在
住
のN

. W
alter

師
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
四
六
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
索
引
が
追

加
さ
れ
た
。
作
品
の
信
用
を
高
め
る
試
み
は
成
功
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
二
〇
年
に
再
版
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
と
い
う
記
録
が

あ
る
。
海
外
の
取
扱
業
者
の
手
元
の
以
外
の
本
の
在
庫
は
、
一
九
二
三
年
の
地
震
の
際
の
火
災
に
よ
っ
て
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
だ
。



44

『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

　

新
し
い
版
は
最
初
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
原
稿
の
完
成
か
ら
五
〇
年
後
の
一
九
三
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
新
し
い
と
はA

ston

の

補
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
亜
細
亜
協
会
の
許
可
と
激
励
を
得
たJ. L. T

hom
pson &

 Com
pany 

（Retai

） Ltd.

と
い
う
薬
局
の
仕
事
の
他
に
グ
リ
フ
ィ
スH

arry John Griffi
th

の
編
集
の
指
示
の
下
で
日
本
に
関
す
る
本
を
編
集

販
売
す
る
仕
事
を
行
っ
て
い
た
神
戸
の
英
国
の
会
社
か
ら
公
刊
さ
れ
た
。H

. J. Griffi
th

自
身
は
学
者
志
望
だ
っ
た
人
物

（m
anuqué

）
で
、
西
洋
の
言
語
で
書
か
れ
た
極
東
と
く
に
日
本
に
関
す
る
稀
覯
本
の
収
集
家
で
も
あ
っ
た
。「
と
き
に
は
鉛
筆
で

と
き
に
は
イ
ン
ク
で
、
余
白
の
周
囲
あ
る
い
は
行
間
に
す
ら
書
か
れ
て
い
た
」
ア
ス
ト
ン
の
補
注
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
日
本
亜
細

亜
協
会
で
発
表
し
た
原
本
の
中
に
書
き
写
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
原
稿
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
と
き
に
協
会
の
図
書
館
へ
の
焼
夷

弾
の
爆
撃
に
よ
る
火
災
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
表
題
の
ペ
ー
ジ
に
「
新
し
い
版
の
作
成
に
利
用
す
る
た
め
、
一
八
九
二
年

五
月
一
三
日
、D

evon
のSeaton

で
ア
ス
ト
ン
が
私
に
渡
し
た
彼
の
注
釈
の
付
さ
れ
た
『
古
事
記
』
の
複
写
」
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

は
書
い
て
い
た
。
ア
ス
ト
ン
は
、
一
八
八
九
年
に
肺
臓
の
問
題
で
英
国
の
領
事
業
務
か
ら
の
引
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

D
evonshire

に
居
を
構
え
た
。
そ
こ
へ
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
訪
ね
て
い
る
。
ア
ス
ト
ン
の
補
注
は
、
す
べ
て
新
し
く
タ
イ
プ
印
刷
す

る
原
稿
に
挿
入
す
る
た
め
に
グ
リ
フ
ィ
ス
が
タ
イ
プ
打
ち
を
し
た
。
そ
の
注
は
、
各
記
述
の
最
後
にW

. G. A
.

と
い
う
イ
ニ
シ
ャ

ル
に
よ
っ
て
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
脚
注
と
区
別
さ
れ
た
。
当
時
は
、Peer School

に
い
た
次
田
潤
（U

rū T
sugita

）
教
授
か
ら
、

一
八
八
三
年
以
来
刊
行
さ
れ
た
『
古
事
記
』
を
扱
っ
た
本
の
一
覧
表
を
入
手
し
た
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
一
九
〇
六
年
版
の
索
引
を
知
ら

な
か
っ
た
か
不
満
だ
っ
た
の
か
、
と
も
か
く
も
、
四
五
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
索
引
を
編
集
し
て
い
る
。
こ
の
版
は
、
一
七
〇
〇
部
発
行

さ
れ
、
そ
の
中
の
一
〇
〇
部
はtorinoko paper

鳥
の
子
紙
で
作
ら
れ
て
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
さ
れ
、
七
部
は
白
色
の
上
質
の
羊
皮
紙

で
作
ら
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
て
か
ら
、L. T

hom
pson &

 Com
pany

が
日
本
の
外
国
人
財
産
管
理
令
に
よ
っ
て
接

収
さ
れ
た
の
か
あ
る
い
は
自
ら
精
算
し
た
の
か
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
市
場
に
出
る
本
書
は
、
初
版
本
や
一
九
〇
六
年
版
よ
り
も
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古
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バ
レ
ン
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訳
業
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見
る
西
洋
人
の
日
本
文
化
観
（
松
井
）

ず
っ
と
珍
し
い
本
と
な
っ
て
い
る
。

　

発
行
者
の
解
説
つ
ま
り
序
文
が
入
れ
替
え
ら
れ
て
い
る
他
は
、
こ
の
写
真
印
刷
版
は
、
一
九
三
二
年
の
神
戸
版
の
す
べ
て
が
再
現

さ
れ
て
い
る
。
次
田
教
授
の
一
覧
よ
り
以
降
の
『
古
事
記
』
に
関
す
る
日
本
の
史
料
に
つ
い
て
知
り
た
い
読
者
は
、K

.B.S.

（
国
際

文
化
振
興
会
）
のBibliography of Standard Reference Books for Japanese Studies

（〔
日
本
研
究
の
た
め
の
標
準
的
資

料
目
録
〕）
の
第
六
巻
の
（
Ｂ
）
文
学
の
第
一
部
、
さ
ら
に
は
第
三
部
の
歴
史
の
第
一
章
の
第
二
節
と
一
九
六
二
年
と
六
三
年
の
第

二
部
、
古
事
記
学
会
の
年
刊
誌
『
古
事
記
年
報
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

戦
後
刊
行
さ
れ
た
英
語
の
資
料
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
関
心
と
重
要
度
の
あ
る
刊
行
物
は
以
下
の
通
り（

（1
（

。

　
　

K
idder, J. Edw

ard, Japan Before Buddhism
. London &

 N
ew

 Y
ork 1959

　
　

M
uraoka, T

sunetsugu, Studies in Shinto T
hought, T

okyo 1964

　
　

Philippi, D
onald, N

ew
 Interpretations of K

O
JIK

I M
ythology 1965

　
　

Philippi, D
onald, T

his W
ine of Laughter, A

 Com
plete A

nthology of Japan’s Earliest Songs, 1968

　
　

V
annovsky, A

lexander, V
olcanoes and the Sun 1960

　
　

Y
aku, M

asao, T
he K

O
JIK

I in the Life of Japan 1969

　
　

Y
oung, John T

he Location of Y
am

atai 1957

　

現
代
の
日
本
研
究
に
お
け
る
言
語
学
と
解
釈
に
有
用
な
要
素
は
、Philippi, D

onald

が
ま
と
め
た
比
較
的
短
い
序
文
と
索
引
に

代
わ
る
厖
大
な
語
彙
集
が
担
っ
て
い
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
も
た
ら
し
た
恩
恵
は
、『
古
事
記
』、『
日
本
紀
』、
そ
の
他
の
古
代
の
記

録
を
一
つ
の
連
続
し
た
物
語
の
中
で
総
合
的
に
分
析
し
よ
う
と
し
た
労
作
と
も
言
え
る
ウ
イ
ラ
ーPost W

heeler

の“T
he 

Sacred Scripture of the Japanese”

（N
ew

 Y
ork 1952

〔
日
本
人
の
聖
典
〕）
の
中
の
謝
辞
に
窺
え
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
大
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

き
く
依
存
し
た
翻
訳
か
ど
う
か
分
ら
な
い
が
、Y

aichiro Isobe, “T
he Story of A

ncient Japan, or T
ales from

 the K
ojiki”

（［
磯
部
彌
一
郎
〔
古
代
日
本
の
物
語
す
な
わ
ち
古
事
記
物
語
〕
東
京
・San K

aku Ssha

三
角
社
・1928

］）
は
、Shibukaw

a 

Genji

（
澁
川
玄
耳
）
が
現
代
語
で
編
集
し
た
『
古
事
記
』
の
一
部
の
意
訳
で
あ
る
。
ま
た
、
標
準
的
と
は
言
え
な
い
英
語
と
評
さ

れ
て
い
る
が
、
日
本
人
の
井
上
俊
治
に
よ
る
全
巻
の
英
語
訳
が
あ
り
、
一
九
五
八
年
以
来
何
度
も
謄
写
版
印
刷
や
タ
イ
プ
印
刷
や
写

真
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
福
岡
、
日
本
習
字
協
会
）。

　

日
本
亜
細
亜
協
会
委
員
会
は
、
協
会
創
設
一
〇
〇
周
年
の
一
九
七
二
年
に
、
一
〇
〇
年
記
念
事
業
と
し
て
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
長
い

間
絶
版
だ
っ
た
古
典
的
な
作
品
を
復
刻
す
る
こ
と
が
、
協
会
と
そ
の
最
も
卓
越
し
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
彼
を
讃
え
る
こ
と
だ

と
し
て
、
全
員
の
同
意
を
得
て
企
画
さ
れ
た
。
広
く
歓
迎
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
る
。

　

以
上
のFO

RW
A

RD

序
文
と
題
し
て
冒
頭
に
お
か
れ
た
文
章
は
、
山
口
栄
鉄
氏
が
「
冒
頭
の
版
元
の
メ
モ
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

T
he Editor

と
あ
る
だ
け
で
誰
が
書
い
た
の
か
無
記
名
で
あ
る
。

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
自
序
はT

ranslator’s Introduction

の
題
の
長
大
な
論
文
で
、
初
版
刊
行
の
早
く
も
五
年
後
の
明
治
二
一
年
（
一

八
八
八
）
四
月
に
『
日
本
上
古
史
評
論　

全
』
と
題
し
て
飯
田
永
夫
の
邦
訳
に
よ
り
刊
行
さ
れ
、
翌
年
に
再
版
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
同
書
に
は
、

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
見
解
の
所
々
に
田
中
頼
庸
、
木
村
正
辭
、
小
中
村
清
矩
、
黒
川
眞
頼
、
栗
田
寛
、
飯
田
武
郷
の
六
氏
の
批
評
が
頭
注
に

あ
っ
て
、
興
味
が
掻
き
立
て
ら
れ
る
。

（
二
）“K

O
JIK
I,” translated and annotated by Shunji IN

O
U
E, Shindo T

enkokyo, Y
am
aguchi-ken, 1958.

　

本
書
に
つ
い
て
筆
者
は
、
次
の
夜
久
正
雄
氏
の
述
懐
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。

フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
氏
の
英
訳
（
一
九
六
八
）
よ
り
も
前
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
訳
（
一
八
八
二
、
一
九
〇
六
）
だ
け
が
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英
訳
『
古
事
記
』
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
訳
業
に
見
る
西
洋
人
の
日
本
文
化
観
（
松
井
）

参
照
さ
れ
た
で
あ
ら
う
か
ら
、
大
変
な
労
作
で
あ
っ
た
に
ち
が
ひ
な
い
。
発
表
す
る
の
に
、
謄
写
版
で
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ

ら
う
。
恐
ら
く
自
筆
の
謄
写
版
刷
で
あ
っ
た
に
ち
が
ひ
な
い
。
戦
後
私
も
自
筆
謄
写
版
印
刷
の
歌
集
を
出
し
た
思
ひ
出
が
あ
る
の
で

身
に
つ
ま
さ
れ
た（

（1
（

。

　

本
書
に
も
序
文
が
あ
る
が
、
さ
ほ
ど
長
く
な
い
。
本
書
の
概
要
を
知
る
に
参
考
と
な
る
部
分
だ
け
を
邦
訳
し
て
紹
介
す
る
。

わ
が
人
種
的
信
仰
で
あ
る
神
道
思
想
の
基
礎
を
作
っ
た
日
本
の
最
も
貴
重
な
『
古
事
記
』
全
巻
の
英
訳
本
。
私
の
如
き
高
齢
で
研
究

者
で
も
な
い
者
の
翻
訳
は
最
高
度
に
難
し
い
問
題
だ
。
し
か
し
、
日
本
と
そ
の
国
の
人
々
の
現
在
の
情
況
を
考
え
る
と
、
た
と
え
正

確
さ
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
翻
訳
を
通
し
て
、
日
本
と
日
本
人
が
達
成
さ
せ
た
神
秘
的
意
義
の
保
持
と
ス
メ
ラ
ミ
コ

ト
い
わ
ゆ
る
皇
帝
に
中
心
を
置
い
た
特
異
な
国
家
の
永
久
の
光
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
認
識
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
神
道
は

教
条
主
義
的
で
も
排
他
的
で
も
強
制
的
で
も
な
く
、
神
々
の
古
道
（
か
む
な
が
ら
の
み
ち
）
の
民
族
的
実
践
の
道
で
あ
り
、
日
本
人

は
、
普
遍
的
調
和
、
世
界
の
平
和
、
全
人
類
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
聖
な
る
使
命
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
に
つ
い
て
、
右
に
紹
介
し
た
一
九
七
三
年
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
本
の
編
者
の
序
文
に
は
、「
標
準
的
と
は
言
え
な
い
英
語
と

評
さ
れ
て
い
る
」
と
の
評
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
本
書
刊
行
後
一
五
年
に
、
日
本
人
に
よ
る
英
訳
本
と
し
て
言
及
し
て
く
れ
た
外
国

人
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
訳
者
と
し
て
以
て
瞑
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
の
コ
タ
ン
ス
キW

iesław
 K

otański

（1915-2005
）
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
訳
『
古
事
記
』
の
序
文
に
「
欧
州
の
言

語
に
翻
訳
さ
れ
た
古
事
記
」
と
い
う
節
を
設
け
、
本
書
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
評
価
を
原
文
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
か
ら
要
点
を
紹
介
す
る
。

　

福
岡
で
謄
写
版
刷
り
の
井
上
俊
治
の
筆
に
な
る
翻
訳
が
あ
る
。
初
版
は
一
九
五
八
年
で
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
以
降
の
新
し
い
英
訳
が

現
れ
る
一
〇
年
近
く
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
詞
華
集
の
よ
う
な
形
で
『
古
事
記
』
の
部
分
的
な
良

質
の
翻
訳
が
い
く
つ
か
出
版
さ
れ
て
は
い
た
が
、
全
訳
が
企
図
さ
れ
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。
今
、
私
の
手
元
に
は
一
九
六
六
年
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

に
刊
行
さ
れ
た
改
訂
第
八
版
が
あ
る
。

　

翻
訳
を
決
意
し
た
理
由
は
序
文
で
意
外
な
程
に
率
直
で
明
快
に
表
明
さ
れ
、
訳
者
の
善
な
る
鞏
固
な
意
志
が
示
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
彼
の
信
念
が
研
究
者
に
十
分
に
理
解
さ
れ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
翻
訳
の
大
部
分
は
明
ら
か
に
「
自
由
翻

訳
」
で
、
時
折
、
内
容
が
自
在
に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
た
り
一
種
の
エ
ウ
ヘ
メ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
潤
色
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
井
上

は
、
テ
キ
ス
ト
を
異
国
人
の
利
便
に
留
意
し
て
翻
訳
し
た
と
明
言
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
理
解
の
助
け
と
な
る
注
解
は
わ
ず
か
で
あ

る
。
時
々
堅
固
な
神
道
信
仰
家
の
情
熱
の
虜
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
結
局
、
井
上
の
翻
訳
は
『
古
事
記
』
に
対
し
て

現
代
の
日
本
人
が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
は
興
味
が
湧
く
が
、『
古
事
記
』
の
テ
キ
ス
ト
自
体
の
研
究
方
法
に

資
す
る
史
料
と
は
言
え
な
い（

（1
（

。

（
三
）�“K

O
JIK
I,” translation w

ith an introduction and notes by D
onald L. PH

ILIPPI, U
niversity of T

okyo Press, 

1968.

　

翻
訳
者
フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
は
、
一
九
五
九
～
六
一
の
二
年
間
、
國
學
院
大
學
で
『
古
事
記
』
の
研
究
を
し
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
以
来
八
五
年

ぶ
り
の
本
格
的
な
完
訳
を
達
成
し
た
。
同
書
の
特
徴
は
、
例
え
ば
、
固
有
名
詞
は
甲
乙
二
種
あ
る
母
音
の
区
別
も
表
示
し
、
名
称
は
物
語

の
中
で
そ
の
名
の
主
人
公
が
担
っ
て
い
る
役
割
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
す
る
立
場
か
ら
、
名
称
に
隠
さ
れ
た
意
味
を
巻
末
に
詳
し
く
説
き
、

さ
ら
に
、
随
所
で
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
提
示
し
た
問
題
点
に
触
れ
て
い
る
な
ど
、
翻
訳
と
い
う
作
業
を
通
し
た
註
釈
書
と
い
う
点
に
あ
る
。

歌
謡
も
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
は
な
い
句
毎
の
改
行
な
ど
、
言
葉
の
置
き
換
え
だ
け
で
は
な
く
、
原
典
の
雰
囲
気
を
伝
え
た
い
と
い
う
意
図

が
窺
え
る
翻
訳
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ロ
バ
キ
ア
語
や
シ
ン
ハ
リ
語
あ
る
い
は
マ
ジ
ャ
ー
ル
語
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
語
。
同
書
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
刊
行
）
な
ど
様
々
な
訳
本
の
種
本
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
学
術
的
な
精
緻
さ
が
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
今
で
も
再
刊
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英
訳
『
古
事
記
』
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
訳
業
に
見
る
西
洋
人
の
日
本
文
化
観
（
松
井
）

さ
れ
て
い
る
の
に
、
本
書
が
再
版
さ
れ
な
い
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
残
念
で
な
ら
な
い
。

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
序
文
よ
り
短
い
が
、
彼
の
序
文
も
テ
ー
マ
別
に
設
定
さ
れ
た
問
題
が
精
緻
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
長
文
で
あ
る
。
以
下

に
そ
の
分
類
の
見
出
に
即
し
つ
つ
、
フ
リ
ッ
パ
イ
の
翻
訳
姿
勢
が
推
察
で
き
る
材
料
を
提
示
す
る
だ
け
に
留
め
て
、
要
点
を
ま
と
め
た
。

　

生
活
に
革
命
的
変
化
が
あ
っ
て
も
昔
の
考
え
方
や
態
度
や
信
仰
が
生
き
生
き
と
保
持
さ
れ
て
い
る
例
を
日
本
は
示
し
て
い
る
。
そ

の
日
本
の
始
ま
り
の
研
究
に
は
『
古
事
記
』
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
訳
者
は
、
言
葉
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
、
古
代
日

本
の
血
統
、
社
会
構
造
、
神
話
、
言
語
そ
し
て
文
学
の
紹
介
に
役
立
た
せ
よ
う
と
翻
訳
を
試
み
た
。

〈『
古
事
記
』
の
起
源
〉　

史
書
編
纂
の
材
料
蒐
集
が
始
ま
っ
た
の
は
継
体
天
皇
と
欽
明
天
皇
の
御
代
の
六
世
紀
で
、『
古
事
記
』
の

「
今
」
と
は
そ
の
時
代
を
言
う
。
歴
史
書
編
纂
の
最
初
は
六
二
〇
年
に
聖
徳
太
子
と
嶋
大
臣
の
下
で
為
さ
れ
た
。
大
化
の
改
新
に
始

ま
っ
た
天
智
、
天
武
、
持
統
、
文
武
の
歴
代
天
皇
の
法
的
整
備
や
改
革
に
具
体
的
な
形
態
を
あ
た
え
よ
う
と
天
武
天
皇
の
治
世
の
頃
、

国
の
起
源
と
固
有
の
文
化
に
対
す
る
関
心
が
生
ま
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
『
古
事
記
』
編
纂
の
宮
廷
の
命
令
を
得
た
安
萬
侶
の
役
割
は
、
漢
字
の
表
音
と
表
意
の
機
能
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
る
書
記
方
法

で
、
阿
礼
が
「
暗
誦
」
し
て
い
た
「
帝
皇
日
継
」Im

perial Sun-Lineage

と
「
先
代
旧
辞
」A

ncient D
icta of Form

er A
ges

を
一
つ
の
作
品
に
ま
と
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

〈
系
譜
と
寓
話
の
史
料
の
記
録
〉　

記
録
の
際
の
基
本
史
料
は
系
譜
史
料
だ
が
、
そ
れ
よ
り
複
雑
な
構
造
の
説
話
の
記
録
は
歴
史
的
に

証
明
さ
れ
な
い
内
容
も
あ
る
が
、
文
学
的
な
興
味
を
呼
ぶ
部
分
で
あ
る
。『
古
事
記
』
は
韻
文
が
多
く
、
一
一
一
の
歌
謡
が
あ
り
、

例
外
な
く
音
標
式
に
筆
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
。
注
記
に
見
え
る
発
音
と
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
関
心
は
、
テ
キ
ス
ト
が
朗

唱
さ
れ
得
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
編
者
の
願
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
歌
謡
の
言
葉
は
い
つ
も
そ
れ
が
関
係
す
る
場
面
に
相
応
し
て
い

る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
の
で
、
も
し
か
す
る
と
独
立
し
た
起
源
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
古
代
の
宮
廷
の
儀
礼
的
生
活
の
中
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

で
の
歌
謡
の
呪
術
宗
教
的
役
割
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

〈『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』〉　

天
武
天
皇
の
歴
史
書
へ
の
関
心
が
記
紀
の
両
書
の
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
両
書
は
ほ
ぼ
同
時
に
完

成
し
た
だ
け
で
な
く
、
同
じ
主
題
の
事
柄
を
扱
っ
て
い
て
、
同
時
に
考
察
す
る
こ
と
が
古
代
日
本
の
研
究
に
は
不
可
欠
だ
。『
日
本

書
紀
』
は
記
録
史
料
の
幅
広
い
選
択
の
利
用
が
試
み
ら
れ
た
。『
古
事
記
』
の
系
譜
の
情
報
は
非
常
に
価
値
が
あ
る
が
、
そ
の
情
報

は
し
ば
し
ば
『
日
本
書
紀
』
に
書
か
れ
た
情
報
と
は
異
っ
て
い
る
。

〈
古
代
の
日
本
語
〉　

日
本
語
で
最
も
驚
く
べ
き
は
、
あ
ら
ゆ
る
周
辺
の
言
語
グ
ル
ー
プ
か
ら
孤
立
し
て
い
る
事
実
だ
。
関
係
づ
け
ら

れ
る
唯
一
の
言
語
は
沖
縄
で
話
さ
れ
て
い
る
方
言
だ
け
で
あ
る
。

〈
古
代
日
本
語
の
書
記
法
〉　

日
本
人
は
異
文
化
の
影
響
で
書
記
法
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
神
代
文
字
は
後
世
の
音
韻
体
系

に
即
し
て
い
て
、
江
戸
時
代
の
粗
雑
な
創
作
で
あ
る
。『
古
事
記
』
が
書
か
れ
た
漢
字
は
古
代
日
本
で
知
ら
れ
て
い
た
唯
一
の
文
字

で
、
そ
れ
を
基
礎
に
平
安
時
代
に
表
音
文
字
で
あ
る
仮
名
が
発
展
し
た
。

　

古
代
日
本
で
は
漢
字
を
大
凡
三
つ
の
方
法
で
使
っ
て
い
た
。
こ
の
三
つ
す
べ
て
が
『
古
事
記
』
に
見
い
出
せ
る
。
純
粋
な
漢
文
そ

し
て
文
字
の
意
味
と
は
絶
縁
し
て
日
本
の
音
を
表
示
さ
せ
る
た
め
に
音
標
式
に
使
用
さ
れ
た
万
葉
仮
名
と
呼
ば
れ
る
方
法
。
記
紀
歌

謡
の
表
記
は
こ
の
方
法
が
貫
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
三
つ
目
は
日
本
語
に
合
わ
せ
た
漢
文
体
で
、
我
々
が
ラ
テ
ン
語
の
省
略
形
の

i.e.

を
英
語
で
「that is

」
と
読
ん
で
い
る
よ
う
な
方
法
だ
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
『
古
事
記
』
を
読
む
現

代
の
読
者
は
、
漢
字
が
単
な
る
音
か
あ
る
い
は
何
か
意
味
を
示
し
て
い
る
の
か
等
々
を
解
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
写
本
と
文
献
批
判
の
歴
史
〉　
『
日
本
書
紀
』
の
写
本
が
平
安
時
代
に
遡
る
の
に
対
し
て
、『
古
事
記
』
は
比
較
的
後
世
の
写
本
が
手

に
入
る
だ
け
な
の
は
、
古
代
か
ら
中
世
を
通
じ
て
、『
古
事
記
』
が
広
く
読
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
。
本
翻
訳
は
、
平
凡

社
か
ら
一
九
五
八
年
に
発
行
さ
れ
た
全
七
巻
の
『
古
事
記
大
成
』
の
校
訂
版
の
本
文
に
基
づ
い
て
い
る
。
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『
古
事
記
』
の
卓
越
し
た
研
究
と
解
釈
は
著
名
な
国
学
者
本
居
宣
長
（1730-1801

）
の
お
か
げ
で
得
ら
れ
た
。
本
居
は
一
七
五
四

年
に
『
古
事
記
』
の
初
版
を
入
手
し
て
い
た
が
、
一
七
六
三
年
に
眞
淵
と
の
出
会
い
を
挙
行
し
、『
古
事
記
』
の
学
問
的
な
研
究
に

打
ち
込
も
う
と
決
意
し
た
。
以
来
、
彼
は
、
記
念
碑
的
な
註
釈
で
あ
る
『
古
事
記
傳
』
を
、
一
七
六
四
年
に
着
手
し
、
三
四
年
後
の

一
七
九
八
年
に
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
厖
大
な
業
績
は
、
本
居
の
死
後
一
八
二
二
年
に
な
っ
て
や
っ
と
刊
行
を
終
え
て
い
る
。
本
居
に

よ
っ
て
、『
古
事
記
』
は
少
な
く
と
も
『
日
本
書
紀
』
と
同
等
の
重
要
性
を
獲
得
し
た
。

　

現
代
の
『
古
事
記
』
研
究
史
で
画
期
的
な
出
来
事
は
、
一
九
一
三
年
、
歴
史
学
者
津
田
左
右
吉
の
研
究
の
刊
行
で
あ
る
。
津
田
は

『
古
事
記
』
の
よ
り
古
い
部
分
は
、
歴
史
で
も
神
話
で
も
な
く
、
皇
室
の
支
配
の
正
統
性
を
正
当
化
す
る
と
い
う
た
だ
一
点
の
目
的

の
た
め
に
宮
廷
の
知
識
人
た
ち
が
後
に
作
り
上
げ
た
も
の
だ
と
主
張
し
た
。
そ
の
研
究
は
、
物
議
を
醸
し
た
が
、
後
続
の
『
古
事

記
』
の
学
問
的
研
究
は
、
彼
が
提
案
し
た
方
向
に
沿
っ
て
修
正
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
和
辻
哲
郎
の
『
日
本
古
代
文

化
』（
岩
波
書
店1948-50

）
は
、『
古
事
記
』
に
は
文
学
的
刺
激
が
明
ら
か
に
働
い
て
い
て
、
内
的
統
一
と
一
貫
性
が
あ
る
。
倉
野

憲
司
は
『
古
事
記
の
新
研
究
』（
至
文
堂1927
）
で
、『
古
事
記
』
は
叙
事
詩
文
学
の
要
素
が
あ
り
、
ベ
ー
オ
ウ
ル
フ
の
よ
う
な
国
家

的
叙
事
詩
と
み
な
し
て
良
い
だ
ろ
う
と
提
言
し
て
い
る
。

　

こ
の
後
に
、
同
時
代
の
様
々
な
研
究
者
と
参
考
文
献
を
数
多
く
あ
げ
て
い
る
が
、
省
略
す
る
。
以
上
は
ご
く
一
部
の
抜
粋
で
あ
る
。

　

フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
は
、
言
霊
信
仰
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。『
祝
詞
』
も
翻
訳
し
、
そ
の
後
は
ア
イ
ヌ
の
口
承
に
興
味
を
注
い

だ
と
い
う
。
彼
自
身
、「
自
分
は
古
事
記
を
研
究
し
た
が
、
日
本
の
そ
の
後
の
文
学
に
は
興
味
は
持
て
な
か
っ
た（

（1
（

」
と
述
懐
し
て
い
る
。

帰
国
後
、
ヒ
ッ
ピ
ー
生
活
を
送
り
た
い
と
遁
世
し
た
と
い
う
噂
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
る
。
オ
カ
ル
テ
ィ
ッ
ク
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
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（
四
）�“T

he K
O
JIK
I - A

n A
ccount of A

ncient M
atters, Ō

 N
O
 Y
A
SU
M
A
R
O
,” translated by Gustav H

ELD
T
, 

Colom
bia U

niversity Press, N
ew
 Y
ork, 2014.

　

二
一
世
紀
に
刊
行
さ
れ
た
新
し
い
全
訳
。
訳
者Gustav H

eldt

の
和
文
表
記
を
、
英
語
風
に
グ
ス
タ
フ
・
ヘ
ル
ッ
ト
と
す
る
か
ド
イ

ツ
語
風
に
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ヘ
ル
ト
と
す
る
か
。
本
稿
で
は
、
本
書
の
書
評
を
書
い
た
福
田
武
史
氏（

（1
（

に
倣
っ
て
ヘ
ル
ト
と
表
記
す
る
。
な

お
、
福
田
氏
は
、
ヘ
ル
ト
の
英
訳
に
は
、
典
拠
と
し
た
と
訳
者
自
身
が
述
べ
て
い
る
我
が
国
の
注
釈
書
の
解
釈
と
一
致
し
な
い
翻
訳
箇
所

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

翻
訳
書
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
私
は
前
掲
の
旧
稿
「
翻
訳
本
『
古
事
記
』
に
見
ら
れ
る
翻
訳
法
と
原
語
の
理
解
」
で
、

翻
訳
に
際
し
て
訳
者
が
『
古
事
記
』
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
、
と
い
う
問
題
は
、
各
翻
訳
が
、
わ
が
国
の
誰
に
よ
る
校
注

本
を
典
拠
に
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
れ
ば
、
自
ず
と
解
答
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る（

（1
（

。

と
述
べ
て
、
翻
訳
本
の
底
本
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
あ
る
校
注
本
を
底
本
に
し
た
と
述
べ
る
訳
者
自
身
の
言
葉
に
頼
っ
た

だ
け
で
は
把
握
で
き
な
い
、
と
気
付
か
さ
れ
、
実
際
に
翻
訳
さ
れ
た
「
結
果
か
ら
帰
納
的
に
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（1
（

」
と
述
べ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
福
田
氏
の
指
摘
か
ら
、
ヘ
ル
ト
の
翻
訳
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
点
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

と
も
あ
れ
、
最
新
の
英
訳
本
の
特
徴
を
述
べ
よ
う
。
ま
ず
原
典
を
省
略
し
た
と
こ
ろ
も
な
く
、
簡
潔
に
訳
さ
れ
て
い
て
、
読
み
や
す
い

の
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
固
有
名
詞
が
独
特
に
解
釈
さ
れ
た
意
味
で
表
示
し
て
あ
る
の
で
、
日
本
人
に
は
特
定
で
き
な
い
厄
介
な
点
も

あ
る
。
米
国
国
会
図
書
館
の
書
誌
に“

（com
piled by

） O
 N

O
 Y

A
SU

M
A

RO
; translated by GU

ST
A

V
 H

ELD
T

”

と
登
録
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
、
ま
た
、
表
紙
や
背
文
字
に
はŌ

 N
O

 Y
A

SU
M

A
RO

が
目
立
っ
て
表
示
さ
れ
、『
古
事
記
』
は
誰
の
意
図
が
ど
の
程

度
反
映
し
て
い
る
の
か
と
い
う
課
題
、
つ
ま
り
太
安
萬
侶
は
「
述
べ
て
作
ら
ず
」
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
考
え
た
と
き
、
安
萬
侶
の
役
割

が
過
剰
に
印
象
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。
因
み
に
、
フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
がcom

piler

（
編
纂
者
）
と
表
現
し
た
太
安
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萬
侶
を
、
ヘ
ル
ト
は
以
下
で
引
用
す
る
序
文
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
にauthor

（
作
者
）
と
し
て
い
る
。

　

本
書
の
序
文
は
（
一
）
と
（
三
）
の
英
訳
本
よ
り
遙
か
に
簡
潔
だ
が
、
や
は
り
節
を
立
て
て
様
々
な
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
各
節
の
要

点
を
邦
訳
し
て
紹
介
す
る
。

　
『
古
事
記
』
の
物
語
は
時
に
ヘ
ブ
ラ
イ
文
明
の
聖
書
や
ギ
リ
シ
ャ
神
話
や
マ
ヤ
のPopul V

uh

が
こ
の
世
に
再
現
し
て
い
る
よ
う

に
語
ら
れ
て
い
る
。
悲
劇
的
英
雄
や
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
や
嫉
妬
深
い
女
王
が
登
場
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
と
社
会
現
象
の
起
源
の

説
明
や
日
本
語
の
最
も
古
い
詩
に
溢
れ
た
物
語
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
三
世
紀
、
愛
国
主
義
を
正
当
化
す
る
人
種
的
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
内
包
し
た
聖
な
る
文
献
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、
今

や
映
画
や
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
は
じ
め
一
般
の
情
報
媒
体
で
の
主
人
公
や
物
語
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
源
泉
を
提
供
し
て
、
戦
後
の
日
本

文
化
の
世
界
へ
の
流
布
の
担
い
手
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
力
を
伝
え
る
た
め
に
、
本
翻
訳
で
は
神
々
や
人
物

や
土
地
の
名
前
を
、
登
場
し
た
文
脈
と
そ
の
語
源
を
考
慮
し
て
、
専
門
家
で
は
な
い
読
者
に
神
話
の
力
を
感
じ
る
機
会
を
与
え
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
、
平
明
さ
と
一
貫
性
を
求
め
て
冒
険
的
な
翻
訳
を
し
て
い
る
。

　

古
代
の
言
葉
と
事
柄
と
は
一
体
と
し
て
結
び
つ
い
て
い
て
、
固
有
名
詞
の
意
味
は
、
特
定
の
行
動
や
性
格
を
反
映
し
て
い
て
、
名

称
は
本
文
の
全
体
を
構
成
す
る
筋
や
系
譜
の
中
で
重
要
な
役
割
を
し
て
い
る
。

〈
構
成
と
内
容
〉　

叙
事
詩
『
古
事
記
』
は
、
神
話
と
伝
説
と
歴
史
と
に
相
当
す
る
三
部
に
分
け
ら
れ
、
上
巻
の
神
代
に
続
い
て
人
代

の
中
下
巻
へ
と
移
っ
て
、
出
来
事
が
読
者
に
身
近
な
世
界
と
な
っ
て
い
く
。
中
巻
に
は
征
服
者
の
戦
士
を
主
人
公
と
し
た
伝
説
的
行

動
が
あ
り
、
下
巻
は
皇
位
継
承
の
紛
糾
を
記
述
し
て
読
者
の
注
意
を
こ
の
問
題
に
引
き
つ
け
る
か
の
よ
う
だ
。

〈
序
文
と
作
者
〉　

記
の
序
文
は
、
新
し
い
王
宮
（
平
準
な
城
塞
の
都
）
が
確
立
し
た
二
年
後
に
書
か
れ
て
い
る
。
ヤ
マ
ト
王
朝
は
、

奈
良
時
代
、
唐
王
朝
を
モ
デ
ル
に
大
凡
現
代
日
本
の
領
域
に
重
な
る
地
帯
を
整
備
し
た
。
大
陸
の
国
と
異
な
り
、
七
・
八
世
紀
に
は
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一
度
な
ら
ず
女
性
が
統
治
し
た
。
序
文
が
献
上
さ
れ
た
四
三
代
目
元
明
（
根
源
で
輝
い
て
い
る
）
女
帝
の
時
代
、
北
辺
の
地
で
銅
の

豊
か
な
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
時
代
を
和
銅
（
ヤ
マ
ト
の
銅
）
と
名
付
け
た
。

　
『
古
事
記
』
を
作
者
（author

）
太
安
萬
侶
は
、
統
治
の
神
話
的
宣
言
の
書
の
制
作
を
託
す
に
相
応
し
い
人
物
だ
っ
た
。
正
史

『
続
日
本
紀
』（Continued Chronicles of Japan

）
は
、
安
萬
侶
の
経
歴
と
死
亡
に
つ
い
て
短
い
記
事
を
残
し
て
い
る
。
安
萬
侶

は
自
分
の
作
品
が
天
武
天
皇
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
た
政
策
の
遺
産
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
天
武
の
皇
位
継
承
を
確
実
に
し
た
壬
申
の

乱
は
記
の
序
文
に
詩
的
な
対
句
が
重
ね
ら
れ
た
常
套
句
で
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
安
萬
侶
は
、
そ
の
時
二
〇
歳
代
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
か
ら
、
戦
闘
を
直
接
に
体
験
し
た
の
だ
ろ
う
。
天
武
は
、
即
位
後
、
歴
史
的
記
録
の
訂
正
に
と
り
か
か
り
、
皇
子
と
貴
族
一

二
人
に
統
治
者
の
王
朝
系
譜
の
決
定
版
「
帝
王
の
年
代
記
」
つ
ま
り
「
天
の
統
治
者
の
太
陽
の
系
譜
」
と
「
往
古
の
様
々
な
出
来

事
」
の
二
種
の
文
献
を
作
る
よ
う
に
命
じ
た
。

　
『
古
事
記
』
の
主
要
な
記
述
は
王
室
の
命
令
に
よ
り
個
人
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
序
文
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
原
文
は
人
物
像
も

性
別
も
不
詳
の
稗
田
阿
礼
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
。
阿
礼
は
、
年
毎
の
宮
廷
の
儀
式
や
宴
会
で
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
た
女
性
サ
ル
メ

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
サ
ル
メ
の
祖
先
ア
メ
ノ
ウ
ヅ
メ
（
天
の
花
輪
飾
り
の
女
性
）
は
、
神
話
の
中
で
主
要
な
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。

〈
原
文
と
文
体
〉　

昔
の
日
本
語
の
書
き
言
葉
に
は
句
読
点
は
な
か
っ
た
。
読
者
は
自
分
自
身
で
気
分
的
に
文
の
纏
ま
り
を
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
序
文
に
は
、
漢
字
を
稗
田
阿
礼
の
口
承
の
音
声
を
示
す
た
め
だ
け
に
使
う
と
、
意
味
の
把
握
が
困
難
に
な

る
の
で
、
漢
字
の
表
音
と
表
意
の
機
能
が
混
在
し
て
使
わ
れ
、
複
雑
な
表
記
と
な
り
、
訓
を
特
定
さ
せ
る
注
記
が
加
え
ら
れ
た
。
ま

た
、
当
時
知
ら
れ
て
い
た
仏
典
の
文
章
や
儀
礼
で
使
わ
れ
た
言
葉
な
ど
を
利
用
し
、
豊
か
な
表
現
を
生
み
出
し
た
。

〈『
古
事
記
』
後
の
歴
史
〉　
『
古
事
記
』
の
序
文
が
書
か
れ
た
八
年
後
に
、
別
の
ヤ
マ
ト
王
朝
史
が
宮
廷
で
編
纂
さ
れ
た
。
そ
の
『
日

本
書
紀
』（Chronicles of Japan

）
は
、
古
代
日
本
の
公
式
の
史
料
と
な
っ
た
。
八
世
紀
に
成
立
の
詞
華
集
『
万
葉
集
』（M

yriad 
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英
訳
『
古
事
記
』
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
訳
業
に
見
る
西
洋
人
の
日
本
文
化
観
（
松
井
）

Leaves Collection

）
に
『
古
事
記
』
の
韻
文
が
あ
り
、『
古
事
記
』
に
早
く
か
ら
知
識
人
に
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
わ

ず
か
だ
が
、
記
の
序
文
や
歌
謡
に
関
す
る
言
及
が
平
安
や
鎌
倉
時
代
の
複
数
の
学
究
的
な
史
料
か
ら
取
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

　

現
存
す
る
最
も
古
い
完
全
な
写
本
は
、
室
町
時
代
の
初
期
の
も
の
。
近
世
初
期
に
印
刷
物
の
出
現
に
よ
り
、
広
い
読
者
を
得
た
新

し
い
環
境
の
中
で
影
響
の
あ
っ
た
学
派
の
一
つ
で
あ
る
国
学
が
生
ま
れ
た
。
彼
ら
は
、
朱
子
学
者
（N

eo-Confucian

）
の
原
理
で

寓
話
と
し
て
日
本
の
神
話
を
読
ん
で
い
た
以
前
の
学
者
と
異
な
り
、
神
話
が
書
か
れ
て
い
る
古
代
の
言
葉
を
再
現
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
独
特
で
日
本
の
独
自
性
が
復
元
で
き
る
と
主
張
し
た
。

　

明
治
時
代
に
は
、
国
粋
主
義
は
、
西
洋
と
同
じ
分
野
で
同
等
の
位
置
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
近
代
日
本
人
の
断
言
に
相
応

し
い
と
い
う
国
民
的
文
学
の
観
念
と
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
基
盤
を
提
供
し
た
。
国
粋
主
義
の
学
者
た
ち
は
ま
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

が
東
京
大
学
の
最
初
の
日
本
語
の
教
授
で
あ
っ
た
と
き
に
果
し
た
『
古
事
記
』
の
先
駆
的
な
翻
訳
を
拡
大
し
て
引
用
し
た
。『
古
事

記
』
は
一
九
四
五
年
ま
で
公
的
な
国
民
的
信
仰
で
あ
っ
た
国
家
神
道
に
不
可
欠
な
も
の
だ
っ
た
が
、
三
船
敏
郎
主
演
で
稲
垣
浩
監
督

の
「
日
本
誕
生
」（1959

）
や
一
九
六
三
年
に
ス
サ
ノ
オ
の
物
語
を
土
台
に
し
た
芹
川
有
吾
監
督
の
「
わ
ん
ぱ
く
王
子
と
大
蛇
退

治
」
が
公
開
さ
れ
た
。
マ
ン
ガ
の
『
古
事
記
』
も
石
ノ
森
章
太
郎
『
古
事
記
マ
ン
ガ
日
本
の
古
典
』（1999

）
や
奈
良
毅
『
マ
ン
ガ

古
事
記
』（2009

）
は
じ
め
多
く
の
種
類
が
刊
行
さ
れ
続
け
て
い
る
。

〈
翻
訳
に
つ
い
て
〉　

テ
キ
ス
ト
の
中
に
偏
在
し
て
い
る
カ
ミ
と
い
う
語
は
注
意
を
向
け
る
に
値
す
る
。
そ
れ
は
普
遍
的
存
在
か
つ
個

別
的
存
在
に
渉
る
広
い
範
囲
の
威
力
あ
る
も
の
を
包
括
す
る
超
自
然
の
実
体
で
あ
る
。
泉
や
ス
カ
ー
フ
の
よ
う
個
々
の
物
質
や
山
や

風
や
太
陽
や
海
な
ど
の
自
然
現
象
を
支
配
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
本
翻
訳
で
は
「
神god

」
や
「
聖
霊deity

」
に
代
っ
て
「
精
霊

spirit

」
と
い
う
語
を
選
ん
だ
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
多
彩
に
配
置
さ
れ
た
存
在
に
随
伴
す
る
多
様
な
広
い
範
囲
の
威
力
に
言
及
で

き
る
、
第
二
に
古
代
の
シ
ャ
ー
マ
ン
宗
教
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
、
三
番
目
はspirit
は
漢
字
の
神
よ
り
も
古
い
観
念
を
暗
示
し
、
霊



56

『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
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妙
と
い
う
含
意
が
可
視
の
世
界
か
ら
消
え
た
り
す
る
超
自
然
の
存
在
に
相
応
し
い
、
と
い
う
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

　

地
名
は
、
専
門
家
で
は
な
い
読
者
に
文
化
的
歴
史
的
意
味
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
訳
語
を
定
め
た
。
お
そ
ら
く
最
も
有

名
な
場
所
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
祀
ら
れ
て
い
る
イ
セ
と
い
う
土
地
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
私
は
、
禊
ぎ
と
い
う
浄
化
の
儀
礼
を
通
じ
て
必

要
と
さ
れ
る
聖
化
さ
れ
た
清
ら
か
さ
の
あ
る
多
く
の
川
を
連
想
さ
せ
る
た
め
に
「
聖
化
さ
れ
た
水
の
流
れ
」
と
翻
訳
し
て
、
そ
の
地

を
示
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
重
要
な
例
は
イ
ヅ
モ
（
巻
き
上
が
る
雲
）
で
、
そ
の
名
は
そ
の
地
の
支
配
権
を
主
張
し
て
い
る
ス
サ

ノ
オ
が
詠
ん
だ
歌
に
あ
る
「
八
重
の
雲
が
わ
き
上
が
っ
て
い
る
」（
ヤ
ク
モ
タ
ツ
）
と
い
う
表
現
が
反
映
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

日
本
の
歴
史
そ
し
て
地
名
に
馴
染
ん
で
い
る
読
者
に
は
空
想
的
だ
と
い
う
印
象
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
私
の
選
択
し
た

訳
語
が
原
典
の
音
か
ら
離
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　

伊
勢
の
神
宮
を
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
はthe tem
ple of the Great A

ugust D
eity of Ise

、
フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
はthe shrine of the 

Great D
eity of ISE

と
英
訳
し
て
い
る
。
共
に
「
伊
勢
」
は
音
写
し
て
い
る
の
だ
が
、
ヘ
ル
ト
は
、
景
行
天
皇
の
条
で
倭
建
命
が
伊
勢

に
姨
倭
比
賣
命
を
訪
ね
る
段
の
「
故
受
命
罷
行
之
時
參
入
伊
勢
大
御
神
宮
拜
神
朝
廷
《
故か

れ
命み

こ
とを

受
け
た
ま
は
り
て
罷
り
行
で
ま
す
時
に
、

伊
勢
の
大
御
神
の
宮
に
参ま

入い

り
ま
し
て
神
の
朝み

か
ど廷

を
拝お

ろ
がみ

た
ま
ひ
て
》」
を

H
aving thus received this m

ighty-w
orded com

m
and, he left to pay reverence at the m

ighty gates of m
ighty 

halls of the great and m
ighty spirit in Sacred Stream

s.

と
英
訳
し
、
伊
勢
の
地
名
をSacred Stream

s

（
聖
な
る
流
れ
）
と
訳
し
て
示
し
て
い
る
。

　

な
ぜ
固
有
名
詞
の
伊
勢
がSacred Stream

s

と
訳
さ
て
表
示
さ
れ
る
の
か
。
巻
末
の
地
名
用
語
解
説
にSacred Stream

s

と
い
う

項
を
立
て
て
、I-se

と
原
音
を
記
し
、
次
の
通
り
解
説
し
て
い
る
。
な
お
、
本
州
と
三
重
は
原
音
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

本
州
の
中
部
（Central H

onshu

）
の
太
平
洋
岸
の
古
代
か
ら
の
聖
地
で
、
現
在
は
三
重
県M

ie

に
あ
る
。
そ
の
名
前
は
そ
の
神
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英
訳
『
古
事
記
』
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
訳
業
に
見
る
西
洋
人
の
日
本
文
化
観
（
松
井
）

社
の
著
名
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
を
往
来
す
る
多
く
の
流
れ
に
関
係
し
て
い
る
。
語
源
は
絶
壁
の
海
岸
（Iso

磯
）
に
関
連
し
て
い

る
と
い
う
説
も
あ
る
。
歌
で
は
、
カ
ミ
カ
ゼ
ノ
（
聖
霊
の
風
）
が
枕
詞
と
な
っ
て
い
る
。

　

ヘ
ル
ト
は
、
例
え
ば
、「
故
所
避
追
而
降
出
雲
國
之
肥
河
上
在
鳥
髮
地　

此
時
箸
從
其
河
流
下
《
故か

れ
避や

追ら

は
え
て
出
雲
國
の
肥ひ

の

河か
わ

上か
み

在な

る
鳥と

り

髮か
み

の
地と

こ
ろの

所
に
降
り
ま
し
き
。
此
の
時お

り

し
も
箸は

し

其
の
河
よ
り
流
れ
下
り
き
》」
と
い
う
文
章
を

So having been exiled, Ruling M
an w

ent dow
n to the land of Billow

ing Clouds, to a place called Bird H
ead on 

the upper reaches of Spirit River.

と
英
訳
し
て
い
て
、
出
雲
国
は
「Billow

ing Clouds

雲
の
渦
巻
く
地
」、
鳥
髮
地
は
「Bird H

ead

鳥
の
頭
部
の
場
所
」、
肥
河
は

「Spirit River

精
霊
の
河
」
と
訳
し
て
、
本
文
で
示
し
、
巻
末
の
地
名
用
語
解
説
欄
で
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

出
雲
は
、“BILLO

W
IN

G CLO
U

D
 

（Izu-m
o

）”

の
見
出
し
で
、「
現
在
は
朝
鮮
に
向
い
て
い
る
島
根
県
東
部
を
占
め
る
本
州
の
南
西

部
の
河
岸
地
帯
で
、
古
代
に
は
鉄
が
豊
富
だ
っ
た
土
地
。
そ
こ
の
大
国
主
（Great Land M

aster

）
の
た
め
の
神
社
は
日
本
の
最
も
古

い
二
つ
の
神
社
の
一
つ
で
あ
る
。
歌
で
は
ヤ
ク
モ
タ
ツ
（
八
重
に
重
な
る
雲
が
わ
い
て
い
る
）
と
い
う
聖
な
る
形
容
句
が
先
行
す
る
」。

鳥
髪
は
、“BIRD

 H
EA

D
 

（T
ori-kam

i

）”

の
見
出
し
で
、「Billow

ing Cloud

（
出
雲
国
）
とM

other O
aks

（
伯
耆
国
）
の
国
境
の

Spirit River

（
肥
河
）
の
上
流
の
山
の
名
前
」。
肥
河
は
、“SPIRIT

 RIV
ER 

（H
i-no-kaw

a

）”

の
見
出
し
で
、「
今
はH

ii-kaw
a

と
し

て
知
ら
れ
て
い
るBillow

ing Clouds

と
そ
こ
の
神
話
に
お
け
る
主
要
な
河
川
で
、
地
名
辞
典
（
風
土
記
）
に
は
鮎
と
鱒
が
豊
富
だ
と

記
さ
れ
て
い
る
。
ヒhi

は
河
か
ら
肥
沃
な
原
野
に
水
を
も
た
ら
し
て
い
た
木
の
水
路
に
関
係
が
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
」。

　

そ
し
て
、「
で
き
る
だ
け
翻
訳
の
流
れ
を
切
ら
な
い
」
と
い
う
翻
訳
方
針
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
が
固
有
名
詞
の
原
音
を
出

来
る
限
り
避
け
て
、
自
分
が
解
釈
し
た
そ
の
名
の
意
味
を
英
語
で
示
し
た
理
由
な
の
だ
ろ
う
。
固
有
名
詞
の
日
本
語
の
原
音
は
英
語
の
読

者
に
は
馴
染
み
が
な
い
こ
と
か
ら
、
原
音
表
記
を
で
き
る
だ
け
避
け
て
、
物
語
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
優
先
さ
せ
て
翻
訳
し
て
い
る
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の
だ
。
た
だ
、
神
や
人
の
名
称
そ
し
て
地
名
と
に
分
け
た
用
語
解
説
集
を
巻
末
に
置
い
て
、
そ
こ
に
原
音
を
知
っ
て
も
ら
え
る
処
置
は
施

さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
右
に
続
く
ヘ
ル
ト
の
序
文
を
続
け
よ
う
。

　

個
々
の
漢
字
の
読
み
方
を
示
し
て
い
る
多
数
の
割
注
は
、
専
門
家
以
外
に
は
、
殆
ど
無
意
味
な
の
で
、
割
愛
し
た
。
た
だ
、
有
益

な
補
足
的
情
報
（
例
え
ば
、
文
中
の
語
の
由
来
や
構
文
上
の
役
割
な
ど
）
と
思
わ
れ
る
注
記
は
括
弧
の
中
に
書
い
て
残
し
た
。
フ
ィ

リ
ッ
パ
イ
の
翻
訳
で
採
用
さ
れ
た
今
は
音
価
が
不
確
か
な
三
つ
の
母
音
を
区
別
し
て
表
示
し
た
り
、
ｈ
や
ｆ
の
代
わ
り
に
ｐ
を
用
い

る
な
ど
の
古
代
の
日
本
語
を
表
示
す
る
方
法
は
採
用
し
な
い
。

　

翻
訳
は
主
に
山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
編
『
古
事
記　

新
編
日
本
文
学
全
集
』（
東
京
・
小
学
館1997

）
に
基
づ
い
て
い
る
。
と

く
に
難
解
な
章
句
は
、
上
代
語
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
時
代
別
国
語
辞
典
・
上
代
編
』、
尾
畑
喜
一
郎
編
『
古
事
記
辞
典
』、
荻
原
浅

雄
校
注
訳
『
古
事
記
上
代
歌
謡
・
日
本
古
典
文
学
全
集
』、
西
郷
信
綱
『
古
事
記
註
釈
』
を
参
照
し
た
。
神
々
の
名
前
に
つ
い
て
は
、

西
宮
一
民
の
『
古
事
記
・
新
潮
日
本
文
学
集
成
』、
地
名
は
、
角
川
文
化
振
興
財
団
編
『
古
代
地
名
辞
典
』
と
吉
田
茂
樹
『
日
本
古

代
地
名
辞
典
』。
上
記
の
日
本
語
の
史
料
に
加
え
て
、
本
書
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ンBasil H

all Cham
berlain

、
フ
ィ
リ
ッ
パ
イ

D
onald Philippi

、
ダ
ン
ノD

anno Y
oko

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
以
前
の
英
訳
の
研
究
か
ら
と
同
じ
よ
う
に
古
代
の
日
本
に
関
す
る

一
世
紀
以
上
の
英
語
に
よ
る
研
究
の
集
大
成
さ
れ
た
言
葉
の
宝
庫
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
。

　

序
文
は
参
照
文
献
を
あ
げ
た
右
の
言
葉
で
閉
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
るD

anno Y
oko

と
い
う
詩
人
の
書
は
、
題
名
が

“Songs and Stolries of the K
ojiki”

（A
hadada Books; 2008

）
で
、
書
誌
情
報
か
ら
し
て
翻
訳
本
と
は
言
え
な
い
よ
う
な
の
で
、

本
稿
で
取
り
上
げ
る
英
訳
本
の
範
疇
に
入
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
『
古
事
記
物
語
』
の
類
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
、
本
稿
の
巻
頭

の
表
に
記
載
し
な
か
っ
た
。
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ま
た
、K

eith Y
atsuhashi

著
の
そ
の
も
の
ず
ば
り“K

O
JIK

I”

と
題
す
る
本
が
二
〇
一
六
年
に
米
国
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

本
稿
で
吟
味
し
て
い
る
『
古
事
記
』
と
は
関
連
の
な
い
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
四
種
が
『
古
事
記
』
全
巻
の
英
訳
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
一
応
全
巻
の
英
訳
と
言
え
る
書
が
も
う
一
種
あ
る
。

“K
O

JIK
I - A

n A
bridged T

ranslation,” in “T
he late D

r. Inazo N
itobe’s unfinished translation of Lao-tzu and the 

K
ojiki,” edited by Y

asaka T
akagi, Institute for Com

parative Studies of Culture, affi
liated to T

okyo W
om

an’s 

Christian U
niversity, 1925-26?

（『
新
渡
戸
稲
造
全
集
』
第
一
五
巻　

教
文
館　

昭
和
四
五
年
・
一
九
七
〇
所
収
）

　

新
渡
戸
稲
造
（1802-1933

）
の
未
公
刊
で
、『
古
事
記
』
巻
末
の
推
古
天
皇
ま
で
英
訳
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
神
々
や
人
々
が
活
躍
す

る
物
語
を
示
す
箇
所
は
翻
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
神
と
人
の
系
譜
や
活
躍
の
少
な
い
神
々
の
名
や
殆
ど
の
歌
謡
が
訳
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

上
記
の
四
種
に
加
え
て
、
全
巻
英
訳
が
五
種
あ
る
と
し
な
か
っ
た
。『
古
事
記
』
冒
頭
の
一
節
を
例
に
と
っ
て
、
具
体
的
に
そ
の
様
子
を

示
そ
う
。
次
の
原
文
表
記
の
傍
線
部
分
が
、
英
訳
さ
れ
ず
に
割
愛
さ
れ
た
個
所
で
あ
る
。
翻
訳
全
体
が
こ
の
姿
勢
で
な
さ
れ
て
い
る
。

天
地
初
發
之
時
於
高
天
原
成
神
名
、
天
之
御
中
主
神
次
高
御
産
巣
日
神
次
神
産
巣
日
神
、
此
三
柱
神
者
並
獨
神
成
坐
而
隠
身
也
次
國

椎
如
浮
脂
而
久
羅
下
那
州
多
陁
用
弊
琉
之
時
、
如
葦
牙
因
萌
騰
之
物
成
、
神
名
宇
麻
志
阿
斯
訶
備
比
古
遲
神
次
天
之
常
立
神
、
此
二

柱
神
亦
並
獨
神
成
坐
而
隠
身
也
／
上
件
五
柱
神
者
別
天
神
。
次
成
神
名
國
之
常
立
神
次
豐
雲
上
野
神
。
此
二
柱
神
亦
獨
神
成
坐
而
隠

身
也
。
次
成
神
名
宇
比
地
邇
神
次
妹
須
比
智
邇
神
次
角
杙
神
次
妹
活
杙
神
次
意
富
斗
能
地
神
次
妹
大
斗
乃
辨
神
次
淤
母
陀
琉
神
次
妹

阿
夜
訶
志
古
泥
神
次
伊
邪
那
岐
神
次
妹
伊
邪
那
美
神
。
上
件
自
國
之
常
立
神
以
下
伊
邪
那
美
神
以
前
并
稱
神
世
七
代
上
二
柱
獨
神
各
云
一

代
次
雙
十
神
各
合
二

神
云
一

代
也

In the begining of heaven and earth, the follow
ing K

am
is are born in the Palin of H

igh H
eaven,
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（T
akam

anohara

）:- Lord of Celestial Center 

（A
m

é-no-m
inaka-nusi

）, H
igh Conjoiner 

（T
akam

i-m
usubi

）, D
ivine 

Conjoiner （K
am

i-m
usubi

）. T
hen the country still young and like unto floating oil or a jelly-fish, there are born 

tw
o m

ore K
am

is from
 a substance that shot forth after the m

anner of a reed. T
heir nam

es are Sw
eet Reed 

Sprout 
（U

m
asi-A

si-K
abi-H

ikoji

） and H
eaven’s Eternally Standing 

（A
m

é-no-toko-tati

）. A
ll these K

am
is are 

born alone and hide their selves. / T
he above five K

am
is are called special gods of heaven. T

hen follow
 seven 

generations of the divine age, beginning w
ith Earth’s Eternally Standing and ending w

ith the A
ttractor 

（Izanagi

） and the A
ttractress （Izanam

i

（
（1
（

）.

　

全
巻
の
翻
訳
で
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
に
簡
約
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
言
う
全
訳
の
範
疇
に
含
め
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
全
巻
の
英
訳
の
他
に
部
分
訳
と
く
に
上
巻
の
神
話
の
英
訳
は
戦
前
か
ら
何
種
類
も
作
ら
れ
て
い
る
が
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

三　

Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
『
古
事
記
』

（
一
）
そ
の
特
徴

　

英
訳
『
古
事
記
』
の
中
で
最
も
著
名
で
影
響
力
の
あ
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
本
の
特
徴
は
、
次
の
九
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
圧
倒
的
な
認
知
度

　

殆
ど
の
『
古
事
記
』
翻
訳
者
が
言
及
し
、
参
照
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
、
日
本
で
そ
の
英
語
が
様
々
な
書
で
利
用
さ
れ
て
き
た
。



61

英
訳
『
古
事
記
』
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
訳
業
に
見
る
西
洋
人
の
日
本
文
化
観
（
松
井
）

二
、
余
す
と
こ
ろ
な
い
逐
語
訳

　

佐
伯
彰
一
氏
が
「
何
よ
り
も
細
部
を
ご
ま
か
さ
ず
に
、
忠
実
な
訳
出
ぶ
り（

（1
（

」
と
評
し
、
小
花
清
泉
氏
の
「
大
い
に
原
文
を
重
ん
じ
、
つ

と
め
て
、
逐
字
譯
な
ら
し
め
ん
と
し
て
ゐ
る（

（2
（

」
と
の
評
は
他
の
英
訳
に
比
べ
て
も
共
感
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
、
詳
細
な
注
釈
が
あ
り
、
広
範
囲
の
種
々
の
問
題
提
起
、
研
究
課
題
を
示
し
て
い
る

　

小
花
清
泉
氏
は
、
右
に
引
用
し
た
文
章
の
前
段
で
、

註
釋
は
本
文
の
二
倍
三
倍
も
あ
り
、
長
編
の
序
論
が
巻
頭
に
載
せ
ら
れ
て
あ
る
。
・
・
・
・
一
節
ご
と
に
小
註
の
割
合
に
多
い
の

は
、
外
国
人
が
此
の
特
徴
あ
る
英
譯
を
讀
む
に
際
し
て
、
本
文
の
眞
實
を
理
解
し
易
か
ら
し
め
ん
と
し
た
故
で
あ
る
が
、
我
々
日
本

人
が
見
て
も
、
新
し
い
解
釋
を
示
さ
れ
た
と
お
も
ふ
事
が
往
々
あ
る
。

と
指
摘
し
て
い
る
が
、
筆
者
に
も
異
論
は
な
い
。
そ
の
ご
く
一
部
の
例
と
し
て
、
二
つ
の
例
を
取
り
上
げ
よ
う
。

①
わ
に
（
和
邇
）

　

長
い
歴
史
も
あ
り
成
果
の
蓄
積
も
あ
る
日
本
の
『
古
事
記
』
研
究
史
の
な
か
で
、『
古
事
記
』
に
ど
ん
な
動
植
物
が
登
場
す
る
か
、
動

物
相
や
植
物
相
を
論
じ
た
業
績
は
未
だ
多
く
な
い
よ
う
だ
が
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
明
治
一
五
年
の
時
点
で
既
に
取
り
上
げ
、
序
文
で
、

『
古
事
記
』
に
登
場
す
る
動
物
や
植
物
の
一
覧
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
因
幡
白
兎
の
物
語
や
豊
玉
毘
賣
の
物
語
で
、
日
本
に
い
な
い

は
ず
の
南
方
の
動
物
ワ
ニ
が
な
ぜ
出
て
来
る
の
か
、
翻
訳
書
の
注
記
欄
で
そ
ん
な
問
題
も
提
示
し
て
い
る
。

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
サ
ト
ウ
が
「
和
邇
ワ
ニ
」
の
訳
語
に
「shark

鮫
」
を
当
て
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

問
題
と
す
る
被
造
物
に
関
し
て
昔
の
歴
史
的
文
献
の
中
の
記
述
が
何
か
は
っ
き
り
と
さ
せ
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
魚
類
は
『
日
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本
書
紀
』
に
も
出
て
く
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
の
は
む
し
ろ
魚
類
で
は
な
く
、
大
蛇
に
似
た
何
ら
か
の
存
在
だ
と
考

え
ら
れ
る
水
陸
両
性
の
生
物
で
あ
る
。
日
本
の
注
釈
者
た
ち
が
引
用
し
て
い
る
説
明
は
確
か
に
鰐
に
関
連
し
て
い
る
。
そ
こ
で
翻
訳

者
は
ワ
ニ
に
対
し
て
普
通
に
認
め
ら
れ
て
い
る
訳
語crocodile

を
拒
否
す
る
十
分
な
理
由
は
な
い
と
思
う
。
ワ
ニ
は
明
ら
か
に
お

と
ぎ
話
以
外
の
話
の
中
に
は
出
て
こ
な
い
し
、
他
の
国
そ
し
て
日
本
自
身
の
場
合
で
も
、
神
話
の
創
造
者
が
ワ
ニ
の
話
を
異
郷
で
の

生
活
の
冒
険
で
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
た
め
に
造
り
出
す
こ
と
は
否
定
で
き
な
い（

（2
（

。

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
新
渡
戸
稲
造
も
、
ワ
ニ
を
「crocodile

鰐
」
と
英
訳
し
て
い
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
注
で
弁
明
し
て
い
る
。

元
々
の
名
はw

ani
で
、
こ
の
語
はcrocodile

と
訳
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
だ
が
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
卿
は
、
日
本
の

水
域
に
はcrocodile
は
い
な
い
の
だ
か
ら
、shark

鮫
の
ほ
う
が
翻
訳
と
し
て
一
層
適
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
自
然
科
学
が
立
証
し
え
な
い
叙
述
が
効
果
的
と
な
る
「
明
ら
か
に
説
話
的
な
話
」
の
中
に
だ
け
登
場
し
て
い
る

w
ani

な
の
だ
か
らcrocodile
の
訳
語
で
よ
い
と
考
え
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
サ
ト
ウ
が
「shark
鮫
」
と
訳
し
て
も
自
分
が
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
同
様
に
「crocodile

鰐
」
で
通
し
て
い
る
理
由
を

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
『
古
事
記
』
の
ワ
ニ
は
神
話
の
中
な
の
だ
か
ら
、
現
実
の
動
物

相
に
縛
ら
れ
な
く
と
も
よ
い
と
の
立
場
か
ら
判
断
し
て
「crocodile

鰐
」
を
当
て
て
い
る
、
と
解
釈
し
た
点
で
あ
る
。
こ
の
姿
勢
は
、

こ
の
ワ
ニ
の
問
題
に
言
及
し
て
、
鰐
と
い
う
動
物
の
知
識
が
「
神
話
的
な
形
で
」
日
本
に
達
し
て
い
て
、
古
代
の
日
本
人
に
間
接
的
に
知

ら
れ
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
に
近
い
立
場
で
あ
る
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て
く
る（

（2
（

。

　

鮫
を
ワ
ニ
と
呼
ぶ
地
方
が
あ
る
し
、
鮫
類
の
古
称
だ
と
説
明
す
る
国
語
辞
典
も
あ
る
の
に
、
な
ぜ
か
そ
れ
を
採
ら
ず
に
、
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
は
、
本
文
に
ワ
ニ
の
語
が
あ
る
と
、「
英
語
のcrocodile

に
当
た
る
意
味
だ
」
と
注
記
を
繰
り
返
し
、
わ
ざ
わ
ざ
語
義
の
原
義
の
確
認

を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
戸
惑
い
を
覚
え
る
ほ
ど
だ
。
実
際
の
鰐
で
は
な
く
、
神
話
や
説
話
の
中
の
用
法
だ
と
確
認
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
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か（
（2
（

。

　

な
お
、
新
渡
戸
は
、
豊
玉
毘
賣
命
が
姿
を
変
え
た
「
八
尋
和
邇
」
を
「a huge crocodile

（
巨
大
な
鰐
）」
と
訳
し
て
い
る
。
因
み
に
、

『
古
事
記
』
の
原
文
、
真
福
寺
本
の
テ
キ
ス
ト
に
は
漢
字
の
鰐
も
鮫
も
使
わ
れ
て
い
な
い
。
す
べ
て
、
和
邇
か
和
爾
か
丸
邇
と
い
わ
ゆ
る

音
仮
名
表
記
で
あ
る
。
た
だ
、『
日
本
書
紀
』
は
は
っ
き
り
と
鰐
と
い
う
漢
字
を
使
っ
て
、
時
に
鰐
魚
と
表
記
し
た
り
し
て
い
る
。

②　

古
代
日
本
人
の
色
彩
表
現

　

佐
竹
昭
広
氏
の
『
古
語
雑
談
』
に
次
の
一
節
が
あ
る
。

『
古
事
記
』（
七
一
二
年
成マ

マ

）
の
世
界
に
は
黄
色
が
欠
落
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
最
初
に
注
目
し
た
学
者
は
、
多
分
、
英
人
チ
ェ
ン

バ
レ
ン
で
あ
ろ
う
。
・
・
・
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
か
ら
約
二
十
年
後
、
明
治
三
十
七
年
に
新し

ん

村む
ら

出い
ず
るの

「
色
彩
空
談
」
が
発
表
さ
れ
た
。

小
篇
な
が
ら
日
本
の
言
語
学
者
に
よ
る
先
駆
的
な
色
名
研
究
で
あ
る
。
か
れ
の
見
解
も
ま
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
同
じ
い
。

　
　

�『
古
事
記
』
な
ど
に
は
、
色
の
名
と
い
え
ば
、
青
・
赤
・
白
・
黒
の
四
色
ぐ
ら
ゐ
な
も
の
で
、
黄
の
如
き
は
殆
ど
無
い
と
い
う

て
も
よ
く
、
云
々

・
・
・
・『
万
葉
集
』
も
、
色
彩
に
関
す
る
形
容
詞
と
し
て
は
右
の
四
語
し
か
持
っ
て
い
な
い
。『
万
葉
集
』
に
「
み
ど
り
」「
く

れ
な
ゐ
」「
む
ら
さ
き
」
と
い
っ
た
数
々
の
色
彩
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
た
ぐ
い
の
色
名
は
、

「
む
ら
さ
き
」
が
紫
草
、「
く
れ
な
ゐ
」
が
い
わ
ゆ
る
紅べ

に

花ば
な

、「
み
ど
り
」
が
草
木
の
新
芽
を
意
味
す
る
語
だ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
、

も
と
を
た
だ
せ
ば
具
体
的
な
物
の
名
を
色
彩
名
に
転
用
し
た
比
喩
的
な
用
法
に
由
来
す
る
も
の
で
、
・
・
・
・
抽
象
さ
れ
た
色
の

概
念
を
あ
ら
わ
す
四
つ
の
形
容
詞
と
は
性
格
を
異
に
す
る（

（2
（

。

　

確
か
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
英
訳
『
古
事
記
』
の
序
文
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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古
事
記
に
出
て
い
る
色
に
関
す
る
語
は
「
黒
、
青
（
緑
も
含
む
）、
赤
、
白
黒
斑
（
馬
の
色
）、
白
」
で
あ
る
。
黄
は
、
シ
ナ
語
の
表

現
でH

ades

（
冥
界
）
を
意
味
す
る
「
黄
泉
」
と
い
う
色
を
考
慮
し
な
い
語
の
場
合
を
除
い
て
使
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
現
代

日
本
語
に
あ
る
色
相
の
区
別
を
し
て
い
る
多
量
の
語
も
存
在
し
て
い
な
い（

（2
（

。

四
、［　

］
で
記
さ
れ
た
挿
入
が
頻
出
し
、
語
を
補
足
し
て
文
の
意
味
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
中
巻
の
崇
神
天
皇
条
「
故
大
毘
古
命
更
還
參
上
請
於
天
皇
時
天
皇
答
詔
之
。
此
者
爲
在
山
代
國
我
之
庶
兄
建
波
邇
安
王
。
起

邪
心
之
表
耳
伯
父
興
軍
宜
行
」
を
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
次
の
よ
う
に
、［　

］
を
多
用
し
て
英
訳
し
て
い
る
。

So his A
ugustness O

ho-biko returned up again 

［to the capital

］ and m
ade a report 

［of the m
atter

］ to the 

H
eavenly Sovereign, w

ho replied and charged him
 

［saying

］: “M
ethinks this is a sign that m

y half-brother, 

K
ing T

ake-hani-yasu, w
ho dw

ells in the land of Y
am

ashiro, is planning som
e foul plot. 

［D
o thou,

］ uncle, raise 

an arm
y, and go ［after him

］.”

　

こ
の
短
い
中
に
四
個
所
も
あ
っ
て
、
補
語
、
動
詞
、
接
続
表
現
な
ど
を
補
っ
て
文
意
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
チ
ェ
ン
バ

レ
ン
の
英
訳
全
般
に
こ
の
方
法
が
貫
か
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
こ
こ
の
宣
長
の
訓
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
挿
入
し
た
表
現
を
［　

］
で
入
れ

て
み
よ
う
。

か
れ
大
毘
古
命
、
更
に
［
都
へ
］
返
へ
り
ま
ゐ
の
ぼ
り
て
、
す
め
ら
み
こ
と
に
［
出
来
事
を
］
ま
を
す
と
き
に
、
天
皇
宣
の
り
た
ま

は
く
［
そ
し
て
言
う
、］
こ
は
思
ふ
に
山
代
國
な
る
な
が
庶
兄
建
波
邇
安
王
の
邪
心
を
起
せ
る
し
る
し
に
こ
そ
あ
ら
め
、［
汝
よ
］
伯

父
軍
を
興
し
て
［
彼
に
従
っ
て
］
ゆ
か
せ

　

な
お
、
こ
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
七
の
③
（
七
二
頁
）
の
事
例
で
も
確
認
で
き
る
。
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五
、
翻
訳
不
能
と
の
表
示
が
一
個
所
あ
る
。

　

英
訳
さ
れ
て
お
ら
ず
「
？
」
と
記
さ
れ
、
翻
訳
不
能
と
注
記
さ
れ
た
個
所
が
あ
る
。
神
武
天
皇
の
次
の
個
所
で
大
久
米
命
が
詠
ん
だ
歌

の
上
句
を
、
英
訳
せ
ず
に
、
四
つ
の
？
を
置
い
て
い
る
。

　

爾
大
久
米
命
以
天
皇
之
命
詔
其
伊
須
氣
余
理
比
賣
之
時
見
其
大
久
米
命
黥
利
目
而
思
奇
歌
曰
《
爾こ

こ

に
大お

お

久く

米め
の

命み
こ
と

天お
ほ

皇き
み

の
命み

こ
とを

其
の
伊い

須す

氣け

余よ

理り

比ひ

賣め

に
詔の

れ
る
時
に
、
其
の
大
久
米
命
の
黥さ

け
る
と
め

利
目
を
見
て
奇あ

や

し
と
思
ひ
て
歌
ひ
け
れ
ば
》

　

阿
米
都
都　

知
杼
理
麻
斯
登
登　

那
杼
佐
祁
流
斗
米
《
あ
め
つ
つ　

ち
ど
り
ま
し
と
と　

な
ど
さ
け
る
と
め
》

T
hen H

is A
ugustness O

hokum
e inform

ed I-suke-yori-him
e of the H

eavenly Sovereign’s decree, w
hereupon 

she, seeing the slit sharp eyes of H
is A

ugustness O
hokum

e, sang in her astonishm
ent, saying:

?　
　
　

?　
　

?　
　
　

 ?　
　
　

 “W
herefore the slit sharp eye

（
（2
（

,?

　

つ
ま
り
、
歌
謡
の
末
句
「
那
杼
佐
祁
流
斗
米
」
をW

herefore the slit sharp eye?”

と
訳
し
た
だ
け
で
、
上
句
「
阿
米
都
都
知
杼

理
麻
斯
登
登
」
は
？
の
記
号
に
よ
り
翻
訳
で
き
な
い
、
と
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
？
と
し
た
理
由
を
注
で

こ
の
短
い
歌
の
最
初
の
部
分
は
、
註
釈
者
た
ち
で
す
ら
、
そ
の
句
を
構
成
し
て
い
る
音
節
は
ど
の
よ
う
に
分
節
し
て
単
語
と
す
べ
き

か
合
意
し
て
い
な
い
。
考
え
ら
れ
る
語
義
を
得
る
努
力
へ
と
本
居
宣
長
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
を
駆
り
立
て
た
こ
の
難
題
に
つ
い
て
、

『
古
事
記
伝
』
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
見
解
は
『
稜
威
言
別
』
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
憶
測
だ
け
で
引
用
す
る
の

は
意
味
が
な
い
。the slit sharp eyes

（
鋭
い
切
り
目
）
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
注
を
見
て
欲
し
い（

（2
（

。

と
述
べ
て
弁
明
し
て
い
る
。

　

フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
は
こ
の
歌
謡
をA

m
e-tutu

／T
idöri m

asi tötö

／W
hy the tattooed eyes?

の
三
行
に
訳
し
た
。
上
句
は
音
写

し
て
い
る
だ
け
で
、
意
味
は
示
し
て
い
な
い
。
彼
も
意
味
の
理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
「
句
を
構
成
し
て
い
る
音
節
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は
ど
の
よ
う
に
分
節
し
て
単
語
と
す
べ
き
か
合
意
が
な
い
」
と
し
て
解
釈
を
放
棄
し
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
異
な
り
、
音
の
分
節
は
示
し
て

い
る
。

　

ヘ
ル
ト
はT

hey are like the sw
ift, / the plover, and the stripped finch --/ w

hy such sharp-split eyes?

と
三
行
で
訳

し
て
、
全
句
に
英
訳
語
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
訳
文
を
反
訳
す
る
と
（
反
訳
と
は
Ａ
語
を
Ｂ
語
に
翻
訳
し
た
そ
の
Ｂ
語
に
基
づ
い
て
Ａ
語

に
戻
す
作
業
を
言
う
が
、
本
稿
で
は
、
Ａ
語
の
原
文
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
疑
似
Ａ
を
作
っ
て
Ｂ
語
の
翻
訳
の
姿
勢
と
方
法
と
を
知
ろ
う

と
い
う
作
業
を
言
う
）「（
大
久
米
命
の
目
は
）
ア
マ
ツ
バ
メ
そ
し
て
千
鳥
や
ア
ト
リ
科
の
小
鳥
の
よ
う
だ
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
目
が
鋭
く

裂
け
て
い
る
の
か
？
」
と
な
り
、『
古
事
記
傳
』
の
解
釈
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
拠
っ
た
『
日
本
古
典
文
学
全
集
一　

古
事
記　

上
代
歌

謡
』（
小
学
館
、
昭
和
四
八
年
）
の
注
記
を
参
照
し
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
以
上
三
者
と
も
に
、
結
句
は
英
語
に
し
て
い
る
が
、
い
ず

れ
も
西
宮
一
民
が
現
代
語
で
示
し
た
「
入
墨
し
た（

（2
（

」
の
意
味
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。

　

た
だ
一
箇
所
だ
け
と
は
言
え
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
翻
訳
不
能
と
し
た
の
は
、A

 translator is a traitor.

（
翻
訳
者
は
反
逆
者
）
な
る

成
句
の
示
す
翻
訳
の
限
界
を
認
め
て
仮
訳
で
済
ま
せ
て
お
け
な
か
っ
た
研
究
者
と
し
て
の
良
心
の
発
露
だ
と
理
解
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
牧
健
二
は
、
サ
ン
ソ
ム
卿
が
「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
不
注
意
、
不
正
確
な
も
の
に
対
し
憎
悪
の
心
が
つ
よ
く
、
慎
重
な

研
究
家
で
あ
っ
た（

（3
（

」
と
評
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

六
、
橘
守
部
の
影
響
が
強
い
か
。

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
来
日
直
後
か
ら
日
本
語
学
習
を
始
め
、
早
く
か
ら
古
今
和
歌
集
な
ど
を
学
ん
だ
。
佐
々
木
信
綱
の
「
バ
ジ
ル
・

ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
先
生
小
傳
」
に
は
「
舊
濱
松
藩
士
荒
木
氏
に
就
き
て
古
今
集
を
聴
講
。
鈴
木
康
正
氏
に
從
ひ
て
、
萬
葉
集
・
枕

草
子
等
よ
り
謡
曲
・
狂
言
の
類
を
も
歩
猟
し
、
自
ら
も
和
歌
を
詠
じ
て
、
橘
東
世
子
刀
自
の
歌
會
に
列
し
、
橘
家
に
て
は
、
守
部
の
遺
著
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に
し
て
未
だ
刊
行
せ
ら
れ
ざ
り
し
稜
威
道
別
・
稜
威
言
別
を
借
覧（

（3
（

」
と
あ
る
。
英
訳
古
事
記
完
成
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
守
部
の
著
作
か

ら
か
な
り
の
影
響
を
得
て
い
た
よ
う
だ
。
本
文
の
英
訳
の
語
や
表
現
に
つ
い
て
の
厖
大
な
注
記
の
内
、
ざ
っ
と
数
え
た
だ
け
で
も
一
〇
〇

個
所
の
注
記
で
都
合
一
二
八
回
、
そ
の
他
一
二
の
歌
謡
さ
ら
に
序
文
や
文
献
一
覧
で
の
言
及
を
含
め
る
と
一
五
〇
回
以
上M

oribe

の
名

に
言
及
し
て
い
る
。
中
に
は
、
自
説
の
典
拠
と
し
た
『
稜
威
言
別
』
等
の
書
名
を
あ
げ
て
、
そ
れ
が
未
刊
で
あ
る
と
断
っ
て
い
る
箇
所
も

見
え
る
。
宣
長
の
説
に
触
れ
、
そ
の
批
判
と
し
て
言
及
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。
こ
う
し
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
守
部
か
ら
何
を
学
ん
だ
の

か
、
追
っ
て
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

七
、
固
有
名
詞
や
日
本
特
有
の
も
の
ご
と
を
ど
の
程
度
厳
密
に
示
す
か
。
原
語
を
残
す
よ
り
も
意
味
の
提
示
を
重
視
す
る
か
。

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
神
社
をshrine

で
は
な
くtem

ple

と
訳
し
て
い
る
。shrine

の
原
義
は
廟
だ
か
ら
、tem

ple

の
方
が
適
切
だ
と

聞
く
こ
と
も
あ
る
。
今
は
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
にJinja

と
言
う
例
が
多
い
。「
か
み
」
を
ど
う
翻
訳
す
る
か
に
通
じ
る
問
題
で
あ
る
。

新
渡
戸
稲
造
は
「
か
み
」
の
翻
訳
に
際
し
て
次
の
よ
う
な
見
識
を
示
し
て
い
る
。

K
am

i

は
通
常
はdeity

やgod

と
訳
さ
れ
る
。
そ
れ
は
「
上
、
目
上
」
の
意
味
の
語
と
同
義
語
で
、
神
と
上
と
を
同
一
視
す
る
人

も
い
る
。
ア
イ
ヌ
語
のK

am
ui

（
神god

）
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。K

akure

とm
i

つ
ま
り
隠
さ
れ
た
身
体
か
ら
派

生
し
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
最
も
高
貴
で
古
い
幾
柱
か
のK

am
is

神
々
は
「
自
ら
身
を
隠
し
た
」
と
言
わ
れ
て
き
て
い
る（

（3
（

。

　

あ
る
文
化
に
独
特
の
概
念
を
示
す
表
現
を
原
語
の
ま
ま
か
翻
訳
し
て
示
す
か
ど
う
か
を
め
ぐ
り
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八

雲
）
が
「
杵
築
」「
八
重
垣
神
社
」「
家
庭
の
祭ま

つ

屋り
や

」
と
題
し
た
エ
ッ
セ
イ
で
「『
古
事
記
』
の
引
用
」
と
示
し
て
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳

を
引
用
し
た
時
の
、
引
用
の
方
法
を
吟
味
す
る
と
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
姿
勢
は
鮮
明
と
な
る
。
ハ
ー
ン
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
で
『
古

事
記
』
を
読
ん
で
い
て
、
そ
れ
を
引
用
し
た
際
に
、
そ
の
ま
ま
転
記
せ
ず
、
原
語
の
日
本
語
を
生
か
す
姿
勢
で
僅
か
な
改
変
を
加
え
て
い
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た
。
そ
こ
か
ら
ハ
ー
ン
と
対
照
的
な
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
姿
勢
さ
ら
に
は
両
者
の
日
本
文
化
観
の
相
違
が
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
筆
者
は
そ
の
一
例
と
し
て“Glim

pse of U
nfam

iliar Japan”

（1894

、『
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
面
影
』）
収
載
の
「Y

aegaki-

Jinja
〔
八
重
垣
神
社
〕」
の
『
古
事
記
』
の
引
用
個
所
を
検
討
し
て
み
た
。
ま
ず
引
用
個
所
の
原
文
を
掲
げ
る
。

故
所
避
追
而
降
出
雲
國
之
肥
河
上
名
鳥
髮
地　

此
時
箸
從
其
河
流
下　

於
是
須
佐
之
男
命
以
爲
人
有
其
河
上
而
尋
覔
上
往
者
老
夫
与

老
女
二
人
在
而
童
女
置
中
而
泣　

尒
問
賜
之
汝
等
者
誰　

故
其
老
夫
答
言
僕
者
國
神
大
山
津
見
神
之
子
焉
僕
名
謂
足
名
椎
妻
名
謂
手

名
椎
女
名
謂
櫛
名
田
比
賣　

亦
問
汝
哭
由
者
何　

答
白
言
我
之
女
者
自
本
在
八
稚
女
是
高
志
之
八
俣
遠
呂
智
毎
年
來
喫　

今
其
可
來

時　

故
泣
尒
問
其
形
如
何　

答
白
彼
目
如
赤
加
賀
智
而
身
一
有
八
頭
八
尾
亦
其
身
生
蘿
及
檜
榲
其
長
度
谿
八
谷
峽
八
尾
而
見
其
腹
者

悉
常
血
爛
也　

尒
速
須
佐
之
男
命
詔
老
夫　

是
汝
之
女
者
奉
於
吾
哉　

答
白
恐
亦
不
覺
御
名　

尒
答
詔
吾
者
天
照
大
御
神
之
伊
呂
勢

者
也　

故
今
自
天
降
坐
也　

尒
足
名
椎
手
名
椎
神
白
然
坐
者
恐
立
奉　

尒
速
須
佐
之
男
命
乃
於
湯
津
爪
櫛
取
成
其
童
女
而
刺
御
美
豆

良
告
其
足
名
椎
手
名
椎
神
汝
等
釀
八
鹽
折
之
酒　

亦
作
迴
垣
於
其
垣
作
八
門
毎
門
結
八
佐
受
岐
毎
其
佐
受
岐
置
酒
船
而
毎
舩
成
其
八

鹽
折
酒
而
待　

故
隨
告
而
如
此
設

待
之
時
其
八
俣
遠
呂
智
信
如
言
來
乃
毎
舩
垂
入
己
頭
飮
其
酒
於
是
飮
醉
留
伏
寢　

尒
速
須
佐
之

男
命
拔
其
所
御
佩
之
十
拳
劔
切
散
其
蛇
者
肥
河
變
血
而
流　

故
切
其
中
尾
時
御
刀
之
刄
毀　

尒
思
恠
以
御
刀
之
前
刺
割
而
見
者
在
都

牟
刈
之
大
刀　

故
取
此
大
刀
思
異
物
而
白
上
於
天
照
大
御
神
也　

是
者
草
那
藝
之
大
刀
也　

故
是
以
其
速
須
佐
之
男
命
宮
可
造
作
之

地
求
出
雲
國　

尒
到
坐
須
賀
地
而
詔
之　

吾
來
此
地
我
御
心
須
須
賀
賀
斯
而
其
地
作
宮
坐　

故
其
地
者
於
今
云
須
賀
也　

茲
大
神
初

作
須
賀
宮
之
時
自
其
地
雲
立
騰　

尒
作
御
歌
其
歌
曰

夜
久
毛
多
都　

伊
豆
毛
夜
幣
賀
岐　

都
麻
碁
微
爾　

夜
幣
賀
岐
都
久
流　

曾
能
夜
幣
賀
岐
袁
。（
中
村
啓
信
訳
註
『
新
版
古
事
記
』

（
角
川
文
庫
）
掲
載
の
本
文
を
元
に
、
一
部
、
字
体
を
変
え
た
り
字
間
を
設
け
た
り
し
た
）。

　

つ
ぎ
に
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
と
ハ
ー
ン
の
引
用
文
を
校
合
し
た
英
文
を
掲
げ
る
。
ハ
ー
ン
が
削
除
し
た
個
所
に
取
り
消
し
線
を
、
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ハ
ー
ン
が
補
足
し
た
語
に
下
線
部
線
を
付
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
両
者
の
相
違
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
な
お
文
中
に
添
え
た
丸
番
号
は
、

後
述
す
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
翻
訳
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
特
に
①
と
⑤
は
、
遠
田
勝
氏
の
「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
ハ
ー
ン
が
作

中
に
日
本
語
を
用
い
る
こ
と
に
度
々
苦
言
を
呈
し
た（

（3
（

」
と
い
う
指
摘
を
彷
彿
と
さ
せ
る
具
体
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
本
章
の

四
（
六
四
頁
）
で
既
述
し
た
「
語
を
補
足
し
た
」
と
い
う
特
徴
も
以
下
の
③
か
ら
確
認
で
き
る
。

So, having been expelled, 

［H
is-Sw

ift-Im
petuous-M

ale-A
ugustness

］ T
hen

④ T
ake-haya-susa-no-w

o-no-m
ikoto

① 

descended to a place 
［called

］③ T
ori-kam

i at the headw
aters of the River H

i in the land of Idzum
o. A

t this 

tim
e som

e chopsticks  a chopstick

② cam
e floating dow

n the stream
. So H

is-Sw
ift-Im

petuous-M
ale-A

ugustness, 

T
ake-haya-susa-no-w

o-no-m
ikoto

①, thinking that there m
ust be people at the headw

aters of the river, w
ent up 

it in quest of them
., w

hen A
nd
④ he cam

e upon an old m
an and an old w

om
an,--tw

o of them
,--w

ho had a young 

girl betw
een them

, and w
ere w

eeping. T
hen he deigned to ask, “W

ho are ye?” So the old m
an replied, saying: 

“I am
 an Earthly D

eity, child  son

④ of the D
eity Great-M

ountain-Possessor. O
ho-yam

a-tsu-m
i-no-K

am
i.

① I am
 

called by the nam
e of Foot-Stroking-Elder,  A

shi-nadzu-chi;

① m
y w

ife is called by the nam
e of H

and-Stroking 

Elder, T
e-nadzu-chi;

① and m
y daughter is called by the nam

e of W
ondrous-nada-Princess. K

ushi-Inada-him
e.”

① 

A
gain he asked, “W

hat is the cause of your crying?” ［T
he old m

an

］③ answ
ered, saying: “I had originally eight 

young girls as  daughters.

④ But the eight-forked serpent of K
oshi has com

e every year, and devoured 

［one

］; 

and it is now
 its tim

e to com
e, w

herefore w
e w

eep.” T
hen he asked him

, “W
hat is its form

 like?” 

［T
he old 

m
an

］③ answ
ered, saying: “Its eyes are like akaka-gachi; it has one body w

ith eight heads and eight tails. 

M
oreover; on  upon

④ its body grow
 m

oss and also cham
aecyparis and cryptom

erias. sugi and hinoki trees.

② 
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Its length extends over eight valleys and eight hills; and if one look at its belly, it is all constantly bloody and 

inflam
ed.” 

（W
hat is called here akakagachi is the m

odern hohodzuki.

） T
hen H

is-Sw
ift-Im

petuous-M
ale-

A
ugustness T

ake-haya-susa-no-w
o-no-m

ikoto

① said to the old m
an, “If this be thy daughter, w

ilt thou offer her 

to m
e?” H

e replied, saying:  “W
ith reverence; but I know

 not thine august nam
e.” T

hen he replied, saying: “I 

am
 elder brother to the H

eaven-Shining-Great-A
ugust-D

eity  A
m

a-terasu-oho-m
i-K

am
i.

① So now

④ I have now

④ 

descended from
 heaven.” T

hen the D
eities Foot-Stroker-Elder  A

shi-nadzu-chi

① and H
and-Stroking-Elder T

e-

nadzu-chi

① said, “If that be so, w
ith reverence w

ill w
e offer 

［her to thee

］. ③” So H
is-Sw

ift-Im
petuous-M

ale-

A
ugustness, T

ake-haya-susa-no-w
o-no-m

ikoto,

① at once taking and changing the young girl into a 

m
ultitudinous and  close-toothed com

b, w
hich he stuck into his august hair-bunch, said to the D

eities Foot-

Stroking-Elder and H
and-Stroking-Elder: A

shi-nadzu-chi and T
e-nadzu-chi:

① “D
o you distill som

e eightfold 

refined liquor. A
lso m

ake a fence round about; in that fence m
ake eight gates; at each gate tie 

［together

］② a 

platform
; eight platform

s;

④ on each platform
 put a liquor-vat; and into each vat pour the eightfold refined 

liquor, and w
ait.” So as they w

aited after having thus

④ prepared everything in accordance w
ith his bidding, 

the eight-forked serpent cam
e truly as 

［the old m
an

］ had said, and im
m

ediately dipped and put a head

③ into 

each vat and drank the liquor. T
hereupon it w

as intoxicated w
ith drinking,

④ and all 

［the heads

］③ lay dow
n 

and slept. T
hen H

is-Sw
ift-Im

petuous-M
ale-A

ugustness  T
ake-haya-susa-no-w

o-no-m
ikoto

① drew
 the ten-grasp 

sabre that w
as augustly girded on  upon

④ him
, and cut the serpent in pieces, so that the River H

i flow
ed on 

changed into a river of blood. So w
hen he cut the m

iddle tail, the edge of his august sw
ord broke. T

hen, 
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thinking it strange, he thrust into and split 

［the flesh

］ w
ith the point of his august sw

ord and looked, and 

there w
as a great sw

ord 

［w
ithin

］. So he took this great sw
ord, and, thinking it a strange thing, he 

respectfully inform
ed the H

eaven-Shining-Great-A
ugust-D

eity.

② T
his is the H

erb-Q
uelling Great Sw

ord. So 

thereupon H
is Sw

ift-Im
petuous-M

ale-A
ugustness T

hen T
ake-haya-susa-no-w

o-no-m
ikoto

① sought in the Land 

of Idzum
o for a place  w

here he m
ight build a palace. T

hen he arrived at a place 

［called

］ Suga, and said: “O
n 

com
ing to this place m

y august heart is pure,”--and in that place he built a palace to dw
ell in. So that place is 

now
 called Suga.

② W
hen this great D

eity first built the palace of Suga, clouds rose up thence. T
hen he m

ade 

an august song. T
hat song said:

②
“Eight clouds arise. T

he eight-fold fence of Idzum
o m

akes an eight-fold fence for the spouses to retire 

［w
ithin

］. O
h! that eight-fold fence.”

Y
a-kum

o tatsu / Izum
o ya-he-gaki; / T

sum
a-gom

i ni / Y
a-he-gaki tsukuru; / Sono ya-he-gaki w

o

（
（3
（

⑤

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
翻
訳
の
原
語
の
扱
い
の
特
徴
を
五
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

①　

神
名
を
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
解
釈
し
た
意
味
で
示
し
た
が
、
ハ
ー
ン
は
原
音
を
優
先
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
須
佐
之
男
命
の
場
合
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
「H

is-Sw
ift-Im

petuous-M
ale-A

ugustness

（
素
早
く
て
激
烈
な
高
貴
な
男

性
）」
と
自
身
が
解
釈
し
た
名
前
の
意
味
の
英
訳
表
現
を
用
い
て
い
る
が
、
ハ
ー
ン
は
一
般
に
訓
ま
れ
て
き
て
い
る
音
を
そ
の
ま
ま
転
写

し
てT

ake-haya-susa-no-w
ono-m

ikoto

と
表
記
し
た
。
意
味
を
取
っ
て
訳
す
か
音
を
取
っ
て
原
音
を
残
す
か
、
こ
の
両
者
の
神
名
の

扱
い
の
方
針
は
そ
れ
ぞ
れ
一
貫
し
て
い
て
、
す
べ
て
の
引
用
個
所
で
こ
の
両
者
の
相
違
が
一
定
し
て
見
ら
れ
る
。
後
述
す
る
⑤
も
参
照
さ
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れ
た
い
。

②　

日
本
独
特
の
存
在
、
動
植
物
な
ど
は
、
近
似
の
意
味
の
英
訳
で
示
す
一
方
で
厳
密
な
伝
達
を
期
し
て
い
る
。

　

日
本
で
は
一
般
的
で
あ
ろ
う
が
異
文
化
圏
で
は
馴
染
み
が
薄
い
と
思
わ
れ
る
事
柄
、
と
く
に
動
植
物
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
ラ
テ
ン
語

の
学
名
な
ど
を
使
っ
て
い
る
。
一
方
ハ
ー
ン
は
『
古
事
記
』
に
言
及
す
る
と
き
に
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
、
引
用
し
た
と
き
に
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
ラ
テ
ン
語
に
し
た
所
を
日
本
語
の
音
に
直
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

　

八
岐
大
蛇
の
描
写
で
、「
そ
の
身
に
蘿こ

け

ま
た
桧ひ

榲す
ぎ

生
ひ
」
を
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は

M
oreover on its body grow

s m
oss, and also cham

aecyparis and cryptom
erias.

と
訳
し
た
が
、
ハ
ー
ン
は
、

M
oreover upon its body grow

s m
oss, and also sugi and hinoki trees.

と
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
音
の
ま
ま
に
直
し
て
引
用
し
た
。
こ
の
事
例
は
、
④
で
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
語
を
ハ
ー
ン
が
ど
の
よ
う
に
引
用
し
た

の
か
を
示
し
た
の
で
、
そ
こ
で
確
認
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
共
にJapanese cider

と
和
英
辞
典
に
あ
る
よ
う
な
英
訳
で
は
な
い

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

③　

と
も
に
文
意
の
明
確
化
を
重
視
し
原
文
に
な
い
語
を
補
充
し
て
い
る
。

　

文
意
の
明
確
化
の
た
め
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
頻
繁
に
翻
訳
文
の
中
に
［　

］
を
使
っ
て
、
そ
こ
に
原
文
に
な
い
接
続
語
、
主
語
、
補
語

な
ど
を
補
足
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ハ
ー
ン
は
そ
の
殆
ど
す
べ
て
括
弧
を
取
っ
て
、
括
弧
内
の
語
を
そ
の
ま
ま
文
章
の
中
に
入
れ
込
ん
で

お
り
、
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
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④　

文
の
接
続
や
語
の
単
複
の
扱
い
な
ど
一
部
の
語
彙
や
文
体
の
細
か
な
変
更
を
加
え
て
い
る
。

　
「
此
時
箸
從
其
河
流
下
《
此
の
時お

り

し
も
箸は

し

其
の
河
よ
り
流
れ
下
り
き
》」
を
、A

t this tim
e som

e chopsticks cam
e floating 

dow
n the stream

.

と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
英
訳
し
て
い
る
。
一
膳
の
箸
は
複
数
形
で
示
す
と
学
習
し
て
き
た
私
共
に
は
こ
れ
が
普
通
で

あ
る
が
、
ハ
ー
ン
はA

t this tim
e a chopstick cam

e floating dow
n the stream

.

と
箸
を
単
数
形
で
示
し
た
。
さ
ら
に
、child

はson

に
、young girls
はyoung daughters

に
、
ま
た
、on

をupon

に
代
え
て
い
る
。
そ
の
他
の
引
用
文
で
も
同
様
の
変
更
が

見
ら
れ
る
。

⑤　

神
名
の
場
合
と
同
様
、
歌
謡
も
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
英
語
、
ハ
ー
ン
は
原
音
の
音
の
調
べ
を
重
視
し
て
い
る
。

　

左
記
の
引
用
の
最
後
部
の
歌
謡
は
『
古
事
記
』
で
最
初
に
出
て
い
る
歌
で
あ
る
。『
古
今
和
歌
集
』
の
「
仮
名
序
」
で
、

人
の
世
と
な
り
て
す
さ
の
を
の
命
よ
り
ぞ
三
十
文
字
あ
ま
り
一
文
字
は
よ
み
け
る
。
す
さ
の
を
の
命
は
天
照
大
神
の
こ
の
か
み
な
り

女
と
住
み
た
ま
は
む
と
て
出
雲
の
国
に
宮
造
り
し
た
ま
ふ
時
に
そ
の
と
こ
ろ
に
八
色
の
雲
の
立
つ
を
見
て
よ
み
た
ま
へ
る
な
り　

や

雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ご
め
に
八
重
垣
作
る
そ
の
八
重
垣
を
。
か
く
て
ぞ
花
を
め
で
鳥
を
う
ら
や
み
霞
を
あ
は
れ
び
露
を
か
な
し
ぶ

心
言
葉
多
く
様
々
に
な
り
に
け
る
。
遠
き
所
も
い
で
た
つ
足
も
と
よ
り
始
ま
り
て
年
月
を
わ
た
り　

高
き
山
も
麓
の
塵
ひ
ぢ
よ
り
な

り
て
天
雲
た
な
び
く
ま
で
生
ひ
の
ぼ
れ
る
ご
と
く
に　

こ
の
歌
も
か
く
の
ご
と
く
な
る
べ
し

と
言
及
さ
れ
、
そ
の
後
、
我
が
国
の
和
歌
の
始
原
と
さ
れ
て
き
た
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
を
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
意
味
を
示
す
べ
く
英
語
に

訳
し
て
示
し
た
が
、
ハ
ー
ン
は
三
一
音
を
そ
の
ま
ま
ロ
ー
マ
字
で
音
写
し
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
を
章
末
の
注
で
示
し
て
読
者
の
意
味

理
解
に
資
し
て
い
る
。
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八
、
誤
読
か
否
か
。

　

我
が
国
で
の
通
例
の
訓
み
方
と
は
異
な
る
音
写
や
原
文
の
数
字
と
は
異
な
る
訳
語
が
あ
っ
た
り
す
る
。
斯
様
な
不
一
致
に
出
会
っ
た
場

合
、
誤
植
で
あ
れ
ば
訂
正
す
れ
ば
よ
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
指
摘
す
る
の
は
揚
げ
足
取
り
、
些
末
主
義
の
難
を
免
れ
な
い
だ
ろ
う
。
だ

が
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
本
の
誤
植
の
可
能
性
に
つ
い
て
触
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
は
、
誓
約
の
段
に
見
え
る
「
天

あ
め
の

菩ほ

比ひ
の

命み
こ
と

之

子
建た

け

比ひ

良ら

鳥と
り
の

命み
こ
と」

の
割
注
に
あ
る
「
无む

邪ざ

志し
の

国く
に
の

造み
や
つ
こ」

を
、
初
版
でRulers of the Land of M

uzashi

と
示
し
て
い
な
が
ら
、、
注

記
に
は
「
昔
も
今
もM

uzashi

は
濁
音
と
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
て
、
新
装
版
で
はM

usashi

と
校
正
し
て
あ
っ
た
の
で
、
明
ら
か
に

本
文
のM

uzashi
は
誤
植
だ
と
理
解
で
き
た
か
ら
あ
る
。
因
に
、
宣
長
は
「
む
ざ
し
の
く
に
の
み
や
つ
こ
」
と
濁
音
で
訓
ん
で
、『
古
事

記
傳
』
七
之
巻
、
神
代
五
之
巻
で
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
注
記
と
正
反
対
で
あ
る
。

武
藏
な
り
、
今
は
邪ザ

を
清ス

み
て
唱フ

れ
ど
も
、
濁
る
べ
し
。

　

以
下
に
は
、
明
治
一
六
年
の
刊
行
以
来
、
今
日
再
販
さ
れ
て
い
るT

uttle

版
に
至
る
ま
で
変
っ
て
い
な
い
表
記
で
、
気
に
な
る
箇
所

を
取
り
上
げ
る
。
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
誤
植
か
あ
る
い
は
誤
解
か
と
疑
問
を
生
む
例
は
以
下
の
よ
う
に
複
数
あ
る
。

　

但
し
、
こ
れ
ら
は
誤
植
で
は
な
く
、
ま
た
誤
解
さ
れ
た
音
写
で
も
な
く
、
原
典
の
理
解
に
関
わ
る
課
題
で
あ
る
。
一
見
、
誤
読
と
思
え

る
翻
訳
の
理
由
つ
ま
り
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
意
図
に
つ
い
て
は
考
察
が
至
ら
な
い
の
で
、
問
題
点
の
指
摘
だ
け
を
し
て
お
く
。

①　

序
文
の
「
臣
太
安
萬
侶
」

　

the Court N
oble of Futo no Y

asum
aro

（
宮
廷
貴
人
ふ
と
の
や
す
ま
ろ
）
と
訳
さ
れ
、Futo no

の
表
示
は
、
安
萬
侶
の
出
自
を

解
説
し
た
二
個
所
の
注
記
に
計
三
箇
所
見
え
、
版
を
重
ね
て
も
こ
の
音
写
は
変
っ
て
い
な
い
。
誤
植
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
他
の
外
国
語
訳

は
、O

 no

やO
PO

 N
Ö

な
ど
で
、Futo no Y

asum
aro

と
い
う
例
は
見
え
な
い
。
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チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
太
安
萬
侶
の
姓
を
フ
ト
と
言
っ
て
い
て
、
日
本
の
周
辺
の
人
々
も
納
得
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
近
、『
旧
事
本
紀
』
の
書
名
をK

yûjiki

と
し
てK

ujiki

を
異
名
と
表
示
し
た
例
を
み
た
こ
と
も
あ
る
。
略
称
は
そ
う
な
の
だ
ろ
う

か
。
ロ
ー
マ
字
表
記
は
原
語
の
音
を
示
す
こ
と
に
な
る
。「
日
本
を
ニ
ホ
ン
か
ニ
ッ
ポ
ン
か
」
ど
う
読
む
べ
き
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
、

十
六
世
紀
に
日
本
へ
来
た
宣
教
師
の
残
し
た
文
献
にN

ifon

と
もN

ippon

と
も
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
両
様
の
呼
び
方
が

あ
っ
た
と
し
て
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
ロ
ー
マ
字
表
記
は
そ
う
し
た
音
を
確
定
す
る
効
用
が
あ
る
。
そ
こ
に
翻
訳

本
の
利
点
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
誤
植
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
のFuto no Y

asum
aro

の
表
記
に
、
日
本
人
の
固
有
名
詞

は
音
で
も
訓
で
も
読
み
方
は
自
在
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
ど
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

②　

黄
泉
国
訪
問
譚
の
伊
邪
那
美
命
の
体
に
八
つ
の
雷
が
あ
っ
た
記
事

入
見
之
時
宇
士
多
加
禮
斗
呂
呂
岐
弖
於
頭
者
大
雷
居
於
胸
者
火
雷
居
於
腹
者
黑
雷
居
於
陰
者
析
雷
居
於
左
手
者
若
雷
居
於
右
手
者
土

雷
居
於
左
足
者
鳴
雷
居
於
右
足
者
伏
雷
居
幷
八
雷
神
成
居
《
入
り
見
ま
す
時
に
宇う

士じ

た
か
れ
と
ろ
ろ
ぎ
て
、
頭

み
か
し
らに

は
大お

ほ

雷
い
か
づ
ち

居
り
、

胸み
む
ねに

は
火
雷
居
り
、
腹み

は
らに

は
黑
雷
居
り
、
陰み

ほ
とに

は
析さ

く

雷
い
か
づ
ち

居
り
、
左
の
み
手
に
は
若
雷
居
り
、
右み

ぎ
りの

み
手
に
は
土
雷
居
り
、
左
の
み

足
に
は
鳴
雷
居
り
、
右
の
み
足
に
は
伏
雷
居
り
、
幷あ

は

せ
て
八

や
く
さ
の

雷
い
か
づ
ち
の

神か
み

成
り
居
り
き
》

　

右
の
傍
線
部
が
翻
訳
さ
れ
ず
、
腹
と
陰
か
ら
生
ま
れ
た
雷
は
見
え
な
い
の
で
、
英
訳
で
は
生
ま
れ
た
雷
の
名
前
は
六
種
に
な
っ
て
い
る
。

に
も
拘
ら
ず
、
原
文
の
波
線
部
はaltogether eight T

hunder-D
eities had been born and dw

elt there

（
全
部
で
八
柱
の
雷
の

神
が
生
ま
れ
て
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
）
と
訳
し
て
、
雷
の
数
が
一
致
し
な
い
。
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③　

孝
霊
天
皇
の
条

此
天
皇
之
御
子
等
幷
八
柱
男
王
五
女
王
三
《
此
の
天

す
め
ら

皇み
こ
との

御み

子こ

等た
ち

、
幷あ

は

せ
て
八や

柱は
し
らま

せ
り
。
男ひ

こ

王み
こ

五
い
つ
は
し
ら

女ひ
め

王み
こ

三み
は
し
ら》

　

御
子
は
八
と
あ
る
べ
き
だ
が
、

T
he august children of this H

eavenly Sovereign 

［num
bered

］ in all eleven D
eities 

（five kings and three 

queens
）

と
一
一
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
版
も
訂
正
は
な
い
。
フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
は

T
his em

peror had altogether eight children.

（Five princes and three princesses

）

と
、
八
で
あ
る
。
な
お
、
開
化
天
皇
の
条
「
凡
日
子
坐
王
之
子
幷
十
一
王
」《
凡
て
日ひ

こ
い
ま
す
の

子
坐
王み

こ

の
子み

こ

、
幷あ

は

せ
て
一
一
王
》
の
一
一
は
、
反

逆
し
た
兄
妹
を
含
め
た
実
数
は
一
五
だ
と
し
て
、
宣
長
は
一
五
と
読
ん
で
い
る
が
、
外
国
語
訳
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
のA

ltogether the 

children of K
ing H

iko-im
asu ［num

bered

］ in all eleven K
ings.

と
同
じ
一
一
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
あ
げ
た
例
の
「
王
」
の
訳
語
に
つ
い
て
は
注
35
で
言
及
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

九
、
英
語
な
ら
ぬ
ラ
テ
ン
語
の
個
所
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
。

　

こ
れ
こ
そ
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
本
の
他
に
類
を
見
な
い
特
異
な
特
徴
で
、
文
化
文
明
観
と
く
に
日
本
人
の
世
界
観
や
宗
教
観
の
評
価

に
深
く
関
わ
る
問
題
な
の
で
、
次
節
以
下
で
言
及
す
る
。

（
二
）　
ラ
テ
ン
語
に
訳
さ
れ
た
個
所

　

コ
タ
ン
ス
キ
は
「
欧
州
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
た
古
事
記
」
を
論
じ
る
中
で
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
多
く
の
言
及
を
し
、
そ
こ
で
、
チ
ェ
ン
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バ
レ
ン
の
ラ
テ
ン
語
使
用
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

西
洋
に
お
け
る
先
駆
者
的
日
本
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
と
っ
て
、『
古
事
記
』
は
古
代
日
本
の
習
慣
や
宗
教
的

か
つ
政
治
的
な
考
え
方
を
知
る
た
め
の
一
級
の
資
料
で
あ
っ
て
、
彼
は
そ
の
分
野
の
研
究
で
大
き
な
貢
献
を
果
し
て
い
る
。
だ
が
、

一
方
で
、
日
本
文
化
の
成
果
に
は
批
判
的
で
、『
古
事
記
』
の
歴
史
学
的
価
値
に
は
疑
問
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
自
身
の
翻
訳

を
文
学
的
と
す
る
意
欲
は
な
く
、
言
葉
と
言
葉
を
一
致
さ
せ
た
翻
訳
に
最
も
腐
心
し
た
。
時
折
、
漢
字
の
も
つ
意
味
に
過
度
に
依
存

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
天
皇
の
す
べ
て
の
息
子
を
《kings

》
と
訳
し
て
い
て
、
王
だ
と
考
え
て
い
た
し
、
皇
室
の
子
孫
を
場
合
に

よ
っ
て
は
《deities

》
と
訳
し
て
い
て
、
神
の
数
に
入
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
機
械
的
な
翻
訳
は
、
例
え
ば
、
八
重
事
代
主
神
を

D
eity Eight-Fold-T

hings-Sign-M
aster

（
八
つ
に
折
り
重
な
っ
た
物
事
の
印
の
主
人
の
神
）
と
訳
し
て
い
る
神
の
名
の
翻
訳
に

も
見
え
る
。
同
様
な
姿
勢
は
、
多
く
の
歌
謡
の
詩
情
が
薄
い
翻
訳
法
に
も
見
ら
れ
、
内
包
す
る
意
味
を
斟
酌
す
る
よ
り
文
字
通
り
の

翻
訳
が
優
先
さ
れ
、
歌
謡
の
英
語
へ
の
《
転
換
》
の
大
部
分
を
、
分
か
り
や
す
い
言
い
換
え
に
頼
っ
て
い
た
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
英
語
の
文
献
の
中
で
ラ
テ
ン
語
の
助
け
に
す
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、『
古
事

記
』
の
本
文
の
中
の
幾
箇
所
か
の
過
激
な
表
現
に
関
連
し
、
ま
た
、
微
妙
な
意
味
合
い
を
も
っ
た
箇
所
で
あ
る
。
そ
こ
は
、
チ
ェ
ン

バ
レ
ン
が
読
者
の
耳
に
不
快
感
を
与
え
た
く
な
か
っ
た
個
所
、
ま
た
、
植
物
学
か
つ
動
物
学
の
用
語
で
ラ
テ
ン
語
で
の
名
称
は
あ
っ

て
も
英
語
に
相
当
す
る
正
確
な
語
が
な
い
箇
所
で
あ
っ
た（

（3
（

。

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
英
訳
本
で
ラ
テ
ン
語
を
利
用
し
た
理
由
を
二
つ
あ
げ
て
い
る
の
は
適
切
な
指
摘
で
あ
る
。

一
、
正
確
さ
を
求
め
た
例

　

先
に
触
れ
た
佐
伯
彰
一
氏
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
『
古
事
記
』
の
評
（
六
一
頁
）
は
、
以
下
の
表
現
の
中
の
一
言
で
あ
る
。
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や
や
古
風
で
荘
重
、
格
調
高
い
文
体
も
印
象
的
だ
っ
た
が
、
何
よ
り
も
細
部
を
ご
ま
か
さ
ず
に
、
忠
実
な
訳
出
ぶ
り
に
つ
い
引
き
込

ま
れ
て
読
ん
で
ゆ
く
う
ち
、
突
然
ラ
テ
ン
語
が
ひ
と
し
き
り
読
む
箇
所
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
び
っ
く
り
し
た（

（3
（

。

　

同
氏
が
「
び
っ
く
り
し
た
」
の
は
、
コ
タ
ン
ス
キ
の
言
う
「
読
者
の
耳
に
不
快
感
を
与
え
た
く
な
か
っ
た
過
激
な
表
現
に
関
連
す
る
微

妙
な
味
合
い
の
あ
る
個
所
」
で
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
自
身
が
『
古
事
記
』
の
「
卑
猥
な
部
分
」
と
言
っ
て
い
る
個
所
だ
ろ
う
。

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
自
身
の
英
訳
『
古
事
記
』
で
ラ
テ
ン
語
を
使
っ
た
奇
妙
な
翻
訳
法
に
つ
い
て
、
明
確
な
自
覚
が
あ
っ
た
。
自
身
の
英

訳
本
の
序
文
で
次
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
。

『
古
事
記
』
は
、
奇
異
で
露
骨
な
感
じ
が
す
る
日
本
語
の
表
現
が
あ
る
。
そ
こ
を
英
語
に
訳
す
る
と
、
文
体
の
観
点
か
ら
も
、
奇
異

で
露
骨
に
な
る
。
日
本
語
そ
の
ま
ま
に
英
語
に
し
な
い
箇
所
は
、
明
ら
か
に
卑
猥
な
箇
所
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
ん
な
箇
所
を
ラ
テ

ン
語
で
翻
訳
す
る
こ
と
へ
の
異
議
は
私
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
ラ
テ
ン
語
の
部
分
は
英
語
の
部
分
と
同
じ
よ
う
に
厳

密
に
逐
語
的
に
訳
し
た（

（3
（

。

　

こ
れ
は
、
露
骨
で
奇
異
でbald and queer

卑
猥
な
部
分indecent portions

を
ラ
テ
ン
語
に
し
た
弁
明
で
あ
っ
て
、
コ
タ
ン
ス
キ

が
推
定
し
た
ラ
テ
ン
語
に
依
存
し
た
も
う
一
つ
の
理
由
で
あ
る
「
植
物
学
か
つ
動
物
学
の
用
語
」
の
場
合
に
言
及
が
な
い
の
は
、
そ
の
場

合
は
、
意
味
の
正
確
さ
を
求
め
た
結
果
で
あ
る
か
ら
と
く
に
弁
明
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

卑
猥
な
部
分
の
ラ
テ
ン
語
訳
の
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
す
る
前
に
、
植
物
学
の
用
語
の
事
例
と
し
て
三
例
を
取
り
上
げ
る
。

①　

天
岩
戸
の
段
「
天
香
山
之
五
百
津
眞
賢
木
矣
根
許
士
爾
許
士
而
於
上
枝
《
天

あ
め
の

香か
ぐ

山や
ま

の
五い

百ほ

津つ

眞ま
さ

賢か

木き

を
根
こ
じ
に
こ
じ
て
》」

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は

and pulling up by pulling its roots a true cleyera japonica w
ith five hundred 

［branches

］ from
 the H

eavenly 
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M
ount K

agu.
と
英
訳
し
、「
眞
賢
木
」
はa true cleyera japonica

と
訳
し
、
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
表
示
し
た
。

　

な
お
、
フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
はM

A
SA

K
A

K
Ï trees

で
、
ヘ
ル
ト
はhallow

ed evergreen

（
神
聖
な
常
緑
樹
）
と
訳
し
て
い
る
。

②　

八
俣
遠
呂
智
に
つ
い
て
「
其
身
生
蘿
及
桧
榲
《
そ
の
み
に
こ
け
ま
た
ひ
す
ぎ
お
ひ
》」

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
桧
はJapanese cypress

で
な
くcham

aecyparis

を
、
杉
はJapanese ceder

で
な
くcryptm

eria

を
使

用
し
て
、M

oreover on its body grow
s m

oss, and also cham
aecyparis and cryptom

erias

と
訳
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
通

り
で
あ
る
（
七
二
頁
）。

　

因
に
フ
リ
ッ
パ
イ
は
そ
の
個
所
をO

n his body grow
 m

oss and cypress and cryptom
eria trees.

と
し
、
ヘ
ル
ト
は

covered in m
oss, cypress and ceder.

と
簡
潔
明
瞭
で
あ
る
。

③　

倭
建
命
の
薨
去
の
段
、
三
五
番
目
の
歌
謡

那
豆
岐
能
多
能
伊
那
賀
良
邇
伊
那
賀
良
爾
波
比
母
登
冨
呂
布
登
許
呂
豆
良
《
な
づ
き
の
田
の
稻い

な

幹が
ら

に
稻
幹
に
匍は

ひ
廻も

と

ろ
ふ
野と

こ
ろ
づ
ら

老
蔓
》」

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、

“T
he D

ioscorea quinqueloba craw
ling hither

（
ヤ
ム
芋
の
蔓
が
繁
茂
し
て
こ
ち
ら
に
絡
ま
っ
て
い
る
）
／and thither 

am
ong the rice-stubble, am

ong

／the rice-stubble in the rice-fields encom
passing

／
［the m

ausoleum

］”

。

と
訳
し
て
い
る
。
野
老
蔓
をT

he D
ioscorea quinqueloba

と
訳
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ラ
テ
ン
語dioscorea

は
や
む
芋
でa 

creepin plant

（
蔦
の
這
う
植
物
）
で
あ
る
と
注
記
し
て
い
る
。
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フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
は

“T
he vines of the T

Ö
K

Ö
RÖ

（
野
老
の
蔓
）
／Craw

l around

／A
m

ong the rice stem
s

／T
he rice stem

s, in the 

rice paddies

／Bordering on 

［the tom
b

］.”

（
野
老
の
蔦
が
稲
殻
の
回
り
に
は
り
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
そ
の
田
圃
の
中
の
稲
殻

は
［
墓
の
上
で
］
墓
標
と
な
っ
て
い
る
）

そ
し
て
ヘ
ル
ト
は

O
n bordering paddies

／veer stalks of rice

／veer stalks of rice

／craw
l round clinging

／w
isps of yam

 

creeper

（
縁
取
ら
れ
た
稲
田
で
稲
の
茎
を
伸
ば
し
て
や
む
い
も
の
蔓
の
束
に
張
り
付
い
て
絡
ま
っ
て
い
る
籾
よ
）

と
そ
れ
ぞ
れ
訳
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
ラ
テ
ン
語
を
駆
使
し
た
訳
は
、
植
物
種
を
厳
密
に
示
そ
う
と
し
て
い
る
、
と
理
解
で
き
る
。
現
実
に
証

明
し
う
る
正
確
性
を
重
視
し
て
、『
古
事
記
』
の
歴
史
性
に
は
疑
念
を
抱
い
て
い
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
と
っ
て
、
動
植
物
種
の
特
定
も
厳

密
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
の
よ
う
に
日
本
語
音
を
残
し
て
も
読
者
に
は
読
み
に
く
く
意
味
も
不
明
だ

し
、
読
者
の
理
解
し
や
す
さ
を
求
め
た
ヘ
ル
ト
の
よ
う
な
大
胆
な
翻
訳
（
五
六
頁
以
下
参
照
）
も
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
は
で
き
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。

二
、
不
快
感
を
与
え
る
と
い
う
個
所

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
『
古
事
記
』
に
物
語
全
体
が
ラ
テ
ン
語
の
部
分
が
あ
り
、
そ
の
顕
著
な
例
は
次
の
三
個
所
で
あ
る
。
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古
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①　

国
生
み
の
段
。

　

岐
美
二
神
が
淤
能
碁
呂
島
に
天
の
御
柱
そ
し
て
八
尋
殿
を
見
立
て
た
所
ま
で
が
英
語
で
、
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
の
特
徴
を
確
認
し

合
う
遣
り
取
り
か
ら
水
蛭
子
を
生
む
前
ま
で
す
べ
て
が
ラ
テ
ン
語
、
し
か
も
、
そ
の
後
の
、
天
神
に
相
談
す
る
箇
所
だ
け
一
度
は
英
語
に

戻
る
が
、
天
神
の
指
示
を
得
て
再
度
結
婚
す
る
箇
所
「
如
此
言
竟
而
御
合
生
子
淡
道
之
穗
之
狹
別
嶋
《
如か

此く

言の

り
た
ま
ひ
竟を

へ
て
御み

合あ

ひ

ま
し
て
子み

こ

淡
道
之
穗
之
狹
別
嶋
を
生う

み
た
ま
ひ
き
》」
の
傍
線
部
は
ラ
テ
ン
語
に
戻
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
前
の
傍
線
部
を
、
フ
ィ

リ
ッ
パ
イ
はthey w

ere united

と
、
ヘ
ル
ト
はthey joined

と
共
に
日
本
語
の
「
結
ば
れ
た
」
と
訳
せ
る
英
語
を
使
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
岩
波
文
庫
版
で
倉
野
憲
司
が
「
二
神
の
結
婚
」
と
題
を
つ
け
た
節
の
殆
ど
全
部
が
英
語
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ

で
は
、
ラ
テ
ン
語
を
理
解
し
な
い
と
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
本
で
は
『
古
事
記
』
のcosm

ogony

（
宇
宙
生
成
論
）
を
正
確
に
理
解

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

②　

神
武
天
皇
の
条
で
、
伊
須
氣
余
理
比
賣
誕
生
の
顛
末
の
次
の
傍
線
部
。

美
和
之
大
物
主
神
見
感
而
其
美
人
爲
大
便
之
時
化
丹
塗
矢
自
其
爲
大
便
之
溝
流
下
突
其
美
人
之
富
登
尒
其
美
人
驚
而
立
走
伊
須
須
岐

伎
乃
將
來
其
矢
置
於
床
邊
忽
成
麗
壯
夫
即
娶
其
美
人
生
子
名
謂
富
登
多
多
良
伊
須
須
岐
比
賣
命
亦
名
謂
比
賣
多
多
良
伊
須
氣
余
理
比

賣
是
者
惡
其
富
登

云
事
後
改
名
也
《
美
和
之
大
物
主
神
見み

感め

で
て
其
の
美を

と
め人

の
大か

は
や便

に
爲い

れ
る
時
に
、
丹に

塗ぬ
り

矢や

に
化な

り
て
其
の
爲
大か

は
や便

の
溝し

た
流
下
よ
り

其
の
美を

と
め人

の
富ほ

登と

を
突
き
た
ま
ひ
き
。
爾か

れ
其
の
美を

と
め人

驚
き
て
立
ち
走
り
、
い
す
す
ぎ
き
。
乃か

く

て
其
の
矢
を
將も

ち
來
て
、
床
の
邊
に

置
き
し
か
ば
、
忽
ち
に
麗
し
き
壯を

と
こ夫

に
成
り
て
、
即
ち
其
の
美を

と
め人

に
娶み

あ

ひ
て
、
生
み
ま
せ
る
み
子
、
名み

な

は
富ほ

登と

多た

多た

良ら

伊い

須す

須す

岐ぎ

比ひ
め

賣の
み

命こ
と

、
亦
名
は
比ひ

賣め

多た

多た

良ら

伊い

須す

氣け

余よ

理り

比ひ

賣め

と
謂
す
。
是
は
其
の
富
登
と
云
ふ
事
を
惡

み
て
、
後
に
改
へ
つ
る
名
な
り
。
》（『
神
典
』）

　

こ
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
ラ
テ
ン
語
に
し
て
い
る
個
所
を
、
フ
リ
ッ
パ
イ
は
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O
PO

-M
Ö

N
Ö

-N
U

SI-N
Ö

-K
A

M
Ï of M

IW
A saw

 her and adm
ired her. / “W

hen the m
aiden w

as defecating, he 

transform
ed him

self into a red painted arrow
 and, floating dow

n the ditch w
here she w

as defecating, struck 

the m
aiden’s genitals. T

hen the m
aiden w

as alarm
ed, and ran aw

ay in great confusion.” / T
hen she took the 

arrow
 and placed it by her bed. / “Im

m
ediately it turned into a lovely young m

an, w
ho took the m

aiden as 

w
ife, and there w

as born a child nam
ed P

Ö
T

Ö
-T

A
T

A
RA

-ISU
SU

K
I-PIM

E-N
Ö

-M
IK

Ö
T

Ö. A
nother nam

e w
as P

IM
E-

T
A

T
A

RA
-ISU

K
Ë-Y

Ö
R1-PIM

E . / T
he nam

e w
as later changed to this because of dislike for the w

ord potö.”

と
英
訳
し
て
い
る
。
こ
れ
を
反
訳
す
る
と
「
美
和
之
大
物
主
神
は
彼
女
を
見
て
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
乙
女
が
排
便
を
し
て

い
る
と
き
に
、
自
身
を
赤
い
矢
に
変
身
さ
せ
、
そ
こ
の
排
水
溝
に
流
れ
着
い
て
乙
女
の
陰
部
を
突
い
た
。
す
る
と
、
乙
女
は
驚
愕
し
て
混

乱
に
陥
っ
た
が
、
続
い
て
、
そ
の
矢
を
取
っ
て
、
自
分
の
寝
床
の
横
に
据
え
た
。
そ
の
矢
は
愛
す
べ
き
美
男
に
な
る
や
い
な
や
、
乙
女
を

妻
と
し
、
富
登
多
多
良
伊
須
須
岐
比
賣
命
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
比
賣
命
の
別
名
は
比
賣
多
多
良
伊
須
氣
余
理
比
賣
と
い
う
。
そ
の
別
名
は
ホ
ト

と
い
う
言
葉
を
好

ま
し
く
思
わ
ず
に
、
後
に
な
っ
て

代
わ
り
に
名
付
け
た
名
で
あ
る

」
と
な
る
。

③　

景
行
天
皇
の
条

　

東
国
征
旅
を
終
え
て
尾
張
に
帰
っ
た
倭
建
命
に
美
夜
受
比
賣
が
大
御
酒
盞
を
獻
じ
た
後
の
「
爾
美
夜
受
比
賣
其
於
意
須
比
之
襴
著
月
經

故
見
其
月
經
御
歌
曰
」
か
ら
唱
和
し
た
二
人
の
歌
も
含
め
て
「
故
爾
御
合
而
」
ま
で
の
す
べ
て
が
ラ
テ
ン
語
で
「
以
其
御
刀
之
草
那
藝
劔

置
」
に
な
っ
て
や
っ
と
英
語
に
な
る
。
岩
波
文
庫
版
の
倉
野
憲
司
の
訓
読
だ
け
を
左
に
示
し
た
。
こ
の
歌
謡
を
含
め
た
全
文
が
ラ
テ
ン
語

で
あ
る
。

こ
こ
に
美
夜
受
比
賣
、
そ
れ
襲
の
襴
に
、
月
經
著
き
た
り
き
。
故
、
其
の
月
經
を
見
て
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く
、「
ひ
さ
か
た
の
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天
の
香
具
山　

利
鎌
に
さ
渡
る
鵠　

弱
細
手
弱
腕
を　

枕
か
む
と
は
我
は
す
れ
ど　

さ
寢
む
と
は
我
は
思
へ
ど　

汝
が
著
せ
る
襲
の

裾
に　

月
立
ち
に
け
り
」
と
う
た
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
美
夜
受
比
賣
、
御
歌
に
答
へ
て
曰
ひ
し
く
、「
高
光
る
日
の
御
子　

や
す

み
し
し
我
が
大
君　

あ
ら
た
ま
の
年
が
來
經
れ
ば　

あ
ら
た
ま
の
月
は
來
經
往
く　

諾
な
諾
な
諾
な　

君
待
ち
難
に　

我
が
著
せ
る

襲
の
裾
に　

月
立
た
な
む
よ
」
と
い
ひ
き
。
故
こ
こ
に
御
合
し
た
ま
ひ
て（

（3
（

　

以
上
の
三
個
所
が
話
の
全
体
が
英
語
で
な
い
典
型
で
、
そ
の
他
に
行
動
や
様
子
を
描
写
し
た
部
分
だ
け
が
ラ
テ
ン
語
の
例
と
し
て
次
の

八
箇
所
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
部
分
に
つ
い
て
、
ま
ず
原
文
と
そ
の
宣
長
の
訓
を
掲
げ
、
ラ
テ
ン
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
部
分
に
傍
線
を
付

し
、
そ
の
ラ
テ
ン
語
を
〈　

〉
内
に
示
し
た
。
続
い
て
、
フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
の
英
訳
を
掲
げ
、
そ
こ
で
も
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
ラ
テ
ン
語
に
し

た
個
所
を
傍
線
で
示
し
、
か
つ
そ
の
部
分
の
反
訳
を
添
え
た
。

④　

速
須
佐
之
男
命
が
誓
約
に
勝
っ
た
と
し
て
暴
れ
た
後
。

天
衣
織
女
見
驚
而
於
梭
衝
陰
上
而
死
《
天

あ
め
の

衣み
そ

織お
り

女め

見
驚
き
て
梭ひ

に
陰ほ

上と

を
衡
き
て
み
死う

せ
き
》

〈im
pegerunt privatas partes adversis radiis et obierunt

〉

T
he heavenly w

eaving m
aiden, seeing this, w

as alarm
ed and struck her genitals against the shuttle and died.

「
天
之
機
織
り
娘
は
、
そ
れ
を
見
て
驚
き
、
杼
で
陰
部
を
突
か
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
」。

　

因
み
に
、
天
之
衣
女
を
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
はw

om
en

と
複
数
に
訳
し
て
い
る
が
、
フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
も
ヘ
ル
ト
も
単
数
で
あ
る
。

⑤　

天
岩
屋
戸
の
段
で
天
宇
受
賣
命
が
踊
っ
た
場
面
。

爲
神
懸
而
掛
出
乳
裳
緒
忍
埀
於
番
登
也
《
神
懸
為し

て
胸む

な

乳ち

掛
き
出
で
裳も

緒ひ
も

を
番ほ

登と

に
忍お

し

垂
れ
き
》
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〈usque ad privates partes

〉

T
hen she becam

e divinely possessed, exposed her breasts, and pushed her skirt-band dow
n to her genitals.

「
そ
こ
で
、
彼
女
は
神
懸
か
り
に
な
っ
て
胸
を
露
出
さ
せ
、
ス
カ
ー
ト
の
帯
紐
を
自
身
の
陰
部
の
下
に
ま
で
降
ろ
し
た
」

　

な
お
、
こ
の
場
面
に
つ
い
て
の
見
解
を
求
め
ら
れ
た
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
は
、「
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
淫
ら
な
踊
り
」
と
題
し
た
文
章

で
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
記
述
を
参
照
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

女
性
器
を
見
せ
る
と
い
う
お
ど
け
た
し
ぐ
さ
で
何
か
を
暗
示
す
る
こ
と
が
、
幾
世
紀
に
わ
た
っ
て
エ
ジ
プ
ト
文
明
の
な
か
で
続
い
た

特
性
の
一
つ
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（3
（

。

⑥　

速
須
佐
之
男
命
が
「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
」
の
歌
を
詠
ん
だ
後
。

「
櫛
名
田
比
賣
以
久
美
度
邇
起
而
所
生
神
名
謂
八
嶋
士
奴
美
神
」《
櫛
名
田
比
賣
を
以も

て
久く

美み

度ど

に
起
こ
し
て
生
み
ま
せ
る
神
の
名み

な

を

八
嶋
士
奴
美
神
と
謂い

ふ
》

〈Q
uare, quum

 incepit in thalam
o 

［opus procreationis

］ cum
 M

irâ-H
erâ-Inadâ, procreavit D

eum
 nom

ine Eight-

Island Ruler.

〉

T
hen taking K

U
SI-N

A
D

A
-PIM

E he com
m

enced procreation, and there w
as born a deity nam

ed Y
A

-SIM
A

-ZIN
U

M
I-

N
Ö

-K
A

M
Ï

「
櫛
名
田
比
賣
を
誘
い
子
造
り
を
始
め
、
八
嶋
士
奴
美
神
が
生
ま
れ
た
」。

⑦　

根
国
で
大
穴
牟
遲
神
か
ら
得
た
大
刀
・
弓
で
八
十
神
を
征
伐
し
国
を
作
っ
た
時
。

「
八
上
比
賣
者
如
先
期
美
刀
阿
多
波
志
都
」《
八
上
比
売
賣
は
先
の
期ち

ぎ
りの

如ご
と

み
と
あ
た
は
し
つ
》
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〈Q
uam

obrem
 H

era Y
am

aki, secundum
 anterius pactum

, 

［cum
 eo

］ in thalam
o coivit.

〉（［cum
 eo

］
な
ど
［　

］

は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
原
文
に
な
い
語
を
補
足
し
た
語
。
以
下
同
じ
）。

Y
A

-GA
M

I-PIM
E, in accordance w

ith their previous betrothal, shared the conjugal bed

「
八
上
比
賣
は
、
先
の
婚
約
の

通
り
に
夫
婦
で
床
を
共
に
し
た
」。

⑧　

上
巻
の
大
国
主
神
の
物
語
。

沼
河
日
賣
が
須
勢
理
毘
賣
命
の
嫉
妬
を
畏
れ
て
、
大
国
主
神
と
「
其
夜
者
不
合
而
明
日
夜
爲
御
合
也
」《
其
の
夜
は
合
は
さ
ず
て
明あ

く

日る
ひ

の
夜
御み

合あ
ひ

為し

た
ま
ひ
き
》

〈Q
uam

obrem
 eâ nocte non coierunt, sed sequentis diei nocte auguste coierunt

〉

T
hey w

ere not united that night, but w
ere conjugally united the follow

ing night.

「
二
人
は
そ
の
晩
に
結
ば
れ
ず
、

翌
日
の
夜
に
夫
婦
の
結
合
を
し
た
」。

⑨　

邇
邇
藝
能
命
が
木
花
之
佐
久
夜
毘
賣
に
求
婚
し
た
時
の
言
葉
。

「
答
白
我
姉
石
長
比
賣
在
也
爾
詔
吾
欲
目
合
汝
奈
爾
詔
吾
欲
目
合
汝
奈
何
」《「
我あ

が
姉
石
長
比
賣
在
り
」
と
答ま

白を

し
た
ま
ひ
き
。
爾か

れ
詔
り
た
ま
は
く
「
吾あ

れ

汝い
ま
しに

目ま
ぐ

合は
ひ

せ
む
と
欲お

も

ふ
は
奈い

何か

に
」》

〈T
hen he charged her, ［saying

］: “Ego sum
 cupidus coiendi tecum

. T
ibi quom

odo videtur?”

〉

“I w
ish to m

arry you. W
hat is your w

ish?”

「
結
婚
し
て
下
さ
い
。
お
気
持
は
い
か
が
で
す
か
」。
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⑩　

応
神
天
皇
の
条
に
あ
る
天
之
日
矛
の
物
語
の
冒
頭
で
、
昼
寝
を
し
て
い
た
賎
女
が
赤
玉
を
生
む
話
。

「
此
沼
之
邊
一
賎
女
晝
寝
於
是
日
耀
如
虹
指
其
陰
上
」《
此
の
沼
の
邊ほ

と
りに

、
一あ

る

賤し
づ

女の
め

昼
寝
し
た
り
き
。
こ
こ
に
日
の
耀

ひ
か
り

虹
の
如
其
の
陰ほ

上と

を
指
し
た
る
を
》

〈O
n the bank of this lagoon a certain poor girl w

as 

［taking her

］ m
idday sleep. T

unc solis radii, coelesti arcui 

sim
iles, in privatas partes im

pegerunt.

〉

By this sw
am

p a w
om

an of low
ly station w

as taking a noonday nap. T
hen the rays of the sun shone upon her 

genitals like a rainbow
.

「
こ
の
沼
の
辺
で
身
分
の
低
い
一
人
の
女
が
昼
寝
を
し
て
い
る
と
、
太
陽
光
線
が
虹
の
よ
う
に
な
っ
て

彼
女
の
陰
部
に
差
し
込
ん
だ
」。

⑪　

安
康
天
皇
の
条
。

「
大
日
下
王
者
不
受
敕
命
曰
己
妹
乎
爲
等
族
之
下
席
而
取
横
刀
之
手
上
而
怒
歟
」《
大お

ほ

日く
さ

下か
の

王み
こ

は
勅お

ほ

命み
こ
とを

受
け
た
ま
は
ら
ず
て
、
己
が

妹い
も

や
等

ひ
と
し

族う
か
らの

下し
た

席む
し
ろに

爲
ら
む
と
い
ひ
て
、
横た

刀ち

の
手た

上が
み

取
り
し
ば
り
て
怒
り
ま
し
つ
》

〈“K
ing O

ho-kusaka w
ould not receive the Im

perial Com
m

ands, but said: “A
n soror m

ea fiet ejusdem
 stirpis 

［viri

］ inferior storea?” and, grasping the hilt of his cross-sw
ord, w

as angry”.

Is m
y younger sister to be the sleeping m

at for 〔one of

〕 an equall ranking clan?

「「
同
じ
身
分
の
一
族
の
一
人
の
寝

床
の
敷
物
の
よ
う
な
妃
に
す
る
つ
も
り
か
、
そ
う
は
さ
せ
な
い
」
と
言
っ
て
、
太
刀
の
柄
を
握
っ
て
怒
っ
た
」

　

以
上
十
一
箇
所
の
外
に
、
単
語
だ
け
の
ラ
テ
ン
語
も
あ
る
。
多
く
が
夫
婦
関
係
や
出
産
に
関
わ
る
言
葉
で
、
例
え
ば
「
く
み
ど
」「
ほ
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と
」「
ま
ぐ
は
ひ
」「
み
あ
ひ
」「
よ
ば
ふ
」「
ま
く
」「
め
す
」
等
々
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
く
み
ど
」「
ま
ぐ
は
ひ
」「
ほ
と
」
の
三
例
を

検
討
す
る
。

　
「
く
み
ど
」
は
、
国
生
み
の
段
で
蛭
子
を
生
ん
だ
後
に
生
殖
行
為
を
や
り
直
す
個
所
（
八
一
頁
）
と
速
須
佐
之
男
命
が
「
八
雲
立
つ
」

の
歌
を
詠
ん
だ
後
に
櫛
名
田
比
賣
と
八
嶋
士
奴
美
神
を
生
ん
だ
個
所
（
八
四
頁
）
の
僅
か
二
例
見
え
る
だ
け
で
、
共
に
ラ
テ
ン
語
に
な
っ

て
い
る
。

　
「
ま
ぐ
は
ひ
」
は
、
ラ
テ
ン
語
に
訳
さ
れ
た
段
落
の
原
文
は
引
用
し
な
か
っ
た
が
、
右
の
二
の
①
「
国
生
み
の
段
」（
八
一
頁
）
の
中
の

「
爾
伊
邪
那
岐
命
詔
然
者
吾
與
汝
天
之
御
柱
而
爲
美
斗
能
麻
具
波
比
」（
こ
こ
に
、
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
、
し
か
ら
ば
、
あ
と
な
と
こ
の
あ

め
の
み
は
し
ら
を
ゆ
き
め
ぐ
り
あ
ひ
て
、
み
と
の
ま
ぐ
は
ひ
せ
む
）
は
ラ
テ
ン
語
に
訳
さ
れ
た
中
に
あ
る
の
で
当
然
ラ
テ
ン
語
で
あ
る
。

だ
が
、
宣
長
が
「
ま
ぐ
は
ひ
」
と
訓
読
し
た
次
の
四
箇
所
を
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
次
の
よ
う
に
英
訳
し
て
い
る
。

㊀�　

故
隨
詔
命
而
參
到
須
佐
之
男
命
之
御
所
者
其
女
須
勢
理
毘
賣
出
見
爲
目
合
而
《
故か

れ
詔み

こ
と命

の
隨ま

に
まに

須
佐
之
男
命
の
御み

も
と所

に
参ま

ゐ

到い
た

り
し

か
ば
、
其
の
女

み
む
す
め

須す

勢せ

理り

毘び

賣め

出
で
見
て
目ま

ぐ

合は
ひ

爲し

て
》

So on his obeying her com
m

and and arriving at the august place of H
is Im

petuous-M
ale-A

ugustness, the 

latter’s daughter the Forw
ard-Princess cam

e out and saw
 him

, and they exchanged glances and w
ere 

m
arried,

（
二
神
は
視
線
を
交
わ
し
て
結
婚
し
た
）

㊁�　

豐
玉
毘
賣
命
思
奇
出
見
乃
見
感
目
合
而
《
豐
玉
毘
賣
命
奇あ

や

し
と
思お

も

ほ
し
て
出
で
見
て
、
乃
ち
見み

感め

で
て
目ま

ぐ

合は
ひ

し
て
》

T
hen H

er A
ugustness Luxuriant-Jew

el-Princess, thinking it strange, w
ent out to look, and w

as forthw
ith 
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delighted at the sight. T
hey exchanged glances

（
二
神
は
視
線
を
交
わ
し
た
）

㊂�　

赦
其
賎
夫
將
來
其
玉
置
於
床
邊
即
化
美
麗
孃
子
仍
婚
爲
嫡
妻
《
其
の
賤し

づ

夫の
を

を
赦
し
て
、
其
の
玉
を
將も

ち
來
て
床
の
邊
に
置
け
り
し
か

ば
、
即
ち
美か

ほ
よ麗

き
嬢を

と
め子

に
化な

り
ぬ
。
仍か

れ
婚

ま
ぐ
は
ひし

て
嫡む

か

妻ひ
め

と
爲し

た
り
き
》

Forthw
ith it w

as transform
ed into a beautiful m

aiden, w
hom

 he straightw
ay w

edded, and m
ade his chief w

ife.

（
す
ぐ
に
美
女
に
変
身
し
た
の
で
、
男
は
迷
い
な
く
結
婚
し
て
彼
女
を
正
妻
と
し
た
）

㊃�　

爾
伊
豆
志
袁
登
賣
思
異
其
花
將
來
之
時
立
其
孃
子
之
後
入
其
屋
即
婚
故
生
子
一
也
《
伊い

豆ず

志し

袁を

登と

賣め

其
の
花
を
異あ

や

し
と
思
ひ
て
將も

ち

來
る
時
に
、
其
の
嬢を

と
め子

の
後し

り

に
立
ち
て
其
の
屋
に
入
り
て
即
ち
婚ま

ぐ
はひ

し
つ
。
故か

れ
一こ

ひ

子と
り

を
生
み
た
り
き
》

T
hen, w

hen the M
aiden-of-Idzushi, thinking the blossom

s strange, brought them
 

［hom
e, the Y

outh-of-the-

H
aze-on-the-Spring-M

ountains
］ follow

ed behind the m
aiden into the house, and forthw

ith w
edded her. So she 

gave birth to a child.

（
そ
こ
で
、
花
が
咲
く
の
が
奇
妙
に
思
っ
て
持
っ
て
く
る
と
き
に
、［
春
山
霞
壮
士
は
］
そ
の
孃
子
の
後
を

追
っ
て
、
伊
豆
志
袁
登
賣
の
家
に
入
っ
て
結
婚
し
た
。
そ
し
て
一
子
を
儲
け
た
。）

　

以
上
の
例
か
ら
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
「
ま
ぐ
は
ひ
」
と
い
う
訓
む
語
が
あ
れ
ば
必
ず
ラ
テ
ン
語
に
す
る
、
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。
む
し
ろ
英
語
の
方
が
卑
猥
さ
が
出
な
い
場
合
に
は
、
英
語
に
し
た
の
で
あ
る
。
次
の
「
ほ
と
」
も
そ
う
し
た
例
と
な
っ
て
い

る
。

　
「
ほ
と
」
は
陰
・
蕃
登
・
番
登
・
富
登
な
ど
の
表
記
で
、
全
部
で
一
一
例
見
え
る
が
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
場
合
は
、
そ
の
語
を
含
む
一

節
す
べ
て
が
ラ
テ
ン
語
の
場
合
はprivatas partes

と
ラ
テ
ン
語
で
あ
る
が
、
そ
の
他
はprivate parts

と
い
う
英
語
で
一
貫
し
て
い
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る
。
一
方
、
そ
の
個
所
を
フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
は
生
殖
器
・
性
器
を
示
す
英
語genitals

を
当
て
て
い
る
。
ラ
テ
ン
語
でgenitalis

と
は
「
生

殖
の
・
出
生
の
・
多
産
」
等
の
意
味
の
形
容
詞
で
、
そ
れ
が
身
体
の
一
部
を
示
す
名
詞
に
な
っ
たgenitale

は
「
生
殖
器
」
を
示
す
。
そ

こ
か
ら
派
生
し
た
英
語
のgenitals

を
使
っ
た
フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
の
用
法
はprivate parts

を
使
っ
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
よ
り
直
裁
的
な
語

感
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
例
と
し
て
、
既
に
前
述
の
二
の
⑩
（
八
六
頁
）
で
言
及
し
た
応
神
天
皇
の
末
尾
の
天
之
日
矛
の
物
語
の
次
の

用
法
が
あ
る
。
そ
の
「
於
是
日
耀
如
虹
指
其
陰
上
」《
こ
こ
に
日ひ

の

耀ひ
か
り

虹
の
ご
と 

そ
の
ほ
と
を
さ
し
た
る
》
を
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、

T
unc solis radii, coelesti arcui sim

iles, in privatas partes im
pegerunt.

と
全
文
が
ラ
テ
ン
語
な
の
で
、
陰
（
ほ
と
）
も
ラ
テ
ン
語
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
陰
は
殆
ど
英
語
のpivate parts

と
訳
し
て
い
る
。

　

こ
こ
を
フ
リ
ッ
パ
イ
は
、
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。

By this sw
am

p a w
om

an of low
ly station w

as taking a noonday nap. T
hen the rays of the sun shone upon her 

genitals like a rainbow
.

　

つ
ま
り
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
「
ほ
と
」
の
翻
訳
に
際
し
て
、
生
殖
器
を
示
す
ラ
テ
ン
語
由
来
のgenitaila

を
使
わ
ず
に
、
あ
り
の
ま

ま
の
表
現
で
は
な
い
婉
曲
表
現private parts

を
使
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
表
現
は
一
八
世
紀
後
半
か
ら
使
わ
れ
出
し
た
語
だ
と
、『
ラ

ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
英
和
大
辞
典
』（
第
二
版
・
小
学
館
・1994

）
な
ど
に
説
明
が
あ
る
。

　

こ
の
「
ほ
と
」
の
翻
訳
で
ラ
テ
ン
語
系
のgenitals

を
使
わ
ず
に
英
語
のprivate parts

を
使
っ
た
姿
勢
か
ら
、
却
っ
て
、
卑
猥
な

語
感
を
避
け
た
い
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
強
い
意
識
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
八
の
②
で
述
べ
た
よ
う
に
（
七
五
頁
）、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
黄
泉
国
訪
問
譚
で
「
於
腹
者
黑
雷
居
於
陰
者
析
雷
居
」《
腹み

は
らに

は

黑
雷
居
り
、
陰み

ほ
と

に
は
析
雷
居
り
》」
の
傍
線
部
を
翻
訳
し
な
か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
原
文
の
「
幷
八
雷
神
成
居
」
は
そ
の
ま
ま
に
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altogether eight T
hunder-D

eities had been born and dw
elt there

（
全
部
で
八
柱
の
雷
の
神
が
生
ま
れ
て
そ
こ
に
住
ん
で
い

た
）
と
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
該
当
箇
所
に
付
し
た
注
で
は
、
英
訳
の
本
文
に
な
い
二
雷
の
原
典
の
名
をK

uro-ikadzuchi

とSaki-

ikadzuchi

と
ロ
ー
マ
字
で
音
写
し
て
出
し
て
い
る
。
雷
の
数
も
注
記
も
そ
の
後
刊
行
さ
れ
て
い
るT

uttle

版
で
も
変
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
誤
植
だ
と
片
付
け
る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
忌
避
す
る
「
陰
」
と
い
う
語
の
あ
る
箇
所
で
あ
っ
た
た
め
で
あ

ろ
う
。

　

以
上
縷
々
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
『
古
事
記
』
に
は
ラ
テ
ン
語
が
溢
れ
て
い
る
。
本
文
ば
か
り
か
、
天
岩
戸
の

段
の
「
取
天
金
山
之
鐵
而
求
鍛
人
天
津
麻
羅
而
科
伊
斯
許
理
度
賣
命
令
作
鏡
《
天
金
山
の
鐵か

ね

を
取
り
て
、
鍛か

ぬ
ち人

天あ
ま

津つ

麻ま

羅ら

を
求ま

ぎ
て
、
伊い

斯し

許こ

理り

度ど

賣め
の

命み
こ
とに

科お
ほ

せ
て
鏡
を
作
ら
し
め
》」
の
「
天
津
麻
羅
」
の
語
釈
の
注
つ
ま
り
語
の
理
解
を
助
け
る
注
で
す
ら
、
そ
の
意
味
を
ラ

テ
ン
語
で
示
し
て
い
る
。
十
九
世
紀
の
西
洋
の
知
識
人
に
ま
だ
ラ
テ
ン
語
が
通
用
し
て
い
て
、『
古
事
記
』
を
読
む
読
者
層
に
は
ラ
テ
ン

語
の
説
明
で
も
語
義
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
ラ
テ
ン
語
の
使
用
に
そ
れ
ほ
ど
違
和
感
は
も
た
れ
な
い
と

思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
三
）
ラ
テ
ン
語
使
用
の
理
由
と
そ
の
意
味

　

ラ
テ
ン
語
の
箇
所
の
殆
ど
が
結
婚
や
生
殖
行
為
に
関
連
し
た
出
来
事
で
あ
る
こ
と
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
明
言
し
た
「
卑
猥
な
表
現
を

避
け
る
た
め
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
理
解
で
き
る
が
、
そ
ん
な
関
係
の
箇
所
や
言
葉
の
す
べ
て
が
一
律
に
英
訳
を
拒
否
さ
れ
て
い
る
、
と

予
想
す
る
と
当
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
行
為
を
予
想
さ
せ
る
い
く
つ
か
の
「
婚
」
の
字
が
使
わ
れ
た
原
文
の
英
訳
例
を
見
て
み
よ
う
。

　
「
婚
」
の
字
は
、『
古
事
記
』
で
三
〇
箇
所
ほ
ど
使
わ
れ
て
い
る
。
宣
長
は
、
そ
の
「
婚
」
に
一
定
の
同
じ
訓
を
与
え
ず
に
「
あ
ふ
・
あ
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は
す
・
た
は
け
る
・
み
あ
ふ
・
め
づ
・
よ
ば
ふ
」
等
々
文
脈
に
応
じ
て
訓
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
、「
み
あ
ひ
」
の
例
が
最
も
多
く
、
い

ず
れ
もw

edded

と
英
訳
さ
れ
て
い
る
。

　

既
述
の
二
の
⑨
（
八
五
頁
）
の
ラ
テ
ン
語
に
訳
さ
れ
た
「
吾
欲
目
合
汝
奈
爾
詔
吾
欲
目
合
汝
奈
何
」（
吾
汝
に
目
合
せ
む
と
欲
ふ
は
奈

何
に
）
の
後
の
次
の
個
所

「
唯
留
其
弟
木
花
之
佐
久
夜
毘
賣
以
一
宿
爲
婚
」（
そ
の
弟
、
木
花
之
佐
久
夜
毘
賣
を
み
留
め
て
一
よ
み
と
あ
た
は
し
つ
）

で
も
、
次
の
よ
う
に
極
く
普
通
に
英
語w

edded

と
訳
さ
れ
て
い
る
。

H
e w

edded for one night.
（
一
晩
夫
婦
と
し
て
結
ば
れ
た
）

　

さ
ら
に
、
宣
長
が
「
あ
は
せ
」
と
訓
ん
だ
次
の
例
も
、give him

 her in m
arriage

、
結
婚
と
普
通
に
英
訳
さ
れ
て
い
る
。

坐
其
上
而
具
百
取
机
代
物
爲
御
饗
即
令
婚
其
女
豐
玉
毘
賣
。
故
至
三
年
住
其
國
（
そ
の
上
に
坐
せ
ま
つ
り
て
百
取
机
代
物
を
具
へ
て

御
饗
し
て
即
ち
そ
の
女
豐
玉
毘
賣
を
婚
せ
ま
つ
り
き
。
か
れ
三
年
と
い
ふ
ま
で
そ
の
國
に
住
み
た
ま
ひ
き
）

and setting him
 on the top of them

, arranged m
erchandise on tables holding an hundred, m

ade an august 

banquet, and forthw
ith gave him

 his daughter Luxuriant-Jew
el-Princess in m

arriage. So he dw
elt in that land 

for three years.

　

宣
長
の
訓
で
婚
を
「
ま
ぐ
は
ひ
」
と
訓
ま
せ
る
例
は
、
既
に
言
及
し
た
二
の
㊂
と
㊃
（
八
八
頁
）
の
二
箇
所
あ
り
、
そ
こ
で
も
共
に

w
edded

と
訳
さ
れ
て
い
た
。
繰
り
返
す
が
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
と
っ
て
、
結
婚
に
伴
う
行
為
と
く
に
「
ま
ぐ
は
ひ
」
に
逢
え
ば
必
ず
ラ

テ
ン
語
に
す
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
ラ
テ
ン
語
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
基
準
あ
る
い
は
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。

　

佐
伯
彰
一
氏
は
先
に
引
用
し
た
「
ラ
テ
ン
語
に
ぶ
つ
か
っ
て
び
つ
く
り
し
た
」
と
い
う
言
葉
に
続
い
て
、
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古
代
ぶ
り
の
エ
ロ
ス
の
直
截
さ
を
、
そ
の
ま
ま
英
語
に
訳
出
す
る
の
が
は
ば
か
れ
た
に
違
い
な
い
、
い
か
に
も
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
紳

士
ら
し
い
慎
み
深
さ
で
あ
り
配
慮
で
あ
る
と
ほ
ほ
笑
ま
さ
れ
る
一
方
、
こ
う
し
た
箇
所
を
難
な
く
ラ
テ
ン
語
に
切
り
替
え
て
訳
出
し

て
見
せ
る
練
達
の
手
腕
に
舌
を
巻
か
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
だ（

（4
（

。

と
述
べ
、「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
紳
士
ら
し
い
慎
み
深
さ
で
あ
り
配
慮
」
を
要
因
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
平
川
祐
弘
氏
も
ま
た
「
チ
ェ
ン
バ

レ
ン
は
典
型
的
な
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
風
英
国
紳
士
で
あ
る
」
と
述
べ
、
共
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
思
潮
に
言
及
し
て
い
る
。
後
者
は
ハ
ー

ン
か
ら
の
日
本
人
と
の
結
婚
の
相
談
ヘ
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
反
応
に
対
す
る
評
価（

（4
（

だ
が
、
両
者
の
指
摘
か
ら
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
十
九
世
紀

の
世
界
を
支
配
し
た
西
洋
知
性
の
典
型
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
典
型
と
は
、
本
稿
の
視
点
か
ら
は
、
未
開
や
古
代
社
会
に

「
進
化
に
取
り
残
さ
れ
た
生
活
態
度
し
か
み
よ
う
と
し
な
か
っ
た
自
民
族
中
心
主
義
」
で
、「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
人
に
と
っ
て
は
、
西
洋

文
化
と
は
他
の
諸
文
化
を
評
価
す
る
手
段
」
と
し
た
思
潮
で
あ
る
と
Ｇ
・
ル
ク
レ
ー
ル
が
表
現
し
た
内
容（

（4
（

だ
と
理
解
で
き
る
。
チ
ェ
ン
バ

レ
ン
の
『
古
事
記
』
の
文
体
は
奇
異
で
露
骨
で
、
卑
猥
で
す
ら
あ
り
、
美
は
全
く
な
い
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
判
断
は
、
そ
の
立
場
か
ら
生

ま
れ
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
佐
伯
彰
一
氏
が
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
日
本
文
化
観
に
つ
い
て
、

文
化
日
本
文
学
に
対
す
る
見
方
と
態
度
に
は
、
最
後
ま
で
一
歩
離
れ
て
、
冷
た
く
突
放
す
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
い
や
更
に
は

一
段
上
の
高
み
か
ら
こ
れ
を
見
下
し
、
裁
断
す
る
よ
う
な
趣
さ
へ
付
き
ま
と
っ
て
い
た
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い（

（4
（

。

と
評
し
、
平
川
祐
弘
氏
が

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
日
本
文
学
に
対
す
る
価
値
評
価
は
、
生
涯
を
通
じ
て
、
徹
底
し
た
西
欧
優
位
の
視
角
の
下
に
行
わ
れ
た（

（4
（

。

と
指
摘
し
た
姿
勢
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
価
値
観
か
ら
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
英
訳
書
の
序
文
に
あ
る
「
ラ
テ
ン
語
の
使
用
を
否
定
す

る
理
由
は
な
い
」
と
い
う
確
信
を
も
っ
て
英
訳
『
古
事
記
』
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
異
様
な
翻
訳
法
は
、
一
九
世
紀
西
洋
人
の
日
本
文
化

観
に
関
す
る
貴
重
な
事
例
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ハ
ー
ン
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
「
破
ら
れ
た
友
情
」
は
、
こ
の
対
峙
す
る
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日
本
文
化
観
の
具
体
的
な
事
例
を
我
ら
に
知
ら
し
め
て
く
れ
る
出
来
事
だ
っ
た
の
だ
。

四　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）

外
人
で
あ
つ
て
日
本
に
來
り
、
こ
の
社
會
を
見
、
こ
の
文
化
に
親
し
み
、
こ
の
國
民
と
歷
史
と
の
研
究
に
身
を
委
ね
て
殆
ど
終
生
の

業
と
な
し
、
歐
米
に
盛
名
を
馳
せ
た
人
は
必
し
も
少
し
と
せ
ぬ
。
東
京
大
學
で
最
初
の
國
文
學
を
擔
任
し
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
、
日

本
を
愛
し
て
世
界
に
其
の
美
し
さ
を
紹
介
し
た
文
豪
ハ
ー
ン
と
が
、
其
中
の
尤
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
語
る
ま
で
も
な
い（

（4
（

。

　

以
上
は
、
牧
健
二
『
近
代
に
お
け
る　

西
洋
人
の
日
本
理
解
』
の
序
文
の
最
初
の
段
落
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
う
し
た
評
価
を
示
す
た
め

か
、
同
書
の
口
絵
に
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
自
署
の
あ
る
肖
像
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
ハ
ー
ン
は
生
年
が
同
じ
で
、
前
者
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
満
二
二
歳
で
来
日
、
後
者
の
来
日
は
そ
の
一
七
年
後
。

そ
の
際
、
ハ
ー
ン
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
を
頼
っ
て
、
生
活
の
基
盤
を
得
た
。
佐
々
木
信
綱
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
教
師
と
し
て
の
心
根
に
つ
い

て
、「
頗
る
義
侠
の
念
に
富
ま
れ
た
る
は
、
朝
鮮
亡
命
の
士
な
る
金
玉
均
と
相
往
來
せ
し
こ
と
、
日
本
に
來
り
て
横
濱
に
上
陸
す
る
や
ま

づ
先
生
を
お
と
な
ひ
つ
る
當
年
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
を
好
遇
し
、
松
江
の
中
學
に
、
熊
本
の
第
五
高
等
學
校
に
推
輓
せ
ら
れ（

（4
（

」
と

述
べ
て
い
る
。
ハ
ー
ン
に
松
江
そ
し
て
熊
本
の
教
師
の
場
を
周
旋
し
た
の
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
で
あ
っ
た
。

　

以
来
、
両
者
は
頻
繁
に
手
紙
を
遣
り
取
り
す
る
な
ど
、
交
流
を
深
め
た
。
と
く
に
、
赴
任
先
の
熊
本
に
馴
染
め
ず
、
熊
本
を
訪
ね
た
後

の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
か
ら
「
あ
な
た
が
出
雲
に
お
け
る
よ
り
は
幸
福
で
な
く
な
っ
た
と
い
う
印
象
を
う
け
た
」
と
書
か
れ
た
手
紙
が
届
い
た

り
、
そ
の
後
、
ハ
ー
ン
は
、
自
分
の
機
嫌
が
悪
い
一
因
は
「
こ
こ
で
見
る
わ
ざ
と
ら
し
い
種
類
の
国
民
道
徳
と
出
雲
の
真
面
目
な
深
い
根

柢
の
あ
る
種
類
の
国
民
道
徳
と
対
照
」
の
た
め
だ
と
す
る
苦
衷
を
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
へ
書
き
送
っ
て
い
た
り
し
て
い
た（

（4
（

。



94

『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

　

そ
れ
ほ
ど
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
て
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
歿
後
一
二
年
の
忌
辰
に
刊
行
さ
れ
た
佐
々
木
信
綱
編
集
の
追
悼
冊
子
『
王
堂

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
先
生
』
に
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ア
ン
」
と
題
す
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
文
章
が
小
花
清
泉
と
い
う
方
の
邦
訳
で
収
載
さ
れ

て
い
る
。
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
一
一
月
の
日
付
が
あ
る
そ
の
短
文
は
、
次
の
感
懐
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ア
ン
に
對
す
る
余
の
思
ひ
出
は
、
宛
然
一
場
の
夢
の
ご
と
く
な
り
ぬ
。
樂
し
き
夢
の
常
と
て
、
余
が
思
出
の
夢

も
亦
、
餘
り
に
短
し
と
お
も
は
る
ゝ
ば
か
り
な
り（

（4
（

。

　

ハ
ー
ン
の
他
界
は
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）。
そ
の
二
年
後
の
「
思
ひ
出
が
一
場
の
夢
と
な
つ
た
」
と
い
う
一
句
は
、
後
段
で
ハ
ー

ン
の
才
能
と
人
柄
を
賛
美
す
る
言
葉
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
永
訣
の
嘆
き
の
頌
だ
と
読
む
べ
き
文
章
で
あ
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は

一
九
一
一
年
に
離
日
し
、
一
九
三
五
年
の
他
界
な
の
で
、
右
の
文
は
自
身
が
歿
す
る
一
七
年
前
、
日
本
滞
在
中
の
執
筆
と
な
る
。
両
者
の

密
な
る
親
交
が
窺
え
る
一
文
で
あ
る
。
平
川
祐
弘
氏
の
『
破
ら
れ
た
友
情
』
に
全
文
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
日
本
の
国
語
学
を
牽
引
し
た
研
究
者
を
育
て
た
業
績
や
『
王
堂
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
先
生
』
の
薫
陶
を
得
た
人
々
の
発
言

を
思
え
ば
、
彼
が
日
本
の
文
化
と
人
々
に
情
愛
を
注
い
で
い
た
と
想
定
さ
れ
も
し
よ
う
。
だ
が
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
彼
は
日
本
の
文
化

に
対
し
て
「
一
段
上
の
高
み
か
ら
こ
れ
を
見
下
し
、
裁
断
す
る
よ
う
な
趣
」
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
ハ
ー
ン
の
日
本
観

が
対
極
的
だ
っ
た
こ
と
と
、
最
晩
年
に
前
者
が
後
者
を
否
定
し
た
こ
と
を
知
る
後
世
の
我
ら
に
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
追
悼
辞
の
「
夢
」

の
一
言
が
、
深
い
友
情
が
夢
幻
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
か
の
如
く
に
響
い
て
く
る
。

　

牧
健
二
氏
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
つ
い
て
、

彼
に
於
て
最
も
特
色
的
な
と
こ
ろ
は
、
日
本
政
府
が
强
制
し
て
い
た
日
本
史
に
對
す
る
天
皇
中
心
的
解
釋
の
中
に
含
ま
れ
た
不
可
解

を
忌
憚
な
く
指
摘
し
た
所
に
あ
る
。
・
・
・
・
彼
の
見
方
は
彼
の
親
友
で
あ
つ
た
ハ
ー
ン
と
丁
度
反
對
で
、
宗
敎
的
要
素
を
少
し

も
考
慮
せ
ず
、
歷
史
を
合
理
的
に
、
從
つ
て
凡
て
功
利
的
精
神
に
立
つ
も
の
と
し
て
解
釋
す
る
の
で
あ
つ
た
。
・
・
・
・
實
證
を



95

英
訳
『
古
事
記
』
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
訳
業
に
見
る
西
洋
人
の
日
本
文
化
観
（
松
井
）

重
ん
ず
る
彼
は
非
合
理
な
日
本
思
想
に
對
し
て
同
情
が
で
き
な
か
つ
た（

（4
（

。

と
指
摘
し
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
ハ
ー
ン
の
日
本
文
化
観
の
違
い
を
次
の
よ
う
に
明
確
に
対
照
さ
せ
て
評
価
し
た
。

天
皇
崇
拜
と
愛
國
心
と
は
明
治
以
後
政
府
の
官
僚
が
で
つ
ち
あ
げ
た
新
宗
敎
で
あ
る
と
論
じ
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
比
較
す
る
と
、
祖

先
敎
の
古
さ
を
説
い
た
ハ
ー
ン
の
方
が
日
本
精
神
を
ズ
ッ
ト
よ
く
知
つ
て
い
た
と
云
え
よ
う（

（5
（

。

　

な
お
、
築
島
謙
三
氏
は
、
次
の
評
価
を
紹
介
し
て
い
る
。

Ｓ
・
Ｂ
・
サ
ン
ソ
ム
卿
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
不
注
意
、
不
正
確
な
も
の
に
対
し
憎
悪
の
心
が
つ
よ
く
、
慎
重
な
研
究
家
で
あ
っ
た
、

と
記
し
て
い
る（

（5
（

。

　

サ
ン
ソ
ム
『
西
欧
世
界
と
日
本
』
の
訳
者
解
説
に
は
、
同
卿
が
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
を
敬
慕
し
た
四
つ
の
理
由
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
豊
富

な
語
学
力
と
教
養
と
経
験
、
明
快
達
意
の
文
章
力
、
正
義
を
求
め
る
謙
虚
さ
の
三
つ
の
前
に
ま
ず
「
学
者
と
し
て
も
っ
と
も
肝
要
な
道
徳

た
る
真
理
追
究
の
欲
求
（desire for truth
）
を
も
っ
て
い
た（

（5
（

」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
サ
ン
ソ
ム
が
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
合
理
精
神

と
実
証
主
義
を
基
準
に
言
語
学
者
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

五　

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
『
古
事
記
』

　

ハ
ー
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
旧
知
の

「
ハ
ー
バ
ー
ス
・
マ
ン
ス
リ
ー
」
の
美
術
主
任
の
パ
ッ
ト
ン
と
い
う
記
者
と
会
っ
た
。
そ
し
て
た
び
た
び
訪
問
し
た
。
パ
ッ
ト
ン
は

日
本
の
美
術
に
く
わ
し
く
、
本
も
沢
山
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
「
古
事
記
」
を
読
ん
だ
の
も
こ
の
人
の

本
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
に
会
っ
た
こ
と
が
日
本
に
渡
る
直
接
の
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（5
（

。
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と
、
築
島
謙
三
氏
は
ハ
ー
ン
と
『
古
事
記
』
の
接
点
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
前
後
の
同
氏
の
記
述
か
ら
、
こ
の
ハ
ー
ン
と
『
古
事
記
』

と
の
出
会
い
は
彼
の
来
日
一
年
前
だ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
、
小
泉
凡
氏
が
ハ
ー
ン
の
「『
古
事
記
』
と
の
出
会
い
」
と
い

う
一
節
を
設
け
て
資
料
に
基
づ
き
証
明
し
て
い
る
。
小
泉
氏
は
、
本
を
借
り
た
こ
と
へ
の
ハ
ー
ン
の
パ
ッ
ト
ン
へ
の
礼
状
を
『
ラ
フ
カ

デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
ア
メ
リ
カ
時
代
』（
Ｅ
・
Ｌ
・
テ
イ
ン
カ
ー
著
、
木
村
勝
造
訳
）
か
ら
次
の
一
節
を
一
部
改
変
し
て
引
用
し
て
い
る（

（5
（

。

こ
の
極
め
て
珍
し
く
、
価
値
あ
る
書
物
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
非
常
な
ご
親
切
に
感
謝
し
ま
す
。
そ
れ
は
言
葉
に
尽
く
せ
ま
せ
ん
。

そ
れ
ら
は
み
な
初
見
の
も
の
で
あ
り
、
見
る
の
は
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
と
く
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
氏
自
身
の
『
古
事
記
』
の
訳
と
、

―
日
本
の
神
話
と
言
語
の
形
成
に
対
す
る
ア
イ
ヌ
の
影
響
の
民
族
学
的
研
究
に
は
特
に
興
味
を
引
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
引
用
に
続
い
て
小
泉
氏
は
、
ハ
ー
ン
は
、

翌
年
、
日
本
行
き
が
実
現
し
、
横
浜
に
到
着
し
て
こ
の
国
に
腰
を
落
ち
着
け
る
覚
悟
を
決
め
る
と
、
改
め
て
英
訳
『
古
事
記
』
を
購

入
し
ま
し
た
。
そ
の
本
は
、
八
雲
の
蔵
書
二
四
三
五
冊
を
保
有
す
る
富
山
大
学
ヘ
ル
ン
文
庫
に
あ
り
、《Lafcadio H

earn

》

《Y
okoham

a 1890

》
と
自
筆
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
、
ハ
ー
ン
の
『
古
事
記
』
へ
の
感
心
の
深
さ
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
精
読
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

八
雲
が
購
入
し
た
の
は
『
日
本
ア
ジ
ア
協
会
紀
要
』
第
十
巻
別
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
『
古
事
記
』
で
、
本

文
だ
け
で
な
く
脚
註
に
も
、
八
雲
の
蔵
書
と
し
て
は
か
な
り
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
ば
し
ば
、
そ
の
項
目
に
連
動
す
る
と

思
わ
れ
る
頁
数
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
関
連
項
目
を
参
照
し
、
行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
精
読
し
た
痕
跡
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
八
雲
が
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
に
他
の
書
に
は
な
い
数
多
い
詳
細
な
書
き
込
み
を
し
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
さ
ら
に

既
に
見
た
通
り
、
ハ
ー
ン
は
神
社
や
神
道
を
語
る
際
に
、
し
ば
し
ば
『
古
事
記
』
の
名
を
あ
げ
、
ま
た
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ

せ
る
と
、
牧
野
陽
子
氏
の
「
古
事
記
は
ハ
ー
ン
の
愛
読
書（

（5
（

」
だ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
髣
髴
と
す
る
。
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だ
が
、
ハ
ー
ン
に
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
日
本
宗
教
は
未
開
だ
と
す
る
観
点
の
影
響
は
及
ば
ず
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
は
正
反
対
の
自
身
の

神
道
観
が
揺
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
両
者
の
文
化
観
の
比
較
を
語
る
方
々
の
論
考
か
ら
、
ハ
ー
ン
が
『
古
事
記
』
の
知
識
を
チ
ェ

ン
バ
レ
ン
に
依
拠
し
な
が
ら
も
、
日
本
宗
教
は
未
開
だ
と
断
じ
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
影
響
に
囚
わ
れ
な
か
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
、

両
者
の
相
違
か
ら
一
九
世
紀
西
洋
知
識
人
の
神
道
観
が
鮮
明
に
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
『
古
事
記
と
小
泉
八
雲
』
の
編
著
者
の
一
人
の
池
田
雅
之
氏
は
、

ハ
ー
ン
は
詩
人
肌
の
作
家
で
あ
り
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
手
堅
い
実
証
主
義
を
旨
と
す
る
言
語
学
者
で
し
た
。
・
・
・
・
直
観
的
洞

察
力
の
あ
る
ハ
ー
ン
と
実
証
主
義
で
西
欧
至
上
主
義
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
『
古
事
記
』
観
の
比
較
か
ら
、
何
か
新
し
い
視
座
が
見
え

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん（

（5
（

。

と
述
べ
て
い
る
。「
新
し
い
視
座
が
見
え
て
く
る
」
の
は
、
両
者
の
日
本
理
解
が
対
極
的
な
典
型
だ
か
ら
で
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
『
古
事

記
』
理
解
を
論
じ
る
本
稿
で
も
、
ハ
ー
ン
を
鏡
と
す
れ
ば
そ
れ
が
鮮
明
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
。
池
田
氏
は
、
ハ
ー
ン
と
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
の
『
古
事
記
』
へ
の
向
い
方
を
、《「
い
き
る
よ
す
が
」
と
し
て
の
神
話
Ｖ
Ｓ
「
言
語
の
病
」
と
し
て
の
神
話
》
と
鮮
明
に
対
峙
さ
せ
た
。

「
言
語
の
病
」
と
は
や
や
穏
や
か
な
ら
ざ
る
表
現
だ
が
、
英
語
でm

yth

神
話
の
対
義
語
と
さ
れ
る
の
は
事
実
や
現
実
や
実
在
を
意
味
す

るreality

な
の
で
、
神
話
が
語
源
的
に
も
「
訳
の
分
か
ら
な
い
話
」
の
意
味
を
含
ん
で
い
て
、『
古
事
記
』
を
そ
の
立
場
か
ら
考
え
る
立

場
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
前
章
で
引
用
し
た
牧
健
二
が
使
っ
た
「
で
っ
ち
あ
げ
」
と
さ
ほ
ど
遠
い
意
味
で
は
な
い
が
、
そ

の
和
語
に
比
べ
れ
ば
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
立
場
を
『
古
事
記
』
の
言
葉
を
「
言
語
の
病
」
と
し
た
考
え
た
こ
と
が
、「
一
九
世
紀
前
半
の

イ
ギ
リ
ス
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
を
支
配
し
て
い
た
『
進
化
論
』
的
な
発
想
」
に
残
存
し
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
も
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
か
ら

だ
と
説
明
す
る
池
田
氏
の
指
摘
が
、
既
に
言
及
し
て
き
た
様
々
な
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
研
究
の
立
脚
点
の
指
摘
と
ぴ
っ
た
り
符
合
す
る
と
考

え
れ
ば
、
納
得
も
で
き
る
性
格
付
け
で
あ
ろ
う
。
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一
方
、
池
田
氏
が
こ
の
比
喩
的
対
峙
を
発
表
し
た
四
〇
年
前
、
西
鄕
信
綱
氏
が
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

古
事
記
の
非
神
話
化
の
問
題
を
考
え
る
上
に
見
の
が
せ
な
い
資
料
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
古
事
記
（
明
治
十
六
年
）
の
序
で
あ

ろ
う
。
人
類
学
の
祖
と
い
わ
れ
る
タ
イ
ラ
ー
な
ど
を
す
で
に
読
み
、
近
代
実
証
主
義
を
身
に
つ
け
た
こ
の
有
能
な
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

の
目
に
は
、
国
学
以
来
の
日
本
の
古
典
学
に
い
わ
ば
貼
り
つ
い
て
い
る
精
神
上
ま
た
方
法
上
の
偏
狭
さ
は
ま
る
見
え
で
あ
っ
た
わ
け

だ
が
、
こ
の
英
訳
古
事
記
の
序
が
『
日
本
上
古
史
評
論
』（
明
治
二
十
一
年
）
と
い
う
名
の
小
冊
子
と
し
て
翻
訳
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

こ
の
主
張
は
、
根
本
的
ま
た
急
進
的
や
過
激
的
を
も
意
味
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ルradical

と
い
う
語
を
連
想
さ
せ
、
半
世
紀
以
上
前
に
、

史
的
関
連
か
ら
『
古
事
記
』
を
見
る
時
代
の
風
潮
を
超
越
し
た
論
考
『
古
事
記
の
世
界
』（
岩
波
新
書
、
昭
和
四
二
年
）
が
、
チ
ェ
ン
バ

レ
ン
の
近
代
実
証
主
義
を
国
学
以
来
の
「
日
本
の
古
典
学
の
偏
狭
」
の
殻
を
破
る
「
非
神
話
化
」
の
見
本
だ
と
高
く
評
価
し
、
国
学
に
否

定
的
な
立
場
の
研
究
で
あ
っ
た
こ
と
が
再
確
認
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
遠
田
氏
の
指
摘
も
思
い
出
さ
れ
て
き
た
。
遠
田
氏
は
、
ハ
ー
ン

の
神
道
信
仰
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て

ハ
ー
ン
が
異
様
な
ほ
ど
の
自
信
を
も
っ
て
、
サ
ト
ウ
や
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
神
道
論
を
、
文
献
の
み
に
限
り
国
民
心
理
を
解
さ
ぬ
も
の

の
と
し
て
斥
け
た
の
は
、
た
ん
に
出
雲
大
社
や
そ
の
歴
史
を
知
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
そ
こ
に
根
付
く
信
仰
と
、
神
道
が
民
族
宗
教

と
し
て
も
つ
力
と
、
さ
ら
に
は
近
代
国
家
に
お
け
る
有
効
性
を
も
、
は
っ
き
り
と
見
定
め
て
い
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

と
捉
え
、「
神
道
を
理
解
す
る
有
力
な
手
掛
か
り
は
、
神
道
そ
の
も
の
の
杜
に
し
か
な
い
」
と
断
じ
て
い
る（

（5
（

。
遠
田
氏
の
こ
の
表
現
は
、

「
神
道
の
理
解
は
自
ら
を
鎮
守
の
森
と
祭
り
の
現
場
に
浸
す
こ
と
に
し
か
な
い
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
『
古
事
記
』
観
を
探
究
す
る
過
程
で
、『
古
事
記
』
と
小
泉
八
雲
と
の
関
わ
り
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
稿
の
課
題
で
あ
る
『
古
事
記
』
の
翻
訳
法
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
日
本
語
の
読
解
力
か
ら
ハ
ー
ン
に
翻
訳
書
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、

両
書
の
翻
訳
の
仕
方
の
比
較
は
不
可
能
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
の
『
古
事
記
』
観
は
本
稿
の
課
題
で
は
な
い
が
、
ハ
ー
ン
が
エ
ッ
セ
イ
「
八
重
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垣
神
社
」
で
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
を
ど
の
よ
う
に
引
用
し
た
の
か
を
示
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
両
者
が
『
古
事
記
』
に
「
い
き
る
よ

す
が
」
を
見
た
か
否
か
、
日
本
と
そ
の
文
化
に
対
す
る
両
者
の
姿
勢
の
相
違
の
一
端
は
示
し
得
た
と
思
う
。

六　
『
古
事
記
』
の
宇
宙
生
成
観cosm

ogony

と
生
殖
行
為procreation

（
一
）『
古
事
記
』
は
閨
房
の
書
か

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
訳
で
ラ
テ
ン
語
の
個
所
の
大
半
が
生
殖
行
為
に
関
わ
る
表
現
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
翻
訳
は
一
九
世
紀
英

国
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
の
謹
厳
な
思
潮
の
反
映
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
紹
介
し
た
。
そ
の
指
摘
が
正
鵠
を
射
て
い
る
こ
と
は
、
筆
者

が
『
大
倉
山
論
集
』
第
五
三
輯
（
平
成
一
九
年
）
の
「『
古
事
記
』
と
『
神
典
』」
な
る
論
文
で
指
摘
し
た
ア
ス
ト
ン
も
英
訳
『
日
本
書

紀
』
で
、
第
四
段
第
五
の
一
書
の
「
美
哉
善
少
女
遂
將
合
交
而
不
知
其
術
時
有
鶺
鴒
飛
來
搖
其
首
尾
二
神
見
而
學
之
即
得
交
道
《
美

あ
な
に
ゑ
や哉

善え
を
と
め

少
女
を
と
。
遂
に
合み

あ
ひ交

せ
む
と
し
て
其
の
術
を
知
ら
ず
。
時
に
鶺

に
は
く

鴒な
ぶ
りあ

り
。
飛
び
來
て
其
の
首

か
し
ら

尾を

を
搖た

た

く
。
二

ふ
た
は
し
ら
の
か
み

神
見み

そ
な
はし

て
之
に
學

ひ
て
即
ち
交

と
つ
ぎ
の
み
ち

道
を
得
つ
》」
と
い
う
部
分
を
ラ
テ
ン
語
に
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
れ
ば
、
肯
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
筆
者
は
、
そ
の
拙
論
で
、

『
古
事
記
』
が
閨
房
の
書
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
が
、『
古
事
記
』
自
身
に
そ
う
し
た
性
格
が
潜
ん
で
お
り
、
そ
こ
に
注
目
し
た
人
々

は
戦
前
も
戦
後
も
日
本
の
社
会
に
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
十
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
人
が
『
古
事
記
』
を
卑
猥
な
表
現
の
あ
る
書
と

し
て
翻
訳
に
苦
心
し
た
こ
と
が
的
外
れ
な
『
古
事
記
』
理
解
だ
っ
た
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う（

（5
（

。

と
述
べ
つ
つ
、
出
久
根
達
郎
が
幸
田
文
の
エ
ッ
セ
イ
「
こ
ん
な
こ
と
」
で
人
間
の
秘
事
を
綺
麗
に
表
現
す
る
方
法
を
学
ぶ
た
め
に
『
古
事

記
』
を
読
め
と
父
露
伴
か
ら
教
え
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。
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新
渡
戸
稲
造
も
『
古
事
記
』
の
国
生
み
物
語
の
英
訳
の
際
に
注
を
加
え
な
い
で
は
お
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
生
殖
行
為
に
よ
る
国
生

み
が
当
時
の
新
渡
戸
に
と
っ
て
日
本
の
神
話
や
宗
教
の
理
解
の
躓
き
の
石
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
新
渡
戸
は
、

天
之
御
柱
に
つ
い
て
「H

ertlein

が
古
代
サ
ク
ソ
ン
人
が
崇
拝
し
て
い
た
聖
な
る
支
柱Irm

insuln

に
つ
い
て
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
天

を
助
け
る
こ
と
が
中
心
の
思
想
な
の
か
、
あ
る
い
は
古
代
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
天
柱
に
関
係
が
あ
る
の
か
あ
る
い
は
旋
回
占
い
な
の
か
」
と

様
々
な
説
を
あ
げ
、
自
身
の
判
断
は
保
留
し
つ
つ
、
さ
ら
に
続
け
て

こ
の
御
柱
を
巡
る
と
い
う
考
え
方
の
起
源
が
男
根
崇
拝
と
豊
饒
の
呪
文
で
あ
っ
た
の
は
あ
り
得
る
こ
と
だ
。
メ
イ
ポ
ー
ル
と
同
じ
意

味
が
あ
る
こ
と
も
殆
ど
疑
い
が
な
い
（
フ
レ
ー
ザ
ー
『
金
枝
篇
』
参
照
）。
と
く
に
、
女
性
の
生
殖
力
の
強
化
を
樹
木
に
原
因
を
求

め
る
マ
オ
リ
人
のT

uhoc
族
の
信
仰
は
注
目
に
価
す
る
。
不
妊
の
女
性
は
そ
の
腕
で
そ
の
木
を
抱
き
し
め
れ
ば
、
彼
女
が
西
側
を

抱
く
か
東
側
を
抱
く
か
に
よ
っ
て
男
か
女
か
の
子
供
を
得
る
の
で
あ
る
。
木
の
異
な
る
方
向
を
抱
え
る
と
い
う
の
は
当
然
そ
の
周
り

を
回
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
マ
オ
リ
人
は
木
が
こ
の
力
を
も
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
のSchius

人
は

「T
schill

」
の
木
に
そ
れ
と
同
じ
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。K

ara-K
irugisten

族
の
間
で
は
、
一
本
だ
け
孤
立
し
て
生
え
て
い
る

リ
ン
ゴ
の
木
が
多
産
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
る
（
更
に
他
の
例
はPloss-Bartils

の“D
as W

eib”

を
参
照
）。
御
柱
は
、
結
婚

し
た
と
き
に
男
女
が
自
分
を
見
せ
る
前
に
現
れ
る
先
祖
の
象
徴
で
あ
る
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
な
の
だ
ろ
う
か（

（6
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
と
く
に
新
渡
戸
が
岐
美
二
神
の
国
生
み
物
語
の
理
解
の
際
に
文
化
人
類
学
、
民
族
学
的
な
視
点
か
ら
考
察
が

加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

古
代
の
宗
教
的
活
動
に
よ
く
見
ら
れ
る
儀
礼
に
お
け
る
生
殖
行
為
を
思
わ
せ
る
所
作
は
、
一
九
世
紀
の
学
問
に
あ
っ
て
は
、
未
開
の
未

発
達
の
宗
教
の
象
徴
と
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
民
族
学
的
学
問
の
潮
流
は
、
や
が
て
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
英
訳
す
る
に
堪
え
な

か
っ
た
記
述
を
肯
定
的
に
捉
え
る
思
潮
を
導
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
古
代
宗
教
を
肯
定
的
に
見
る
姿
勢
が
な
い
限
り
、
人
の
生
殖
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古
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行
為
は
未
開
だ
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
一
九
世
紀
の
西
洋
人
と
し
て
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
『
古
事
記
』
に
そ
の
未
開
性
を
見
て
い
た

の
だ
が
、
そ
れ
は
、
英
国
だ
け
で
な
く
、
一
九
世
紀
の
潮
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
文
化
人
類
学
の
未
開
社
会
の
発
見
に
よ
り
、
そ
う
し
た

視
点
は
今
や
克
服
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

（
二
）
聖
婚hierogam

y

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
物
語
全
体
を
ラ
テ
ン
語
で
示
し
た
岐
美
二
神
の
国
生
み
譚
の
理
解
の
た
め
に
、
新
渡
戸
稲
造
は
フ
レ
ー
ザ
ー
の
『
金

枝
篇
』
を
参
照
し
て
い
た
。
そ
の
『
金
枝
篇
』
は
、
第
一
一
章
「
植
物
生
育
に
対
す
る
性
の
影
響
」
と
第
一
二
章
「
神
聖
な
結
婚
」
の
章

を
設
け
、
第
一
一
章
は
、
次
の
言
葉
で
始
ま
っ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
春
の
祭
り
夏
の
祭
り
に
つ
い
て
・
・
・
・
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
に
推
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
わ
れ
わ
れ
の
未
開
な
祖
先
た
ち
は
、
植
物
生
育
の
力
を
男
と
女
と
に
人
格
化
し
て
考
え
、
類
感
呪
術
ま
た
は
模
倣
呪
術
の
原
理

に
立
っ
て
、
五
月
の
王
と
王
妃
、
聖
霊
降
臨
祭
の
花
婿
と
花
嫁
な
ど
の
形
を
取
る
森
林
の
神
々
の
結
婚
を
ま
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

樹
木
や
植
物
の
生
成
を
促
進
し
よ
う
と
考
え
た（

（6
（

。

　

さ
ら
に
、
同
じ
段
落
で
、
結
婚
を
ま
ね
る
儀
式
に
つ
き
も
の
の
乱
行
は
「
偶
発
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
か
つ
て
は
儀
礼
そ
の
も
の
の

本
質
的
な
部
分
で
」、
儀
礼
の
効
果
は
「
人
間
の
両
性
の
実
際
の
結
合
な
し
に
は
実
を
結
び
得
な
い
と
さ
れ
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
章
に
は
、
次
の
指
摘
も
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
で
も
、
人
間
の
両
性
間
の
関
係
は
植
物
生
育
を
促
進
す
る
た
め
に
利
用
で
き
る
と
い
う
明
ら
か
に
同
様
な
原
始

的
観
念
に
基
づ
く
習
慣
が
、
春
と
収
穫
時
に
あ
ま
ね
く
行
わ
れ
て
い
る（

（6
（

。

　
『
金
枝
篇
』
の
初
版
は
一
八
九
〇
年
で
、
最
終
決
定
版
は
一
九
三
六
年
、
右
の
言
及
で
「
行
わ
れ
て
い
る
」
と
現
在
形
で
記
述
さ
れ
て
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い
る
こ
と
に
興
味
が
惹
か
れ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
以
上
は
、「
人
間
の
両
性
間
の
関
係
」
の
文
化
現
象
を
「
聖
婚
」
と
し
て
認
め
る
早
い

時
期
の
言
及
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

小
口
・
堀
監
修
『
宗
教
学
辞
典
』
に
は
「
神
婚
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
中
に

古
代
ロ
ー
マ
の
密
儀
も
男
女
の
祭
司
に
よ
る
神
婚
の
摸
擬
化
や
男
根
の
例
が
中
心
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
播

し
て
中
世
以
来
の
キ
リ
ス
ト
教
支
配
下
の
祭
儀
や
習
俗
を
色
ど
っ
て
い
る（

（6
（

。

と
い
う
説
明
が
あ
る
。
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デM

ircea Eliade

（1850-1904

）
は
、

女
性
を
鋤
き
返
さ
れ
た
地
面
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
文
化
に
見
出
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
間
伝
承
に
も
保
存
さ
れ
て
い

る（
（6
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

夫
婦
間
の
結
合
は
宇
宙
論
的
な
リ
ズ
ム
に
統
合
さ
れ
る
儀
礼
で
あ
り
、
そ
の
統
合
に
よ
っ
て
そ
の
行
為
が
正
当
化
さ
れ

る
。
・
・
・
・
性
行
為
と
農
耕
作
業
の
同
一
視
は
多
く
の
文
化
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る（

（6
（

。

と
指
摘
し
つ
つ
、
そ
の
実
例
を
幾
つ
か
あ
げ
、

収
穫
祭
の
と
き
中
部
及
び
北
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
原
則
的
に
見
ら
れ
る
放
恣
―
こ
れ
に
対
し
て
教
会
当
局
が
い
た
く
争
っ
た
が
、
こ
れ

を
禁
止
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た（

（6
（

。

と
も
語
っ
て
い
る
。
こ
の
教
会
当
局
の
争
い
は
、
五
九
〇
年
の
オ
ー
セ
レ
ンA

uxerre

会
議
の
こ
と
だ
そ
う
だ
が
、
そ
の
後
の
教
会
と

民
間
の
民
俗
的
行
事
と
の
関
係
で
続
い
た
緊
張
感
で
も
あ
る
の
だ
。
エ
リ
ア
ー
デ
の
次
の
指
摘
は
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
伏
在
す
る
古
代

的
要
素
の
根
の
深
さ
の
指
摘
で
あ
る
。

東
西
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
あ
ま
り
に
多
く
の
異
教
的
要
素
を
受
容
し
た
と
し
て
非
難
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
批
判
が
常
に
正
当
で
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古
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あ
る
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
。
一
つ
に
は
、「
異
教
」
は
、
表
面
的
で
は
あ
っ
て
も
、「
キ
リ
ス
ト
教
化
」
さ
れ
た
形
で
の
み
残
存
で

き
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
絶
滅
で
き
な
い
「
異
教
」
同
化
政
策
は
、
目
新
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
原
始
教
会
は
す
で
に
前
キ
リ
ス
ト

教
時
代
の
聖
暦
の
大
部
分
を
受
容
・
同
化
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
農
民
は
か
れ
ら
の
宇
宙
に
お
け
る
生
存
様
式
の
ゆ
え
に
、

「
歴
史
的
」
道
徳
的
キ
リ
ス
ト
教
に
惹
か
れ
な
か
っ
た
。
農
民
に
特
有
な
宗
教
経
験
は
、「
宇
宙
的
キ
リ
ス
ト
教
」
と
名
附
け
ら
れ
る

も
の
に
よ
っ
て
培
か
わ
れ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
民
は
キ
リ
ス
ト
教
を
宇
宙
的
儀
礼
と
し
て
了
解
し
て
い

た
。
・
・
・
・
旧
約
聖
書
の
預
言
者
に
烈
し
く
攻
撃
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
許
容
さ
れ
た
宇
宙
的
リ
ズ
ム
へ
の

神
秘
的
感
情
移
入
は
、
特
に
東
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
農
民
の
宗
教
の
中
核
を
成
す
も
の
で
あ
る（

（6
（

。

　

エ
リ
ア
ー
デ
は
、
農
耕
民
族
の
多
く
の
民
族
に
、
男
根
を
鋤
と
そ
し
て
女
性
を
鋤
き
返
さ
れ
た
地
面
と
同
一
視
す
る
考
え
が
見
出
さ
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
間
伝
承
に
も
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
女
性
の
生
殖
能
力
を
重
視
し
た
古
代
世
界
の
意
義

を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
類
―
大
地anthropo-telluric

の
比
較
は
、
た
だ
に
農
耕
と
妊
娠
の
真
の
原
因
と
を
、
ふ
た
つ
な
が
ら
理
解
し
得
た
文
化
内
に
お

い
て
の
み
起
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
・
・
・
・
こ
の
男
根
―
鋤
の
同
一
視
は
、
絵
画
的
に
ま
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
出
の

起
源
は
は
な
は
だ
し
く
古
い
。
・
・
・
・
こ
の
種
の
原
始
的
直
感
は
、
話
し
言
葉
だ
け
で
な
く
、
真
面
目
な
著
者
た
ち
の
語
彙
か

ら
さ
へ
消
え
去
る
の
に
長
い
時
間
を
要
し
た（

（6
（

。

　

欧
州
に
も
豊
饒
な
る
母
な
る
大
地
と
い
う
信
仰
の
存
在
を
認
め
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は
、『
古
事
記
』
の
国
生
み
物
語
な
ど
の
記
述
を
、

単
に
未
開
で
未
発
達
段
階
の
観
念
だ
と
見
做
す
こ
と
の
不
当
性
を
言
う
も
の
だ
と
理
解
で
き
る
。
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（
三
）
造
物
主dem

iurge

た
る
岐
美
二
神

　

岐
美
二
神
の
一
対
の
神
々
の
夫
婦
か
ら
森
羅
万
象
が
地
上
に
産
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、「
世
界
は
成
熟
し
た
女
性
に
よ
る

子
宮
に
形
成
さ
れ
て
、
そ
こ
か
ら
出
生
し
た
と
い
う
の
が
日
本
神
話
の
世
界
観
だ
」
と
い
う
コ
タ
ン
ス
キ
の
理
解
は
、『
古
事
記
』
の
世

界
生
成
観
の
特
徴
を
言
い
当
て
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
岐
美
二
神
の
本
性
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
でdem

iurg

（
英
語
で
は

dem
iurge

世
界
の
形
成
者
）
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た（

（6
（

。
自
身
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
訳
『
古
事
記
』
の
序
文
で
次
の
よ
う
述
べ
て
い
る
。

天
の
神
々
は
評
議
し
て
、
正
式
に
そ
の
二
神
に
対
し
て
地
上
世
界
の
整
備
と
固
成
化
と
を
命
じ
た
。
派
遣
さ
れ
た
彼
ら
と
そ
の
子
孫

は
、
生
殖
行
為
の
鼓
舞
者
の
神
々
で
あ
っ
た
。
造
物
主
の
性
的
行
為
は
天
地
開
闢
の
行
為
と
な
り
、
後
世
の
男
と
女
の
あ
ら
ゆ
る
結

び
つ
き
は
、
世
界
を
更
新
さ
せ
る
こ
の
再
生
の
行
為
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（7
（

。

　

D
em

iurge

と
は
、
そ
の
項
目
を
設
け
たV

ergilius Ferm

編“A
n Encyclopedia of Religion”

は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

文
字
通
り
に
は
「
人
々
の
た
め
に
働
く
人
」
を
意
味
す
る
職
人
を
言
う
ギ
リ
シ
ャ
の
用
語
。
プ
ラ
ト
ン
哲
学
で
は
世
界
の
創
造
者
と

し
て
使
わ
れ
て
き
て
い
て
、
そ
の
意
味
の
範
囲
で
、
グ
ノ
ー
シ
ス
派
で
は
啓
示
を
も
た
ら
し
た
純
粋
に
精
神
的
な
世
界
の
卓
越
し
た

善
神
と
対
比
さ
れ
る
物
質
的
な
悪
の
世
を
創
造
し
た
劣
っ
た
神
格
を
示
す
た
め
に
使
用
さ
れ
た（

（7
（

。

　

dem
iurge

は
、
異
端
と
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
一
派
グ
ノ
ー
シ
ス
派
で
霊
を
肉
体
に
閉
じ
込
め
る
此
世
の
造
り
主
と
さ
れ
、
神
よ
り

劣
る
造
物
主
と
さ
れ
た
。
た
だ
、
コ
タ
ン
ス
キ
が
岐
美
二
神
をdem

iurg

と
呼
ん
だ
の
は
、
グ
ノ
ー
シ
ス
的
な
善
悪
優
劣
の
世
界
観
と

は
無
縁
で
、
二
神
が
此
世
の
森
羅
万
象
を
生
ん
だ
一
対
の
造
物
主
で
、
国
土
も
自
然
も
二
神
の
生
殖
行
為
か
ら
生
ま
れ
出
て
い
る
こ
と
を

示
し
た
の
で
あ
る
。
コ
タ
ン
ス
キ
は
、
そ
の
日
本
人
の
世
界
観
は
一
神
教
の
人
々
に
は
理
解
を
超
え
て
い
る
と
実
感
し
、
殆
ど
が
ロ
ー

マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
で
あ
る
読
者
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
にdem

iurg
の
語
を
使
っ
て
『
古
事
記
』
の
世
界
を
語
っ
て
理
解
を
促
し
た

の
で
あ
る
。
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『
古
事
記
』
序
の
「
二
霊
為
群
品
之
祖
（
岐
美
二
神
が
万
物
の
祖
と
な
っ
た
）」
を
英
訳
本
は
そ
れ
ぞ
れ

the T
w

o Spirits becam
e the ancestors of all things.

（
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
「
二
霊
は
森
羅
万
象
の
祖
先
と
な
っ
た
」）

the tw
o spirits w

ere the ancestors of all creation

（
フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
「
二
霊
は
被
造
の
全
存
在
の
祖
先
だ
っ
た
」）

the tw
o spirits becam

e the forebears of all things.

（
ヘ
ル
ト
「
二
霊
は
森
羅
万
象
の
始
祖
と
な
っ
た
」）

と
訳
し
て
い
て
、
霊
はSpirit

あ
る
い
はspirit

と
、
祖
はancestors

やforebears

と
先
祖
の
意
味
の
語
に
訳
さ
れ
、
造
物
主
と
は

訳
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
訳
で
は
「
造
物
主
の
性
的
行
為
は
天
地
開
闢
の
行
為
」
で
「
生
殖
行
為
が
世
界
を
維
持
さ
せ
て
い
る
」
と
い
う

コ
タ
ン
ス
キ
の
『
古
事
記
』
解
釈
は
、
処
女
懐
胎
で
な
け
れ
ば
聖
性
は
伴
わ
な
い
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
風
土
の
中
で
納
得
を
得
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
コ
タ
ン
ス
キ
が
生
殖
行
為
に
よ
り
万
物
が
産
ま
れ
る
思
想
の
説
明
に
苦
心
し
て
い
る
跡
がdem

iurge

の
訳
語
の
使
用

に
見
え
る
の
だ
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
新
渡
戸
稲
造
は
、『
古
事
記
』
を
英
訳
す
る
時
、「
か
み
」
を
英
語
のGod

に
置
き
換
え
る
と
生
じ
や
す
いA

ll 

M
ighty God

（
全
知
全
能
の
創
造
神
）
の
イ
メ
ー
ジ
を
避
け
る
べ
くkam

i

と
表
示
し
た
。dem

iurge

は
、
日
本
語
の
カ
ミ
を
ど
の
よ

う
に
表
現
す
れ
ば
良
い
の
か
、
多
く
の
翻
訳
者
が
真
剣
に
悩
ん
で
き
た
用
語
の
厳
密
化
の
流
れ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
一
例
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
―
『
古
事
記
』
を
見
る
視
点
の
転
換

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
ハ
ー
ン
と
の
「
破
ら
れ
た
友
情
」
の
動
因
に
は
、
両
者
の
日
本
文
化
に
対
す
る
西
洋
人
の
日
本
文
化
観
の
相
違
が

あ
っ
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
ハ
ー
ン
の
日
本
文
化
観
は
、
平
川
祐
弘
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
こ
の
二
人
は
日
本
解
釈
者
と
し
て
対
立

す
る
二
大
傾
向
を
代
表
す
る（

（7
（

」
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
外
国
語
訳
本
の
中
で
圧
倒
的
な
知
名
度
の
あ
る
英
訳
『
古
事
記
』
で
、
日
本
人
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の
世
界
観
を
知
る
本
質
的
な
意
味
を
も
つ
重
要
な
場
面
を
英
訳
せ
ず
に
ラ
テ
ン
語
で
訳
し
た
奇
妙
な
翻
訳
法
の
要
因
を
解
く
鍵
も
そ
こ
に

あ
っ
た
。

　

幸
い
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
自
身
が
そ
の
立
場
を
言
葉
に
し
て
い
て
、
そ
の
立
場
は
、
文
明
開
化
の
時
代
の
西
洋
人
の
神
道
観
に
共
有
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
神
道
観
は
、
遠
田
勝
氏
が
「
日
本
ア
ジ
ア
協
会
の
神
道
蔑
視
」
と
評
し
た
指
摘
が
象
徴
し
て
い
る（

（7
（

。
一
方
、
ハ
ー
ン
に
は

神
道
を
未
開
の
信
仰
と
す
る
文
明
開
化
の
視
点
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
の
一
九
六
八
年
の
フ
リ
ッ
パ
イ
に
も
二
〇
一
四
年
の

ヘ
ル
ト
に
も
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
よ
う
な
神
道
軽
視
の
姿
勢
は
な
い
。

　

現
代
の
多
く
の
文
化
人
類
学
者
や
宗
教
学
者
は
、
人
間
の
生
殖
行
為
を
未
開
あ
る
い
は
罪
と
す
る
価
値
観
に
囚
わ
れ
て
は
い
な
い
。
二

〇
世
紀
は
、
人
類
学
の
進
展
に
よ
り
、
未
開
社
会
は
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
の
前
段
階
の
未
開
だ
と
い
う
西
洋
中
心
主
義
の
解
釈
に
対
す
る
反

省
が
高
ま
り
、
ど
ん
な
社
会
も
そ
れ
ぞ
れ
完
結
し
た
文
化
と
し
て
意
味
が
あ
る
と
見
做
さ
れ
は
じ
め
、
既
述
し
た
ル
ク
レ
ー
ル
の
指
摘
し

た
古
代
社
会
を
「
進
化
に
取
り
残
さ
れ
た
生
活
態
度
し
か
み
よ
う
と
し
な
か
っ
た
」（
九
二
頁
）
姿
勢
は
克
服
さ
れ
は
じ
め
、
エ
リ
ア
ー

デ
が
「
宇
宙
的
リ
ズ
ム
へ
の
神
秘
的
感
情
移
入
が
特
に
東
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
農
民
の
宗
教
の
中
核
を
成
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
（
注
67
）

と
共
に
「
夫
婦
間
の
結
合
は
宇
宙
的
な
リ
ズ
ム
に
統
合
さ
れ
る
儀
礼
で
あ
り
、
そ
の
統
合
に
よ
っ
て
そ
の
行
為
が
正
当
化
さ
れ
る
」
と
例

示
し
た
よ
う
に
、「
宇
宙
神
話
は
婚
姻
の
際
だ
け
で
な
く
、
そ
の
目
的
が
統
合
的
全
体
性
の
回
復
に
あ
る
他
の
す
べ
て
の
儀
礼
の
場
合
に

も
、
模
範
的
モ
デ
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
る（

（7
（

」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
エ
リ
ア
ー
デ
の
そ
の
指
摘

は
、
祭
り
と
は
自
然
の
リ
ズ
ム
に
即
し
て
い
た
こ
と
で
定
着
し
て
き
た
、
と
い
う
指
摘
だ
と
理
解
で
き
る
。

　

一
神
教
の
世
界
の
人
々
に
『
古
事
記
』
の
世
界
観
を
説
明
す
る
と
き
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
こ
の
世
の
生
成
の
表
現
が
、
チ
ェ
ン
バ

レ
ン
の
よ
う
に
卑
猥
だ
か
ら
と
翻
訳
の
際
に
ラ
テ
ン
語
等
翻
訳
す
る
語
以
外
の
言
語
で
読
者
を
煙
に
巻
い
て
お
く
か
、
ま
た
、
未
開
の
残

滓
だ
と
否
定
す
る
か
、
又
は
そ
の
文
化
的
意
味
を
再
評
価
す
る
の
か
、
そ
の
立
場
を
は
っ
き
り
と
定
め
る
こ
と
は
、『
古
事
記
』
を
読
む
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者
に
と
っ
て
不
可
避
の
問
題
だ
ろ
う
。

　

そ
の
時
、
卑
猥
と
断
ず
る
の
が
一
九
世
紀
の
西
洋
中
心
の
世
界
観
な
の
で
あ
っ
て
、『
古
事
記
』
の
翻
訳
過
程
で
直
面
し
た
そ
ん
な
場

面
を
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
ラ
テ
ン
語
の
使
用
に
よ
っ
て
自
ら
の
訳
本
の
中
に
生
じ
る
卑
猥
さ
に
対
応
し
た
。
だ
が
、
今
や
そ
う
し
た
個
所

を
あ
る
が
ま
ま
に
素
直
に
肯
定
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
宇
宙
生
成
に
お
け
る
生
殖
行
為
の
意
味
が
見
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
「
Ⅵ

『
古
事
記
』
の
宇
宙
生
成
観cosm

ogony

と
生
殖
行
為procreation

」
で
見
た
通
り
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
未
開
社
会
に
「
理
性
」
や

「
合
理
性
」
の
発
見
を
促
し
た
二
〇
世
紀
以
降
の
人
類
学
は
、『
古
事
記
』
に
も
新
た
な
視
点
を
提
供
し
た
。
そ
の
姿
勢
を
明
確
な
言
葉
で

発
し
て
い
る
碩
学
と
し
て
、
す
で
に
エ
リ
ア
ー
デ
や
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
や
コ
タ
ン
ス
キ
の
指
摘
を
紹
介
し
た
が
、
さ
ら
に
、
米
国
の

神
話
学
者
ジ
ョ
セ
フ
・
キ
ャ
ン
ベ
ルJosef Cam

pbell

（1904-87

）
の
日
本
神
話
の
評
価
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

①　

�

私
は
日
本
を
訪
れ
た
と
き
の
経
験
を
決
し
て
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
原
罪
に
よ
る
堕
落
も
、
エ
デ
ン
の
園
も
ま
る
で
聞
い
た
こ

と
の
な
い
国
で
す
。
神
道
の
聖
典
の
ひ
と
つ
に
、
自
然
の
営
み
が
悪
し
き
も
の
で
あ
る
は
ず
は
な
い
、
と
書
い
て
あ
る
の
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
自
然
な
衝
動
は
矯
正
す
る
の
で
は
な
く
、
昇
華
す
べ
き
で
あ
る
、
美
化
す
べ
き
で
あ
る
。
自
然
の
美
と
、
自
然
と
の

協
力
に
対
す
る
す
ば
ら
し
い
関
心
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
日
本
の
庭
園
の
い
く
つ
か
で
は
、
ど
こ
で
自
然
が
終
わ
っ
て
人
工
が
始

ま
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
す
ご
い
経
験
で
し
た
よ（

（7
（

。

　

こ
の
言
葉
の
理
解
の
た
め
に
は
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
次
の
三
つ
の
発
言
が
参
考
に
な
る
。

②　

�

現
代
の
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
が
抱
え
て
い
る
問
題
の
ひ
と
つ
は
、
そ
れ
が
最
初
の
出
発
点
か
ら
善
悪
の
問
題
を
強
調
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
キ
リ
ス
ト
は
私
た
ち
の
罪
を
償
う
た
め
に
送
ら
れ
て
き
た
。
悪
の
償
い
で
す
。
・
・
・
・
私
た
ち
は
神
話
的
な

テ
ー
マ
を
解
釈
す
る
と
き
に
「
負お

い
め債

」
や
「
償
い
」
と
い
っ
た
語
句
を
使
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
東
洋
で
の
解

釈
で
は
、
借
金
や
返
済
と
い
っ
た
概
念
と
は
無
関
係
の
、「
無
知
」
と
「
光
明
」
と
い
っ
た
語
句
を
使
い
ま
す
。
・
・
・
・
エ
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デ
ン
の
園
な
ど
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
人
間
の
堕
落
な
ど
な
か
っ
た
、
従
っ
て
、
神
に
対
す
る
裏
切
り
の
罪
も
な
か
っ
た
と
確

信
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
ま
る
で
辻
褄
が
合
い
ま
せ
ん（

（7
（

。

③　

世
界
の
神
話
の
な
か
で
、
旧
約
聖
書
の
神
話
ほ
ど
陰
鬱
な
も
の
は
ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
よ（

（7
（

。

④　
�

宗
教
と
は
、
実
は
第
二
の
子
宮
み
た
い
な
も
の
で
す
。
人
間
と
い
う
極
め
て
複
雑
な
も
の
を
成
熟
さ
せ
る
た
め
に
そ
れ
は
あ
る

の
で
す
。
自
分
に
正
し
い
動
機
を
与
え
、
自
分
を
行
動
さ
せ
る
た
め
に
。
と
こ
ろ
が
、
罪
の
観
念
は
人
を
一
生
涯
卑
屈
な
状
態

に
追
い
や
っ
て
し
ま
い
ま
す（

（7
（

。

　

①
の
「
神
道
の
聖
典
」
と
は
『
古
事
記
』
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
卑
猥
だ
と
し
て
英
語
に
翻
訳
で
き

な
か
っ
た
個
所
の
『
古
事
記
』
の
記
述
に
は
タ
ブ
ー
の
ネ
ガ
テ
イ
ヴ
な
印
象
が
な
く
、
物
語
も
楽
天
的
な
展
開
だ
と
解
釈
で
き
る
か
ら
だ
。

右
の
①
～
④
の
指
摘
は
日
本
神
話
と
く
に
『
古
事
記
』
を
想
定
す
れ
ば
分
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
こ
の
時
、
コ
タ
ン
ス
キ
が
「
岐
美
二
神
の

性
的
行
が
天
地
開
闢
の
行
為
で
、
後
世
の
男
と
女
の
あ
ら
ゆ
る
結
び
つ
き
が
世
界
を
更
新
さ
せ
る
行
為
の
繰
返
し
だ
」
と
い
う
理
解
も
、

女
性
は
生
命
を
代
表
す
る
も
の
で
す
。
人
間
は
女
性
に
よ
る
こ
と
な
く
し
て
は
生
命
を
与
え
ら
れ
ま
せ
ん（

（7
（

。

と
い
う
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
言
葉
と
重
ね
て
理
解
で
き
る
。
さ
ら
に
、

女
性
の
魔
力
は
大
地
と
同
じ
よ
う
に
、
産
み
、
育
て
る
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
大
地
の
魔
力
を
支
え
る
の
で
す
。
・
・
・
・
鋤

が
大
地
を
耕
す
と
い
う
こ
と
で
、
性
交
の
ま
ね
が
支
配
的
な
神
話
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た（

（8
（

。

と
世
界
の
神
話
に
つ
い
て
語
っ
た
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
言
葉
が
思
い
出
さ
れ
、『
古
事
記
』
の
魅
力
の
一
つ
に
禁タ

ブ
ー忌

の
な
い
自
由
な
表
現
の
描

写
が
あ
り
、
そ
こ
に
、
既
述
の
通
り
、
幸
田
露
伴
が
娘
に
言
っ
た
『
古
事
記
』
は
人
間
の
秘
事
を
綺
麗
に
表
現
す
る
方
法
を
学
べ
る
書
だ

と
い
う
助
言
と
夜
久
正
雄
氏
が
次
の
よ
う
に
言
っ
た
根
拠
が
あ
る
。

私
は
『
古
事
記
』
か
ら
、
人
間
の
喜
怒
哀
楽
・
悲
喜
明
暗
す
な
は
ち
人
間
の
情
意
と
い
ふ
も
の
を
学
ん
だ
、
と
言
へ
ま
す
。
人
間
の
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情
意
は
誰
で
も
持
っ
て
い
る
と
言
へ
ま
せ
う
が
、
そ
れ
が
表
現
さ
れ
る
時
に
は
じ
め
て
自
覚
さ
れ
浄
化
さ
れ
る（

（8
（

。

　

一
九
世
紀
、
神
道
は
道
徳
律
の
な
い
未
開
の
信
仰
と
考
え
ら
れ
て
、『
古
事
記
』
は
露
骨
で
卑
猥
な
表
現
が
あ
る
と
さ
れ
た
、
だ
が
、

二
一
世
紀
の
今
、
そ
の
同
じ
部
分
が
人
の
情
意
を
率
直
か
つ
き
れ
い
に
表
現
し
た
例
だ
と
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
の
だ
。

注（
１
）　

以
上
、
松
井
嘉
和
「
翻
訳
本
『
古
事
記
』
に
見
ら
れ
る
翻
訳
法
と
原
語
の
理
解
」（『
大
倉
山
論
集
』
第
四
九
輯
、
平
成
一
五
年
）、
七
七
～
七
八
頁
。

（
２
）　

平
川
祐
弘
『
破
ら
れ
た
友
情　

ハ
ー
ン
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
日
本
理
解
』、
新
潮
社
、
昭
和
六
二
年
、
三
五
頁
。

（
３
）　
「
世
界
の
中
の
日
本
文
化
」（『
世
界
の
中
の
日
本
Ⅰ　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
一
集
』（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
平
成
元
年
）
一
八
頁
上

段
。
ま
た
、「
混
合
と
独
創
の
文
化
―
世
界
の
中
の
日
本
文
化
」『
中
央
公
論
』
月
刊
誌
・
昭
和
六
三
年
五
月
号
に
掲
載
。
さ
ら
に
、
後
掲
注
23
の

『
月
の
裏
側
』
に
は
別
訳
で
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）　

馬
場
辰
猪
著
：
西
田
長
寿
他
編
『
馬
場
辰
猪
全
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
六
二
年
、
二
七
五
頁
。

（
５
）　

同
書
・
参
考
篇
、
一
六
五
～
一
六
七
頁
。
本
講
演
録
はT

he Journal of A
nthropological Institute of Great Britain an Irland, V

ol. 6, 

London T
rübner &

 Co., 1977

の
転
載
と
あ
る
。

（
６
）　

同
書
、
一
六
七
～
一
六
八
頁
。

（
７
）　

以
上
に
述
べ
た
タ
イ
ラ
ー
以
降
、
外
国
語
で
紹
介
さ
れ
た
『
古
事
記
』
の
一
覧
は
、『
神
道
宗
教
』
一
七
九
（
神
道
宗
教
学
会
、
平
成
一
二
年
）
に

発
表
し
た
「『
古
事
記
』
外
国
語
訳
の
概
観
」
と
題
し
た
研
究
ノ
ー
ト
に
示
し
た
が
、
本
稿
で
は
平
成
の
御
代
以
降
の
刊
行
物
だ
け
を
示
し
た
。
な

お
、
近
刊
の
『
世
界
の
「
古
事
記
」
と
神
国
日
本
』（
神
社
新
報
ブ
ッ
ク
ス
二
二
）
に
は
明
治
九
年
の
馬
場
辰
猪
の
例
か
ら
現
在
ま
で
の
翻
訳
本
の

一
覧
表
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）　

山
口
栄
鉄
『
英
人
日
本
学
者
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
研
究
〈
欧
米
日
本
学
よ
り
観
た
再
評
価
〉』
沖
積
舎
、
平
成
二
二
年
、
一
二
一
頁
。
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（
９
）　

Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
川
村
ハ
ツ
エ
訳
『
日
本
人
の
古
典
詩
歌
』、
七
月
堂
、
昭
和
六
二
年
。

（
10
）　

本
稿
で
は
、
著
者
と
題
名
と
刊
行
年
代
だ
け
を
訳
出
し
た
。

（
11
）　

副
題
は
「
原
名
英
譯
古
事
記
」。
著
者
と
訳
者
は
「
英
人　

チ
ャ
ン
バ
ー
レ
ー
ン
著　

日
本　

飯
田
永
夫
訳
」
と
あ
る
。
初
版
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
英

訳
『
古
事
記
』
完
成
六
年
後
の
明
治
二
一
年
四
月
。
そ
の
初
版
本
に
「
大
賣
捌
所
」
と
し
て
同
勞
舎
出
版
部
の
名
が
あ
り
、
翌
年
五
月
の
再
版
本

に
は
日
本
文
學
發
行
所
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

夜
久
正
雄
「『
古
事
記
』
の
外
国
語
訳
（
承
前
）」（『
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
』
第
五
八
号
、
平
成
二
年
）
二
頁
。

（
13
）　W

iesław
 K

otański “Przekłady K
O

JIK
I na Jęyzki Europejskie,”

（
欧
州
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
た
古
事
記
）。“K

O
JIK

I czyli księga 

daw
nich w

ydarzeń, vol. I T
eksty, Indeksy. vol. II kom

entarze”

（
コ
タ
ン
ス
キ
全
訳
『
古
事
記
』
全
二
巻
、
第
Ⅰ
巻　

本
文
と
索
引
、

第
Ⅱ
巻　

注
釈
）p.27, PW

N
, W

arszaw
a 1986

の
序
文D

o Czytelnika （
読
者
へ
）
の
一
節
。

（
14
）　

ド
ナ
ル
ド
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
「
モ
ザ
イ
ク
と
し
て
の
神
話
―
『
古
事
記
』」（
村
上
兵
衛
編
訳
『
わ
た
し
の
日
本
文
学
―
古
事
記
か
ら
五
木
寛
之
』（
鷹

書
房
、
昭
和
五
二
年
）
一
九
頁
）。
同
書
で
フ
ィ
リ
ッ
ピ
と
あ
る
が
、
私
は
関
係
者
か
ら
フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
そ
う
表
記
し
て
い

る
。
フ
ィ
リ
ッ
パ
イ
は
こ
の
短
文
を
「
日
本
語
で
書
か
れ
た
最
古
の
書
物
『
古
事
記
』
を
読
む
こ
と
は
、
私
を
、
そ
の
後
に
書
か
れ
た
日
本
文
学

史
上
の
他
の
記
念
碑
的
な
作
品
の
研
究
へ
と
は
み
ち
び
か
な
か
っ
た
」
と
始
め
て
い
て
、『
古
事
記
』
の
面
白
さ
に
つ
い
て
「
そ
こ
に
は
い
く
つ
か

の
異
種
の
要
素
が
入
り
ま
じ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
こ
と
な
る
根
源
を
示
し
な
が
ら
、
し
か
も
、
ひ
と
つ
の
物
語
に
織
り
あ
げ
ら
れ
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
15
）　

福
田
武
史
「
書
評　

ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ヘ
ル
ト
訳
『
古
事
記
』」（『
日
本
研
究
』
五
六
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
九
年
）。

（
16
）　

前
掲
注
１
「
翻
訳
本
『
古
事
記
』
に
見
ら
れ
る
翻
訳
法
と
原
語
の
理
解
」、
四
頁
。

（
17
）　

同
論
文
、
五
頁
。

（
18
）　

新
渡
戸
稲
造
全
集
編
集
委
員
会
編
『
新
渡
戸
稲
造
全
集
』
第
一
五
巻
、
教
文
館
、
昭
和
四
五
年
、
六
二
五
頁
。

（
19
）　

佐
伯
彰
一
『
外
か
ら
見
た
日
本
文
学
』、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
昭
和
五
六
年
、
七
五
頁
。
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井
）

（
20
）　

小
花
淸
泉
「『
英
譯
古
事
記
』
に
就
い
て
」（
佐
々
木
信
綱
編
著
『
王
堂
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
先
生
』、
好
學
社
、
昭
和
二
三
年
）、
一
二
五
頁
。

（
21
）　Basil H

all Cham
berlain, “T

he K
O

JIK
I, Records of A

ncient M
atters,” the A

siatic Society of Japan, Y
okoham

a, p.X
X

X
iii, 

footnote 41, 1883

。

（
22
）　

前
掲
注
18
『
新
渡
戸
稲
造
全
集
』
第
一
五
巻
、
六
三
六
頁
。

（
23
）　

ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
、
川
田
順
造
訳
『
月
の
裏
側　

日
本
文
化
へ
の
視
覚
』、
中
央
公
論
新
社
、
平
成
二
六
年
、
一
一
三
頁
。

（
24
）　
「
わ
に
」
の
語
に
関
し
て
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
わ
ざ
わ
ざ
注
記
し
た
個
所
を
「
日
本
亜
細
亜
協
会
」
刊
の
初
版
本1883

（
前
掲
注
21
）
か
ら
邦
訳
し

て
紹
介
す
る
。

　
　
　

①　

�（
上
巻
）（
豊
玉
姫
が
ワ
ニ
の
姿
で
子
供
を
生
ん
で
い
る
個
所
）
同
書p.127, footnote 10,

「『
日
本
書
紀
』
の
同
じ
物
語
の
記
述
で
は
、
姫

は
龍dragon

に
変
身
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
あ
る
一
書
に
は
鰐
で
あ
り
、
こ
の
自
分
の
解
釈
と
明
確
に
一
致
し
て
い
る
」。

　
　
　

②　

�（
開
化
天
皇
）
同
書p.167, footnote 11, 「
丸
邇
臣
：
わ
に
は
大
和
に
あ
る
地
名
。
そ
こ
に
は
「
わ
に
ざ
か
」
と
い
う
垰
の
名
前
が
あ
る
。
わ

に
と
い
う
語
は
鰐
を
意
味
す
る
だ
け
で
あ
る
」。

　
　
　

③　
（
崇
神
天
皇
）
同
書p.180, footnote 12,

「
丸
邇
臣
：
わ
に
（
鰐
）
は
大
和
国
に
あ
る
場
所
の
名
前
」。

　
　
　

④　
（
崇
神
天
皇
）
同
書p.180, footnote 13,

「
丸
邇
坂
：
忌い

は

瓮ひ
べ

を
据
え
る
た
め
の
場
所
」。

　
　
　

⑤　

�（
仁
徳
天
皇
）
同
書p.260, footnote 7,

「
作
丸
邇
池
依
網
池
：
わ
に
の
池
は
河
内
国
に
あ
る
場
所
の
名
前
。
わ
に
は
鰐
を
意
味
す
る
言
葉
で
、

朝
鮮
人
の
名
前
に
使
わ
れ
て
い
る
」。

（
25
）　

佐
竹
昭
広
『
古
語
雑
談
』「
二　

色
虹
の
虹
・
26　

英
訳
『
古
事
記
』」、
岩
波
新
書
、
昭
和
六
一
年
、
四
二
～
四
三
頁
。

（
26
）　

左
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
原
文
（p.xxxvi

）
と
佐
竹
氏
が
こ
の
冒
頭
を
引
用
し
た
邦
訳
『
日
本
上
古
史
評
論
』（
前
掲
注
11
、
六
三
頁
）
の
部
分
。

　
　
　
　

�T
he w

ords relative to colour w
hich occur are: -- Black. Blue 

（including Green

）. Red. Piebald 

（of horses

）. W
hite. / 

Y
ellow

 is not m
entioned 

（except in the foreign Chinese phrase “the Y
ellow

 Stream
,” signifying H

ades, and not to be 

counted in this context

）, neither are any of the num
erous term

s w
hich in M

oden Japanese serve to distinguish delicate 
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shades of colour. W
e hear of the “blue （or green

）, （i.e. black

） clouds” and also of the “blue （or green

）, sea”; but the “blue 

sky” is conspicuous by its absence here as in so m
any other early literatures, though strangely enough it does occur in 

the oldest w
ritten m

onum
ents of the Chinese.

　
　
　
　

�
又
色
の
名
の
古
事
記
に
見
え
た
る
ハ
、
黑
・
靑
（
緑
を
も
含
め
り
）・
赤
・
班
・
白　

等
な
り
。
黄
色
の
こ
と
ハ
記
載
せ
し
こ
と
な
し
（
幽
冥
を

顯
ハ
し
た
る
黄
泉
な
る
漢
語
の
外
に
ハ
）
其
ノ
他
近
世
日
本
に
て
物
色
の
精
密
な
る
區
別
を
爲
す
に
用
ゐ
る
所
の
語
多
し
と
雖
と
も
記
中
更
に

其
名
稱
を
記
載
せ
し
も
の
な
し
。
又
記
中
靑
（
緑
細
言
す
れ
バ
黑
）
雲
及
ひ
靑
（
即
チ
緑
）
海
な
と
の
語
見
ゆ
と
い
へ
と
も
靑
天
と
云
ふ
言
ハ

多
く
支
那
の
古
書
に
あ
れ
と
も
古
事
記
其
ノ
他
の
古
書
に
見
あ
た
ら
ず
。

（
27
）　

前
掲
注
21 “T

he K
O

JIK
I, Records of A

ncient M
atters,” p.148, the A

siatic Society of Japan, 1883.

（
28
）　

同
書p.148, footnote 21
。

（
29
）　

西
宮
一
民
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成　

古
事
記
』、
新
潮
社
、
昭
和
五
四
年
、
一
二
一
頁
。

（
30
）　

牧
健
二
『
近
代
に
お
け
る
西
洋
人
の
日
本
理
解
』、
清
水
弘
文
堂
書
房
、
昭
和
四
四
年
、
一
頁
。

（
31
）　

佐
々
木
信
綱
「
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
先
生
小
傳
」（
佐
々
木
信
綱
編
著
『
王
堂
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
先
生
』、
好
學
社
、
昭
和
二
三
年
）、

一
一
頁
。

（
32
）　

前
掲
注
18
『
新
渡
戸
稲
造
全
集
』
第
一
五
巻
、
六
二
六
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
注
２
の
拙
訳
。

（
33
）　

遠
田
勝
「
小
泉
八
雲
―
神
道
発
見
の
旅
」（
平
川
祐
弘
『
小
泉
八
雲　

回
想
と
研
究
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
平
成
四
年
）、
四
一
二
頁
。

（
34
）　“Y

aegaki-Jinja,” in “Glim
pses of U

nfam
iliar Japan.”

、
引
用
は1973

年
初
刷
のRinsen Book Co., K

yoto, V
ol. I, pp.340-342

の
第
三
刷 

1991

よ
り
。
な
お
邦
訳
が
平
川
祐
弘
訳
「
八
重
垣
神
社
」（
小
泉
八
雲
著
、
平
川
祐
弘
編
『
神
々
の
首
都
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
平
成
二
年
、
二

三
二
～
二
三
四
頁
）
に
あ
る
。
筆
者
が
校
合
し
た
も
う
一
個
所
は
、「T

he H
ousehold Shrine

」
の
目
弱
王
の
物
語
の
引
用
個
所
で
、
同
じ
く

“Glim
pses of U

nfam
iliar Japan,” vol., p.340, Rinsen Book Co., K

yoto

第
三
刷1991

。
邦
訳
は
遠
田
勝
訳
「
家
庭
の
祭
屋
」（『
神
々
の
首

都
』）
三
四
〇
～
三
四
一
頁
。
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）

（
35
）　

前
掲
注
13 W

iesław
 K

otański “Przekłady K
O

JIK
I na Jęyzki Europejskie” p27.

こ
こ
で
「
天
皇
の
す
べ
て
の
息
子
を
《kings

》
と
訳

し
て
い
る
機
械
的
な
翻
訳
」
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
そ
の
実
例
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
文
の
七
六
頁
で
引
用
し
た
孝
霊
天
皇
の
条
で
も
御
子

の
意
味
の
「
王
」
をking

と
訳
す
な
ど
、
そ
の
事
例
が
あ
る
。

（
36
）　

前
掲
注
19
『
外
か
ら
見
た
日
本
文
学
』、
七
五
頁
。

（
37
）　

前
掲
注
21 Cham

berlain “K
O

JIK
I”

の
原
文
（p.iii

）
と
前
掲
注
11
『
日
本
上
古
史
評
論
』（
四
～
五
頁
）
の
飯
田
永
夫
の
そ
の
部
分
の
邦
訳
は

次
の
通
り
。

　
　
　
　

�T
he “Records” sound queer and bald in Japanese, as w

ill be noticed further on; and it is therefore right, even from
 a 

stylistic point of view
, that they should sound bald and queer in English. T

he only portions of the text w
hich, from

 

obvious reasons, refuse to lend them
selves to translation into English after this fashion are the indecent portions. But it 

has been thought that there could be no objection to rendering them
 nito Latin, -- Latin as rigidly literal as is the 

English of the greater part.

　
　
　
　

�

古
事
記
ハ
後
に
も
論
す
る
か
如
く
、
其
ノ
文
体
華
美
を
旨
と
せ
す
、
妙
に
朴
素
の
調
子
な
れ
ば
英
語
に
う
つ
す
も
ま
た
し
か
ら
さ
る
を
え
さ
る

な
り
。
原
書
中
に
て
故
あ
り
て
英
語
も
て
譯
す
る
を
厭
フ
所
あ
り
。
其
ハ
不
良
の
部
分
な
り
永
夫
曰
不
良
の
部
分
と
ハ
猥
雑
と
思
へ
る

彼
の
二
尊
の
妍
哉
云
々
の
部
分
な
ら
ん

。
然
れ
と
も
其
を
羅

甸
語
に
譯
シ
な
バ
亦
之
レ
を
非
難
す
る
者
あ
ら
ざ
る
べ
し
と
思
へ
り
。

（
38
）　

倉
野
憲
司
校
注
『
古
事
記
』、
岩
波
文
庫
、
昭
和
三
八
年
、
一
二
四
～
一
二
五
頁
。

（
39
）　

前
掲
注
23
『
月
の
裏
側
』、
一
一
一
頁
。

（
40
）　

前
掲
注
19
『
外
か
ら
見
た
日
本
文
学
』、
七
五
頁
。

（
41
）　

前
掲
注
２
『
破
ら
れ
た
友
情
』、
三
五
頁
。

（
42
）　

Ｇ
・
ル
ク
レ
ー
ル
、
宮
治
一
雄
・
宮
治
美
江
子
訳
『
人
類
学
と
植
民
地
主
義
』、
平
凡
社
、
昭
和
五
一
年
、
一
五
五
頁
、
一
七
四
頁
。

（
43
）　

前
掲
注
19
『
外
か
ら
見
た
日
本
文
学
』、
七
八
～
七
九
頁
。
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（
44
）　

前
掲
注
２
『
破
ら
れ
た
友
情
』、
五
九
頁
。

（
45
）　

前
掲
注
30
『
近
代
に
お
け
る
西
洋
人
の
日
本
理
解
』、
一
頁
。

（
46
）　

前
掲
注
31
「
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
先
生
小
傳
」、
一
三
頁
。

（
47
）　

築
島
謙
三
『
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
の
日
本
観
―
そ
の
正
し
い
理
解
へ
の
試
み
―
』、
勁
草
書
房
、
昭
和
三
九
年
、
七
二
、
七
六

頁
。

（
48
）　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
「
王
堂
先
生
遺
文
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ア
ン
」（
前
掲
注
31
『
王
堂
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
先
生
』）
一
〇
三
頁
。

（
49
）　

前
掲
注
30
『
近
代
に
お
け
る
西
洋
人
の
日
本
理
解
』、
八
二
～
八
三
頁
。

（
50
）　

同
書
、
一
二
四
頁
。

（
51
）　

前
掲
注
47
『
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
の
日
本
観
』、
二
八
四
頁
。

（
52
）　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ
イ
リ
ー
・
サ
ン
ソ
ム
著
、
金
井
圓
・
多
田
実
・
芳
賀
徹
・
平
川
祐
弘
訳
『
西
洋
世
界
と
日
本
』
上
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
平
成
七

年
、
三
三
二
頁
。

（
53
）　

前
掲
注
47
『
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
の
日
本
観
』、
四
三
頁
。

（
54
）　

以
下
三
ヶ
所
の
引
用
は
、
小
泉
凡
「
小
泉
八
雲
が
歩
い
た
『
古
事
記
』
の
世
界
」（
池
田
雅
之
・
高
橋
一
清
編
著
『
日
本
人
の
原
風
景
１　

古
事
記

と
小
泉
八
雲
』、
か
ま
く
ら
春
秋
社
、
平
成
二
五
年
）
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
。

（
55
）　

牧
野
陽
子
「
解
説
」（
平
川
祐
弘
編
『
神
々
の
国
の
首
都
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
平
成
二
年
）、
三
八
五
、
三
八
七
頁
。

（
56
）　

池
田
雅
之
「
生
き
る
よ
す
が
と
し
て
の
神
話
」（
前
掲
書
注
54
池
田
雅
之
・
高
橋
一
清
編
著
『
日
本
人
の
原
風
景
１　

古
事
記
と
小
泉
八
雲
』）
八

五
頁
。

（
57
）　

西
鄕
信
綱
『
古
事
記
研
究
』
未
来
社
、
昭
和
四
八
年
、
二
九
九
頁
。

（
58
）　

前
掲
注
33
「
小
泉
八
雲
―
神
道
発
見
の
旅
」。
ま
た
、
前
掲
書
注
47
『
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
の
日
本
観
』
参
照
。

（
59
）　

松
井
嘉
和
「『
古
事
記
』
と
『
神
典
』」（『
大
倉
山
論
集
』
第
五
三
輯
、
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
平
成
一
九
年
）
三
七
頁
。
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英
訳
『
古
事
記
』
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
訳
業
に
見
る
西
洋
人
の
日
本
文
化
観
（
松
井
）

（
60
）　

前
掲
注
18
『
新
渡
戸
稲
造
全
集
』
第
一
五
巻
、
六
二
七
頁
。

（
61
）　

フ
レ
ー
ザ
ー
著
、
永
橋
卓
介
訳
『
金
枝
篇
』（
一
）、
岩
波
文
庫
、
昭
和
四
一
年
、
二
八
六
頁
。

（
62
）　

同
書
、
二
八
九
頁
。

（
63
）　

小
口
偉
一
・
堀
一
郎
監
修
『
宗
教
学
辞
典
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
八
年
、
四
二
二
頁
。

（
64
）　

エ
リ
ア
ー
デ
著
・
堀
一
郎
訳
『
大
地
・
農
耕
・
女
性
―
比
較
宗
教
類
型
論
』、
未
来
社
、
昭
和
四
三
年
、
一
〇
七
頁
。

（
65
）　

エ
リ
ア
ー
デ
著
・
堀
一
郎
訳
『
永
遠
回
帰
の
神
話　

祖
型
と
反
復
』、
未
来
社
、
昭
和
三
八
年
、
三
八
～
三
九
頁
。

（
66
）　

同
書
、
三
九
頁
。

（
67
）　

エ
リ
ア
ー
デ
著
・
中
村
恭
子
訳 『
エ
リ
ア
ー
デ
著
作
集　

第
七
巻　

神
話
と
現
実
』、
せ
り
か
書
房
、
昭
和
四
八
年
、
一
九
一
～
一
九
二
頁
。

（
68
）　

前
掲
注
64
『
大
地
・
農
耕
・
女
性
』、
一
〇
八
～
一
〇
九
頁
。

（
69
）　

Ｗ
・
コ
タ
ン
ス
キ
、“D

zidzictw
o Japońskich Bogów

,”

〔
日
本
の
神
々
の
遺
産
〕, O

ssolinskich, W
arszaw

a, 1995.

（
70
）　

Ｗ
・
コ
タ
ン
ス
キ
、
松
井
嘉
和
訳
「
日
本
の
天
地
開
闢
説
」（『
神
道
及
び
神
道
史
』
第
四
二
・
四
三
合
併
号
、
神
道
史
学
会
、
昭
和
六
〇
年
、
の

ち
に
國
學
院
大
學
神
道
史
学
会
編
『
西
田
長
男
博
士
追
悼
論
文
集　

神
道
及
び
神
道
史
』（
名
著
普
及
会
、
昭
和
六
二
年
、
五
二
三
～
五
六
九
頁
）

に
再
録
）。
原
文W

iesław
 K

otański, “K
osm

ogonia Japońska,” in “Euhem
er” N

o3,

及
び“W

 K
ręgu shintoizm

u (2

）”

（
神
道
宗
教
を

め
ぐ
る
論
集
）W

ydaw
nictw

o A
kadem

ieckie D
IA

LO
G, 1975

に
再
録
。

（
71
）　“A

n Encyclopedia of Religion,” edited by V
ergilius Ferm

, Philosophical Library, N
ew

 Y
ork, 1945.

（
72
）　

前
掲
注
２
『
破
ら
れ
た
友
情
』、
九
頁
。

（
73
）　

遠
田
氏
は
そ
の
特
徴
を
「
明
治
七
年
、
日
本
ア
ジ
ア
協
会
で
の
神
道
論
議
は
二
本
の
柱
か
ら
な
っ
て
い
た
。
一
つ
は
、
神
道
が
民
衆
の
信
仰
を

失
っ
て
久
し
い
過
去
の
遺
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
い
ま
一
つ
は
、
従
っ
て
維
新
前
後
の
御
門
崇
拝
と
国
家
神
道
は
、
新
た
に
作
ら
れ
た
政
治
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
ま
と
め
て
い
る
（
前
掲
注
33
「
小
泉
八
雲
―
神
道
発
見
の
旅
」、
三
七
二
頁
）。

（
74
）　

前
掲
注
65
『
永
遠
回
帰
の
神
話
』
前
者
の
引
用
は
三
八
頁
、
後
者
は
三
七
頁
。
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（
75
）　

キ
ャ
ン
ベ
ル
、
モ
イ
ヤ
ー
ズ
、
飛
田
茂
雄
訳 『
神
話
の
力
』、
早
川
書
房
、
平
成
四
年
、
六
五
頁
。

（
76
）　

キ
ャ
ン
ベ
ル
、
飛
田
茂
雄
訳
『
時
を
超
え
る
神
話
』、
角
川
書
店
、
平
成
八
年
、
二
九
頁
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
ま
た
前
掲
注
75
『
神
話
の
力
』
で
、

「
聖
書
に
基
づ
く
自
然
断
罪
の
観
念
・
・
・
・
神
は
自
然
か
ら
分
離
さ
れ
て
い
る
。
自
然
は
神
に
よ
っ
て
呪
わ
れ
て
い
る
。
ほ
ら
、『
創
世
記
』

に
も
書
い
て
あ
り
ま
す
よ
。
わ
れ
わ
れ
人
間
が
世
界
の
支
配
者
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。」（
七
九
頁
）
と
も
述
べ
て
い
る
。
原
文
は

“the biblical condem
nation of nature

・
・
・
・God is separate from

 nature, and nature is condem
ned of God. It’s right 

there in Genesis: w
e are to be the m

asters of the w
orld.” J. Cam

pbell, “T
he Pow

er of M
yth w

ith Bill M
oyers,” p40, A

nchor 

Books, N
ew

 Y
ork, 1991.

（
77
）　

同
書
、
七
〇
頁
。

（
78
）　

前
掲
注
75
『
神
話
の
力
』、
一
一
二
頁
。

（
79
）　

同
書
、
九
九
頁
。

（
80
）　

同
書
、
一
八
八
頁
。

（
81
）　

夜
久
正
雄
『
古
事
記
の
い
の
ち
』、
国
民
文
化
研
究
会
、
昭
和
四
八
年
改
訂
版
、
一
七
頁
。


